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序

　私たちの郷土熊谷は、原始・古代の集落跡等の埋蔵文化財が数多く分布することで

知られています。こうした埋蔵文化財は、郷土の発展やその過程を物語る証であると

ともに、私たちの子孫の繁栄の指標ともなる先人の貴重な足跡であります。

　しかしながら、近年においては、多くの開発行為に伴い、我々の郷土の景観は日々

変化しております。このような現状の中で、失われつつある文化財を保護し、それら

を次世代に伝えていくことは我々の大きな課題であり、責務であることと考えます。

　さて、樋の上遺跡は、熊谷市三ヶ尻地内に所在する古代の遺跡であります。また、

過去における発掘調査等により、付近一帯には古代の集落が分布していることが確認

されております。

　この度、この遺跡の一部に、かねてからの計画として熊谷市幹線第３号線の開発計

画がございました。熊谷市教育委員会では、遺跡の保護と保存について担当部署と協

議を重ねてまいりましたが、事業計画の変更が困難なことから、熊谷教育委員会で記

録保存のための措置を講ずることとなりました。

　本書は、平成２７年４月２３日から８月９日、及び１１月２９日から１２月２６日

にかけて実施された記録保存のための発掘調査の成果をまとめたものでございます。

今回の調査によって、本遺跡における集落の状況が徐々に明らかになってきました。

　本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料として、また埋蔵文化財の普及・啓

発として広く活用されることとなれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査及び報告書刊行に至るまで、文化財保護法の趣旨を

御理解、御協力を賜りました隣接する田畑の地権者各位、並びに地元関係者各位に厚

く御礼申し上げます。

　平成２８年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊 谷 市 教 育 委 員 会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　野　原　　　晃
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例　　言

１ 　本書は、埼玉県熊谷市三ヶ尻字樋上２０８３番２ほかに所在する樋の上遺跡（埼玉県遺跡番号５９

－１８）の発掘調査報告書である。

２ 　発掘調査届出に対する埼玉県教育委員会からの指示通知は、平成２６年１月８日付教生文第５－１

３５８号である。

３ 　本調査は、分譲住宅建設に伴う事前の記録保存のための発掘調査であり、熊谷教育委員会が実施し

た。

４　本事業の組織は、Ⅰ章のとおりである。

５ 　発掘調査期間は、第１次が平成２６年４月２３日から平成２６年８月９日、第２次が平成２６年１

１月２９日から１２月２６日である。

　　また整理・報告書作成期間は、平成２７年５月１日から平成２８年３月２５日までである。

６　発掘調査は第１次を腰塚博隆が行い、吉野健がその補佐をした。第２次は吉野が行った。

　 　本書の執筆・編集は熊谷市立江南文化財センター内作業員の協力をもとに腰塚博隆が行い、吉野健

がその補佐をした。

７　写真撮影は、発掘調査は吉野、腰塚が行い、遺物は吉野が行った。

８ 　遺跡内における地質調査については、清水康守、小川政之、駒井潔、武藤博士の方々の御教示をい

ただき、その結果について寄稿いただいた。

９　出土遺物は、熊谷市教育委員会で保管している。

10　本書の作成にあたり多くの方々から御教示、御協力を賜った。記して感謝いたします。

　　（敬称略　五十音順）

　　 小川政之（日本第四紀会会員）、清水康守（熊谷市史編さん特別調査員）、菅谷浩之（熊谷市文化財

保護審議会会長）、駒井　潔（埼玉県立和光高等学校）、武藤博士（化石研究会会員）、埼玉県教育

局生涯学習文化財課
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凡　　例

１　本文中、遺構の表記記号は、次のとおりである。

　　ＳＩ……住居跡、ＳＢ……掘立柱建物、ＮＲ……河川跡、ＳＤ……溝跡、ＳＫ……土坑、

　　Ｐ……ピット、ＳＸ……性格不明遺構

２　遺構図面中のトーン・表記記号は、次のとおりである。

　　焼土、炭化物覆土…　　　 、礫層及び礫…　　　

　　Ｓ…川原石　×…遺物

３　遺構挿図の縮尺は、次のとおりである。

　 　遺構全測図…１／１０００、調査区遺構図…１／１６０、住居跡・掘立柱建物跡・河川跡・溝跡・

土坑・火葬跡・ピット・性格不明遺構…１／６０

４ 　遺構土層断面図及びエレベーション図のポイントの標高は、原則として同一図版、同一遺構の標高

は統一し、Ａポイントに表記した。なお、例外的に標高差が大きい場合は、統一せずその都度表記し

てある。

５　遺物実測図の縮尺は、１／４である。ただし、一部に限り１／２及び１／３である。

６ 　遺物実測図の中で、中心線はすべて実線で示し、遺物観察表にできる限り残存率で示した。また、

土師器の断面は白抜き、須恵器の断面は黒塗りで示した。なお、須恵系土師質土器（酸化焔硝性土器）

は表記を土師質土器とし、白抜きで示した。陶磁器のうち釉薬があるものは、　　　 を、ススが付着

については　　　 で示した。墨書については　　　 で示した。

　　また底部調整は、回転糸切りが「　　」、回転ヘラケズリは「　 」で示した。

７ 　遺物である礫のうち、敲打痕があるものは、「 △←→

△

」がその範囲を、擦り痕があるものは

「 ▲←→

▲

」でその範囲を示した。

８　挿図中の遺物番号は、遺物実測図及び遺物観察表の番号と一致している。

９　遺物観察表の凡例は、次のとおりである。

　　法量の単位は、cmである。また、推定値は括弧付けで示した。

　　胎土は、土器に含まれる含有鉱物を以下の記号で示した。　

　　 Ａ…白色粒子、Ｂ…黒色粒子、Ｃ…赤色粒子、Ｄ…褐色粒子、Ｅ…赤褐色粒子、Ｆ…白色針状物質、

Ｇ…長石、Ｈ…石英、Ｉ…白雲母、Ｊ…黒雲母、Ｋ…角閃石、Ｌ…片岩、Ｍ…砂状、Ｎ…礫

　　 色調は、『新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修2010年版）に照らし最も近似

した色相を示した。

○
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Ⅰ　発掘調査の概要

1　調査に至る経過

　平成２５年１１月２７日付けで、熊谷市長から埼玉県教育委員会あてに、文化財保護法第９４条第１

項の規定に基づく埋蔵文化財発掘の届出があった。開発の内容は面積2,356m2の現況道路を拡幅する改

良事業であった。

 　熊谷市教育委員会は届出を受けて、平成２５年１２月４～６日に試掘調査を実施した。その結果、

現地表面下50cm前後で奈良～平安時代の土師器・須恵器片及び住居跡が検出され、埋蔵文化財の所在が

確認された。

 　その後、埋蔵文化財の所在が確認された旨を熊谷市担当部署に回答するとともに、その保存に関す

る協議を重ねたが、工事は保護層が設けられない工法で行うものであり、計画の変更は不可能であると

判断されたため、記録保存のための発掘調査を実施することとなった。 

 　発掘調査は、２次に分けて行われ、第１次については熊谷市教育委員会から、平成２６年４月２１

日付熊教社埋第２６号で、文化財保護法第９９条第１項の規定に基づく埋蔵文化財発掘調査の届出が提

出され、平成２６年４月２３日から開始された。第２次については熊谷市教育委員会から、平成２６年

１０月３０日付熊教社埋第３６６号で、文化財保護法第９９条第１項の規定に基づく埋蔵文化財発掘調

査の届出が提出され、平成２６年１１月１９日から開始された。

 　なお、埼玉県教育委員会から、熊谷市長へ平成２６年１月８日付教生文第５-１３５８号で発掘調査

実施の指示通知があった。

　発掘調査終了後、平成２７年５月１日から遺物整理および報告書刊行作業を開始した。

２　発掘調査・報告書作成の経過

　発掘調査

　発掘調査は、第１次は平成２６年４月２３日から平成２６年８月９日、第２次は平成２６年１１月１

９日から平成２６年１２月２６日にかけて行われた。調査面積は、2,356m2であった。

　第１次は平成２６年４月２３日に遺構確認面まで重機による表土剥ぎを行い、５月１日から遺構精査

作業を行った。その際、住居跡、溝跡、多数の土坑、ピットなどが確認され、順次遺構の調査に着手し

た。調査箇所は農地だった箇所を道路拡張のため工事するもので、東西に長いことから各々の調査区を

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ区と呼称し行った。大部分の遺構は検出が比較的容易であったが、調査区うちＣ区

では、隣接地で農地の耕作による影響、６月から７月にはゲリラ豪雨や夕立による現場復旧により苦戦

を要した。

　第２次は平成２６年１１月１９日に遺構確認面まで重機による表土剥ぎを行い、１１月２７日から遺

構精査作業を行った。その際、住居跡、掘立柱建物跡、溝跡、多数の土坑、ピットなどが確認され、順

次遺構の調査に着手した。当該調査区をＦ区と呼称し行った。

　平成２６年１２月２６日、調査のすべてを終了した。
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　整理・報告書作成作業

　整理作業は、平成２７年５月１日から始めた。遺物の洗浄・注記・復元を行った。９月までに順次、

遺物の実測、拓本取りを行った。１０月からは遺構の図面整理作業を行い、遺構・遺物図面のトレース、

遺構・遺物の図版組を行い、２月下旬には、原稿執筆、割付等の作業をして、報告書の印刷に入り、校

正を行った後、３月２５日に本報告書を刊行した。

３　発掘調査、整理・報告書刊行の組織

主体者　熊谷市教育委員会

　発掘調査

平成２６年度

教　育　長　　　　　　　　　野原　　晃

教育次長　　　　　　　　　米澤ひろみ

社会教育課長　　　　　　　　岩上　精純

社会教育課副参事　　　　　　森田　安彦

社会教育課副課長兼文化財保護係長　　　吉野　　健

　　　　　　　　　　　主査　松田　　哲

　　　　　　　　　　　主査　杉浦　朗子

　　　　　　　　　　　主査　小島　洋一

　　　　　　　　　　　主任　蔵持　俊輔

　　　　　　　　　　　主任　山下　祐樹

　　　　　　　　　　　主任　腰塚　博隆

　整理・報告書作成

平成２７年度

教　育　長　　　　  　　　　野原　　晃

教育次長　　　　　　　　　米澤ひろみ

社会教育課長　　　　　　　　岩上　精純

社会教育課副参事　　　　　　森田　安彦

社会教育課副課長兼文化財保護係長　　　吉野　　健

　　　　　　　　　　　主査　松田　　哲

　　　　　　　　　　　主査　小島　洋一

　　　　　　　　　　　主査　蔵持　俊輔

　　　　　　　　　　　主任　山下　祐樹

　　　　　　　　　　　主任　腰塚　博隆

　　　　　　　　　　　主任　金子　正之
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Ⅱ　遺跡の立地と環境

　樋の上遺跡は、熊谷市に所在し、ＪＲ高崎線籠原駅の南約1.4km、荒川から北へ約3.8km、利根川から

南へ約10.0kmに位置する。

　樋の上遺跡の所在する三ヶ尻地区は、熊谷市の中央西部にあたり、櫛挽台地の北端及びその北と北東

に展開する妻沼低地、うち一部が新荒川扇状地上にある。櫛挽台地は寄居町末野付近を扇頂に、荒川の

両岸に広がる洪積扇状地である荒川扇状地のうち、荒川左岸側が浸食されてできたものである。そして、

妻沼低地は、利根川及びその支流により形成された沖積地であり、熊谷市の大半を覆っている洪積扇状

地の新荒川扇状地（市西部）と自然堤防が広がる地区に分けられる。本遺跡は、その荒川左岸の妻沼低

地及び新荒川扇状地の一部、標高約46ｍ前後に立地し、水田地となっていた。遺跡を覆っていた土は、

関東造盆地運動による地盤の沈下及び荒川の度重なる河川氾濫の影響で、およそ１～1.3ｍの厚さをもっ

ていた。

　次に、本遺跡を中心に櫛挽台地及び妻沼低地における歴史環境の一端を簡単に見ていきたいと思う。

　まず、縄文時代であるが、この時期の遺跡の発見は極めて少ない状況である。市の南部に位置する江

南台地を除き、櫛挽台地さらには妻沼低地にも発見例が少々ある。寺東遺跡では前期関山式土器が、三ヶ

尻遺跡内の林遺跡でも前期黒浜式期の集落が発見されおり、妻沼低地には石田遺跡も存在する。後期に

至っては、前述の寺東遺跡で称名寺式期の埋甕を伴う土坑等が発見されており、豊富な土器群が検出さ

れた入川遺跡や深町遺跡も知られる。一方、縄文時代晩期から弥生時代前半にかけての市内の発見例は

ほとんどなく、熊谷市内において本格的展開の知られる遺跡は、現段階では弥生時代中期まで待つこと

になる。須和田式期の再葬墓が１６基発見された横間栗遺跡、同じく須和田式期の壺が発見されている

三ヶ尻遺跡内の上古遺跡が知られている。地図には示していないが、北島遺跡・平戸遺跡・前中西遺跡

も同時期の遺跡として挙げられ、北島遺跡でも再葬墓や土壙墓群が前中西遺跡では再葬墓と方形周溝墓

の２タイプの葬送形態が発見されている。一方、同時期の集落・住居跡が検出されている遺跡としては

関下遺跡・飯塚南遺跡が存在する。後期には妻沼低地の各地に遺跡が見られ始め、弥藤吾新田遺跡など

が存在する。弥藤吾新田遺跡では南関東系の弥生町式土器が出土している。

　古墳時代に入ると、古墳は台地・自然堤防等の微高地に形成され、集落は台地ばかりでなく低地帯の

自然堤防上にも営まれるようになり、次第に遺跡数も増加傾向にある。前期では、妻沼低地に大きく遺

跡が展開している。横間栗遺跡・別府条里遺跡・一本木遺跡・中耕地遺跡・北島遺跡弥藤吾新田遺跡等

がある。横間栗遺跡では住居跡が３軒、北島遺跡では２１軒検出されており、北島遺跡さらに弥藤吾新

田遺跡等は比較的大規模な集落と推定されている。

　中期の様相は、他の時期と比べて不明な点が多いが、集落が大規模に展開していくのは中期後半以降

となるようである。北島遺跡・中条遺跡内の権現山遺跡・常光院東遺跡（後者２遺跡は地図未掲載）等

で遺構・遺物が検出されている。北島遺跡では住居跡から須恵器の�を模倣した土師器小型壺が、権現

山遺跡では出現期の竈をもつ住居跡が検出されている。また、集落内の祭祀は東川端遺跡に確認されて

いて、遺物が集中分布している谷にむかう斜面部で剣形の滑石製模造品が検出されている。また、古墳
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に目を向けると、数こそ少ないが、妻沼低地の福川の自然堤防に横塚山古墳が存在する。そして、後期

になると遺跡は爆発的な増加をみる。台地ばかりではなく自然堤防上にもさらに積極的に進出を図って

いったようである。集落は、古墳時代後期から奈良・平安時代へと継続して展開する大規模なものが市

内では目立つようになる。櫛挽台地及び新荒川扇状地上では、樋の上遺跡で古墳時代後期から平安時代

の住居跡が150軒以上検出され、このうち古墳時代後期のものは１４軒以上に上る。また現在では同遺

跡の一部となっている上辻・下辻遺跡でも後期から平安時代の住居が５０軒以上検出された。三ヶ尻遺

跡内の天王遺跡等でも後期の集落が検出されている。一方、妻沼低地の自然堤防上では、一本木前遺跡・

飯塚南遺跡・北島遺跡・小敷田遺跡等が存在する。一本木前遺跡では後期を中心に奈良・平安時代の住

居跡が４５０軒以上検出されており、当該期の祭祀跡も発見され、折り重なるように土師器杯等が出土

し、それとともに臼玉も出土している。

　一方、古墳を見てみると、群を形成して築造されているのがわかる。櫛挽台地上の別府古墳群・在家

古墳群・籠原裏古墳群・三ヶ尻古墳群、新荒川扇状地の玉井古墳群・広瀬古墳群・石原古墳群等が分布

する。これらは概ね６世紀から７世紀ないし８世紀初頭にかけて形成された古墳群である。別府古墳群

は、農夫の埴輪を出土している。籠原裏古墳群は川原石乱石積の胴張型横穴式石室を有する古墳群であ

るが、７世紀後半～８世紀初頭の築造と考えられる八角形の墳形をもつ古墳の存在が知られており、終

末期の古墳の様相において見流すことのできない発見である。三ヶ尻古墳群は、前方後円墳の二子山古

墳を盟主墳とする１００基以上の古墳で形成されている大古墳群であるが、現在でも６１基の所在が確

認されている（消滅・半壊を含める）。また、広瀬古墳群中の宮塚古墳は、上円下方墳という特異な墳

形を今に残し、熊谷市唯一の国指定史跡として知られている。

　古墳時代後半に自然堤防上の微高地に形成された集落の多くは、増減はするもの奈良・平安時代へと

継続されていく。奈良時代には、この地域も律令体制に組み込まれていき、別府条里遺跡等が見られる。

このころの中心的遺跡は櫛挽台地上に見られ、この地域には幡羅郡が設置され、台地上に「原郷」の地

名が残り、正倉館、厨家、曹司等が発見された幡羅郡家跡の幡羅遺跡、８世紀初頭創建の西別府廃寺、

湧泉祭祀跡・西別府祭祀遺跡が存在する。西別府廃寺は二度の発掘調査によって寺域を区画する大溝、

伽藍配置は不明であるが基壇建物跡、瓦溜まり状遺構等とともに軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦が大量に

出土し、瓦は８世紀初頭から９世紀後半のものまで確認されており、県内でも滑川町寺谷廃寺に次いで

最も古い建立の寺院の一つとして認識されている。また、その北西約200ｍの湯殿神社裏のかつて湧水

があった箇所には西別府祭祀遺跡が所在し、古墳時代後期から平安時代までの土師器・須恵器と共に古

墳時代後期の馬形・櫛型・勾玉形・有孔円板形・有線円板形・剣形等の滑石製模造品が約297点発見さ

れており、県内でも類例がほとんどない湧泉に対する祭祀の実態を考える上で貴重な遺跡である。西別

府廃寺は、幡羅郡家との関係を考慮に入れれば、幡羅郡の郡司が関わった郡寺的な機能を有することが

考えられるし、郡家成立以前の周辺の古墳群を形成した有力氏族との関係も想定できる。

　奈良・平安時代の集落遺跡としては、広瀬地区には本遺跡のほか在家遺跡・籠原裏遺跡・拾六間後遺

跡・飯塚南遺跡・新ケ谷戸遺跡・横塚遺跡・北島遺跡等がある。特に北島遺跡は７世紀から１２世紀の

大規模な集落で、多数の住居跡とともに大規模な掘立柱建物跡・道路状遺構・河川跡等など、興味深い

発見がされている。一本木前遺跡の１１世紀初頭の住居跡からは、瑞花鴛鴦八稜鏡が出土し、県内初の
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住居跡出土例として注目されている。

　平安時代末から中世になると、武蔵七党やその他の在地武士団の館跡が散在するようになる。別府城

跡・別府氏館跡・西別府館跡・玉井陣屋跡・奈良氏館跡・黒沢館跡・兵部裏屋敷等であるが、いずれの

館跡も実態は不明である。その中で残りの良いものの中に、本遺跡の北西に位置する別府城跡がある。

別府氏の居館で方形の敷地に土塁の一部と空堀をよく残している。また、三ヶ尻地区に所在する黒沢館

跡は、発掘調査によって、渡辺崋山が記した『訪瓺録』に残る「黒沢屋敷」の記載と調査成果が合致し

た貴重な例である。その北側に所在する樋の上遺跡でも、１５世紀～１６世紀の土壙・集石遺構ととも

に比較的深くコーナーをもつ溝跡が検出されており、館跡の一部である可能性が考えられている。なお、

中世以降の歴史的実態はまだまだ情報不足で、今後の調査成果によるところが多く、情報の蓄積に期待

するところであろう。

第１図　埼玉県の地形図
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Ⅲ　遺跡の概要

１　樋の上遺跡について

　樋の上遺跡の所在する三ヶ尻地区周辺はこれまで過去数回において、発掘調査を実施している。調査

が行われたのは、昭和５０年代が多く、その当時の「樋の上遺跡」の範囲は現在の遺跡範囲の北東隅の

埼玉県立熊谷西高等学校付近の遺跡とされていた。そのため、現在の樋の上遺跡の遺跡範囲には、その

当時に「上辻遺跡」、「下辻遺跡」、「三尻中学校校庭遺跡」などがあり、それらの調査を行った結果、地

形、遺構の時期や分布状況等などから考慮すると、これらの遺跡は同一ではないかとの見解があり、平

成１６年度に熊谷市教育委員会において埋蔵文化財包蔵地の見直しを行い、結果現在の遺跡範囲で統合

され「樋の上遺跡」として約465,600m2の広大な遺跡となっている。

樋の上遺跡発掘調査の概要

　以下既に刊行されている報告書を参考に概略を記述する。

・埼玉県立熊谷西高等学校敷地内発掘（第１次から６次調査）

　遺跡範囲の北東隅に所在する埼玉県立熊谷西高等学校では、校舎建設に伴い、合計６回にわたって「樋

の上遺跡」の発掘調査が行われている。

　第１次調査は高等学校開校に伴う仮校舎建設予定地で実施された。調査は昭和４９～昭和５０年で、

市教育委員会で設置した熊谷市樋の上遺跡調査会が調査主体者となった。

　検出された遺構は、古墳時代末から平安時代までの住居跡１７軒、中世の溝跡、ピット等であったが、

出土遺物も含め、資料はすべて火災により焼失し、詳細については明らかではない。

　第２次調査は校舎ＨＲ棟建設するために実施された。調査は昭和５０年で、市教育委員会が調査主体

者となった。検出された遺構は、古墳時代後期の住居跡８軒、奈良時代の住居跡８軒、平安時代の住居

跡１５軒、掘立柱建物跡１棟、ピット群、中世の溝跡４条、火葬跡３基である。遺物は土師器、須恵器、

土錘、砥石、石製紡錘車、瓦質土器、陶磁器、古銭等がある。

　第３次調査は、管理棟の建設のため実施された。調査は昭和５１年で、市教育委員会が調査主体者と

なった。検出された遺構は、古墳時代後期に住居跡３軒、奈良時代の住居跡６軒、中世の溝跡５条であ

る。出土遺物は土師器、須恵器、土錘、砥石、瓦質土器、磁器、古銭等である。

　第４次調査は、体育館建設に伴い実施された。調査は昭和５２年である。調査主体者は埼玉県教育委

員会及びさきたま資料館（現在の県立さきたま史跡の博物館）である。検出された遺構は、古墳時代後

期の住居跡３軒、平安時代の住居跡６軒、中世の溝跡１１条、土坑１４基である。検出された遺物は土

師器、須恵器、土師質土器、砥石、瓦質土器、磁器、古銭等が出土している。

　第５次調査は格技場建設に伴い実施された。調査は昭和５９年で、調査主体者は財団法人埼玉県埋蔵

文化財調査事業団である。検出された遺構は、奈良時代の住居跡２軒、平安時代の住居跡７軒、中世の

溝跡６条、火葬跡２基、土坑６基、集石遺構２基である。出土遺物は、土師器、須恵器、古銭等がある。

　第６次調査は、プール建設に伴い、実施された。調査は平成８年で、調査主体者は財団法人埼玉県埋
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蔵文化財調査事業団である。検出された遺構は、平安時代の住居跡２軒、中近世の溝跡６条、土坑１３

基、火葬跡２基、ピット群である。出土遺物は、縄文土器（前期）、石器、須恵器、灰釉陶器、陶器等

がある。

・県営ほ場整備事業・県道建設・三ヶ尻中学校・三ヶ尻幼稚園敷地内発掘（計６調査）

　県立熊谷西高等学校に接する東側では、県営ほ場整備事業に伴い、熊谷市教育委員会が「樋の上遺跡」

の発掘調査を実施している。調査は、昭和５８年から昭和５９年である。検出された遺構は、奈良・平

安時代の住居跡５軒、中世の溝跡５条、土坑１５基、集石遺構７基、火葬跡１１基である。出土遺物は、

土師器、須恵器、陶器、内耳土器、かわらけ、鉄製品、石臼、板碑、鉄滓等がある（熊谷市教育委員会

１９８５）。

　樋の上遺跡範囲中央付近では、「上辻遺跡」「下辻遺跡」の旧名称で発掘調査が計２回行われている。

　１つ目は県営ほ場整備事業に伴い、「上辻遺跡」、「下辻遺跡」両方で熊谷市教育委員会が発掘調査を

実施している。

　「上辻遺跡」の調査は、昭和５６年から昭和５７年に実施された。調査区は２区に分かれており、一

方で検出された遺構は奈良・平安時代の住居跡１９軒、溝跡２条、もう一方では古墳時代中期末の住居

跡１軒、奈良・平安時代の住居跡９軒、溝跡１条である。出土遺物は両区あわせて土師器、須恵器、土

錘、土製紡錘車、鉄滓、砥石、軽石、編物石、埴輪等がある。

　「下辻遺跡」の調査は、昭和５６年に実施された。調査区はトレンチ状を呈し、１Ｔから５Ｔまでに

分かれている。１Ｔで検出された遺構は、住居跡８軒、溝跡７条、ピット９基、２Ｔは住居跡３軒、溝

跡１条、ピット６基、３Ｔは住居跡４軒、溝跡２条、ピット３基、４Ｔは住居跡５軒、溝跡５条、ピッ

ト９基、５Ｔは住居跡１軒、溝跡３条、ピット５基である。合計すると住居跡２１軒、溝跡１８条、ピッ

ト３２基であり、住居跡はすべて奈良・平安時代に相当する。出土遺物は、土師器、須恵器、土錘、鉄

製鎌、鉄滓、砥石、軽石等がある（熊谷市教育委員会１９８４）。　

　２つ目は県道三ヶ尻新堀線建設に伴い、「下辻遺跡」で財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が発掘

調査を実施している。調査は、昭和６０年に実施され、検出された遺構は、奈良・平安時代の住居跡１

９軒、溝跡３条、近世の土坑多数、ピットである。出土遺物は、土師器、須恵器、土錘、土製紡錘車、

砥石、編物石、石製紡錘車、鉄鏃、鉄釘、鉄鎌、鉄鑿、刀子、かわらけ、内耳土器等である（財団法人

埼玉県埋蔵文化財調査事業団１９８７）。

　遺跡範囲南西部に位置する「三尻中学校校庭遺跡」では、校舎増築工事に伴い、熊谷市教育委員会が

発掘調査を実施している。調査は、昭和５５年から昭和５６年に実施され、検出された遺構は、奈良時

代の住居跡１０軒、平安時代の住居跡７軒、中世の溝跡２条、火葬跡１基、時期不明の土坑５基、ピッ

ト５９基である。出土遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、土錘、土製紡錘車、鉄製品、陶

器、板碑等である。

　遺跡範囲南西部に位置ずる三ヶ尻幼稚園では、幼稚園園舎建築に伴い、熊谷市教育委員会が発掘調査

を実施している。調査は平成２３年に実施され、検出された遺構は、奈良時代の住居跡１軒、同時代溝

跡１条、土坑２基、ピット４３基である。出土遺物は縄文土器、土師器、須恵器である。
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第２図　第３図掲載遺跡一覧

　なお、「上辻遺跡」、「下辻遺跡」はそれぞれ独立した遺跡であり、「三尻中学校校庭遺跡」は、樋の上

遺跡南西に位置する三ヶ尻遺跡に含まれていたが、平成１６年度の遺跡範囲修正により、それらを樋の

上遺跡に組み込まれたものである（熊谷市教育委員会２００２）。　

　以上、各調査の概要を列記した。これらの調査の結果、樋の上遺跡では、古墳時代中期末から近世ま

での遺構・遺物が検出されており、遺跡の主体となるであろう古墳時代後期から平安時代にかけては１

６０軒以上の住居跡やそれに伴った遺物が検出されており、集落が大規模で広範囲に営まれていたこと

が明らかとなっている。今回の調査においても、主体時期より若干時代を経た平安時代に位置し、住居

跡からさらに集落が北へ広がることがわかった。

　なお、今回の発掘調査の概要については、樋の上遺跡Ⅰ（２０１２樋の上遺跡）を参考とした。発掘

箇所などの詳細については、そちらを参照されたい。

 1 樋の上遺跡 21 稲荷木上遺跡 41 庚申塚遺跡 61 東方城跡

 2 寺東遺跡 22 下川原遺跡 42 松原遺跡 62 原遺跡

 3 別府氏館跡 23 奈良氏館跡 43 社裏北遺跡 63 明戸東遺跡

 4 別府城跡 24 天神下遺跡 44 社裏遺跡 64 新田裏遺跡

 5 別府条里遺跡 25 土用ケ谷戸遺跡 45 社裏南遺跡 65 新屋敷東遺跡

 4 石田遺跡 26 一本木前遺跡 46 城下遺跡 66 本郷前東遺跡

 7 関下遺跡 27 中耕地遺跡 47 高根遺跡 67 庁鼻和城跡

 8 横間栗遺跡 28 西通遺跡 48 天神前遺跡 68 上敷免遺跡

 9 根絡遺跡 29 東通遺跡 49 兵部裏屋敷跡 69 八日市遺跡

10 深町遺跡 30 横塚山古墳 50 御蔵場跡 70 八幡太郎館跡

11 入川遺跡 31 在家遺跡 51 弥藤吾新田遺跡 Ⅰ 別府古墳群

12 西別府館跡 32 籠原裏遺跡 52 道ケ谷戸遺跡 Ⅱ 在家古墳群

13 西方遺跡 33 拾六間後遺跡 53 飯塚遺跡 Ⅲ 籠原裏古墳群

14 西別府廃寺 34 東川端遺跡 54 飯塚南遺跡 Ⅳ 三ヶ尻古墳群

15 西別府祭祀遺跡 35 樋の上遺跡 55 清水上遺跡 Ⅴ 広瀬古墳群

16 原遺跡 36 東遺跡 56 前遺跡 Ⅵ 石原古墳群

17 玉井陣屋跡 37 黒沢館跡 57 居立遺跡 Ⅶ 上増田古墳群

18 新ケ谷戸遺跡 38 宮ケ谷戸堀ノ内遺跡 58 城北遺跡 Ⅷ 木の本古墳群

19 奈良東耕地遺跡 39 若松遺跡 59 柳町遺跡

20 水押下遺跡 40 三ヶ尻遺跡 60 砂田遺跡
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第３図　周辺遺跡分布図
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第４図　樋の上遺跡位置図
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第５図　樋の上遺跡全測図
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２　調査の方法

　発掘調査の方法は、１辺５ｍのグリッド方式を用いて行い、調査区全体を網羅できる様に、北西隅を

Ａ－１として東へＡ・Ｂ・Ｃ・・・、南へ１・２・３・・・とし、Ａラインは北から南へＡ－１・Ａ－

２・Ａ－３・・・と呼称した。Ｂライン以西もＡラインと同様に呼称し、グリッド設定を行った。

　発掘調査は、重機による遺構確認面までの表土剥ぎを行った後、先述のグリッド設定を行った。なお、

座標は世界測地系による国家方眼座標に基づく基準点測量による。調査区は既存道路の拡張に伴う調査

のため、東西方向におよそ300ｍ程度、幅約５ｍの東西に長い調査箇所である。よって調査箇所を区単

位で分割し、東から西への調査区をＡ区、Ｂ区、～Ｆ区と設定した。表土剥ぎ後は、人力による遺構確

認のための精査を実施し、確認された各遺構は各々手掘りを行った。原則として遺物は必要に応じて写

真撮影後、遺構ごとに一括して慎重に取り上げた。遺構は写真撮影した後、実測を行った。そして、最

後に遺構全体の写真撮影を行い、全測図の実測を行った。

３　検出された遺構と遺物

　本調査によって検出された遺構は、Ａ区～Ｆ区で合計して、竪穴式住居跡１６軒、掘立柱建物跡８軒、

河川跡１条、溝跡１０条、土坑６１基、火葬跡２基、性格不明遺構１４基、ピット多数であった。遺構

の分布状況を、全体を通じてみてみると、Ｃ、Ｄ区などの今回の調査範囲の中央部付近が遺構の密度が

濃く、Ａ区やＦ区などの端に進むにつて、遺構が希薄となっていく。住居跡からは、土師器や、須恵器

など以外にも灰釉陶器などが出土し、検出した河川跡で利用したのか、大量の土錘が出土した住居跡も

あった。

　また、掘立柱建物跡も検出されているが、検出がＤ区から以西であり、うち１軒は規模が大きい建物

跡と推定され、またＦ区の溝跡からは流れ込みとも考えられるが風字硯の出土もあった。それら以外に

も多く遺物は出土し、遺物の出土量はコンテナ２０箱分の出土量であった。
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第６図　Ａ区全測図
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第７図　Ｂ、Ｄ区全測図



― 16 ― ― 17 ―

第８図　Ｃ区全測図
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第９図　Ｅ区全測図
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第１０図　Ｆ区全測図
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第１１図　第１号住居跡（Ａ区）

Ⅳ　遺構と遺物

１　住居跡

　住居跡は、各調査区で総じて１６軒検出した。まずＡ区からは西側に２軒検出し、１軒からは、灰釉

陶器椀が確認できた。Ｂ区でも２件検出し、うち1軒は大半が調査区域外であるが、大量の土器を検出

できた。Ｃ区では、３軒の検出があり、うち２軒は規模が大きく、１軒はカマドが新旧２基検出された。

カマドの作り替えだと推定される。Ｄ区では２軒検出され、Ｅ区では４軒、うち１軒は建て替えによる

ものと思われ、住居跡が重複して検出している。Ｆ区では３軒検出され、これまで検出された住居跡よ

り時期が古いものであった。各調査区の多くの住居跡で確認されたカマドからは完形に近い甕などの遺

物が検出できた。

　以下住居跡ごとに詳細を記載する。

第１号住居跡（第１１・１２図）

　Ｔ－４グリッド（Ａ区）から検出した。第７号土坑、第２号性格不明遺構、第４１号ピットと重複関

係にあり、それらに掘り込まれていた。また南側の一部、カマド煙道部が試掘トレンチ内及び調査区域

外であった。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ2.58ｍ、短軸は3.56ｍを測り、主軸方向はカマドを通

るものとしてＮ－°４５－Ｅを指すと思われる。確認面からの深さは、0.22ｍであることが確認された。

床面はほぼ平坦であるが、礫により掘削に支障をきたしたが、覆土は基本層で２層しかなく、残存状況

は悪い。水平堆積であることから自然堆積で埋まったと推定される。カマドが検出され、住居のほぼ中

央部に位置している。残念ながら燃焼部は確認できず、落ち込みや、貯蔵穴のようなものはなかった。

　床面にはピット状の落ち込みが２基あり、いずれも柱跡だと思われる。

　出土遺物は土師器甕、台付甕、椀や須恵器杯、皿、壺、灰釉陶器、釘などある。坏に関しては須恵器

の割合が高く、土師器では甕がほとんどであった。須恵器坏は大体９世紀後半～末にかけての古相の様

相を呈し、灰釉陶器は９世紀後半のＫ９０窯式と考えられ、それ以外は９世紀末～１０世紀初ごろの時

期と推定される。時期にばらつきがみられるが、これらの遺物から本住居跡の主体時期は、９世紀末～

１０世紀初頭と考えられる。
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第１２図　第１号住居跡出土遺物（Ａ区）

第１表　第１号住居跡出土遺物観察表（Ａ区）

図版No 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
椀

(13.5) (4.5) (6.4) ＡＢＤＥＩＭ 浅黄橙10ＹＲ-8/3 Ｃ 40％ 外面ヨコナデ

2
須恵器
坏

(12.5) (3.3) - ＡＢＤ 灰白7.5Ｙ-7/1 Ａ 口縁部10％ 内外ヨコナデ 末野産

3
須恵器
坏

- (2.6) (7.6) ＡＢＤＥ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 底部～体部30％ 有段口縁坏（有段ほぼ消滅） 末野産

4
須恵器
皿

(12.6) (2.1) (4.8) ＡＤＩＪ 褐7.5ＹＲ-4/6 Ｂ 20％
底部周縁ヘラケズリ
台部欠損か？

末野産

5
須恵器
皿

(18.3) (2.3) - ＡＣＤＩ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部10％ 口縁部外反

6
灰釉陶器

皿
(14.0) (1.4) - Ａ 灰白7.5Ｙ　 Ａ 口縁部20％ 内外面とも全面釉

東海産
K90窯式

7
土師器
甕

(17.8) (7.8) - ＡＢＤＥＧＫ にぶい黄橙10ＹＲ-7/3 Ｂ 口縁部15％ 胴部外面横位ヘラケズリ

8
土師器
甕

(21.0) (6.5) - ＡＢＤＥＪＫ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｂ 口縁部15％ 胴部外面横位ヘラケズリ

9
土師器
台付甕

(18.0) (13.0) - ＡＣＧＩＪ 明黄褐10ＹＲ-6/6 Ｂ 25％ 胴部外面横位～斜位ヘラケズリ

10
土師器
甕

- (8.9) 4.5 ＡＢＤＥＩＭ 暗赤褐5ＹＲ-3/2 Ｂ 底部～胴部70％ 胴部外面斜位ヘラケズリ

11
土師器
甕

- (10.3) (3.6) ＡＢＤＥＧＫＭ にぶい黄褐10ＹＲ-4/3 Ｂ 胴部破片 胴部外面斜位ヘラケズリ

12
土師器

小型台付甕
(14.1) (12.4) 8.4 ＡＣＧＩＪ 黄褐10ＹＲ-5/6 Ｂ 50％

口縁部ヨコナデ
胴部外面横位～斜位ヘラケズリ

13 鉄釘 最大長　(5.0)　最大幅　(1.4)　最大厚　(1.0)　重さ　5.6ｇ

14
須恵器
壺

- - - ＡＥ
灰Ｎ5/
灰褐5ＹＲ-5/2

Ｂ 胴部片

13は１／２スケール
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第１３図　第２号住居跡（Ａ区）

第２号住居跡（第１３・１４図）

　Ｔ－４．５グリッド（Ａ区）から検出した。他の遺構との重複関係があり第５０号ピットが住居跡の

一部を掘り込んでいた。なお、北側は試掘トレンチにより掘り込まれている。一部が調査区域外であり、

カマド部分は試掘時の掘削により消滅したものと思われる。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ2.45ｍ、短軸は3.90ｍを測り、主軸方向はカマドの検

出はないが、第１号住居跡と同様に北東方向を指すものと推測される。確認面からの深さは最大で0.3

ｍであった。床面はいくらかの凹凸がみられるが全体的に平坦であり、住居の北西部では窪みが確認さ

れた。これはカマド手前の燃焼部への落ち込み部分と考えられ、基本土層は３層から４層であり、カマ

ド手前部分と思われる部分ではいくらか複雑な土層断面である。礫や砂質土が多く検出され、第８層に

ついては過去の河川による氾濫土と思われる覆土と思われ、このことから河川の氾濫により埋まったと

想定できる。燃焼部手前と思われる落ち込みは長方形の形をした土坑状となっており、床面から0.16ｍ

の深さを持つ。それ以外は、ピットが４基確認され、うち北北東隅の１基については柱穴跡と考えられ

る。

　出土遺物では土師器甕、須恵器椀、灰釉陶器椀などである。土師器、須恵器ともに坏の出土がない点

が特徴的である。また椀と甕で時期に隔たりがあり、灰釉陶器椀はツケガケであり、口縁部が外反して

いない点などから考えて、Ｈ７２窯式に比類できると推定されることから、１０世紀後半とし、須恵器

椀も９世紀末～１０世紀と考えられる。また、それ以外の甕については口縁部が「く」の字状であるこ

とから、大体８世紀中頃から後半に比類できる。先述した椀はどちらも第７、８層中からの出土である

ことから氾濫時の流れ込みと考えることができることから、この住居の時期は、８世紀中頃～後半と思

われ、ほかの住居に比べて早い時期の住居跡と考えられる。
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第１４図　第２号住居跡出土遺物（Ａ区）

10は１／２スケール
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第１５図　第３号住居跡（Ｂ区）

第２表　第２号住居跡出土遺物観察表（Ａ区）

第３号住居跡（第１５・１６図）

　Ｒ－７グリッド（Ｂ区）から検出した。他の遺構との重複関係はなく、大半が調査区域外であった。

住居の角隅部分だろうと思われる。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ2.74ｍ、短軸は0.55ｍを測る。確認面からの深さは最

大で0.4ｍであった。床面の確認は確認面付近に礫が多く、苦労を強いられ、ほぼ平坦であるが多くの

角礫や小ぶりの礫が床面に確認できた。覆土は東側から徐々に埋まっており、ほぼレンズ状に堆積して

いたことから自然堆積と想定されるが、一部については過去の河川による氾濫土と想定できる覆土を確

認できた。床面には多量の遺物が散乱した状態で検出でき、１m2あたりでの遺物の出土量は他の住居跡

と比較して一番である。完形のものも出土しており、土師器坏、甕、須恵器坏、土師質土器椀などが主

体であった。土師器坏はすべてロクロ土器であり、須恵器は末野産であった。これらのことからこの住

居跡の時期は９世紀後半～１０世紀初めと思われる。また図示できない出土品の大半は坏であり、場合

によれば、土器廃棄遺構としての性格の可能性も考えることができる。

図版No 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
須恵器
椀

(12.6) 4.7 6.7 ＡＢＩＮ 浅黄2.5Ｙ-7/3 Ｃ 60％ 有段陵線複数 末野産

2
灰釉陶器

椀
(17.9) 6.2 8.7 ＡＢＮ 灰白7.5Ｙ-8/1 Ａ 45％

内外面ツケガケ
外面、内面ともヨコナデ
三角高台

東海産
Ｈ72窯式

4
土師器
甕

(21.8) (10.4) - ＡＥＫ 明黄褐10ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部40％
口縁部外面指頭圧痕
胴部外面ヘラケズリ
内面ヘラナデ痕

3
土師器
甕

(15.6) (11.1) - ＡＢＤＧ
外：灰黄褐10ＹＲ-5/2
内：にぶい黄橙10ＹＲ-
6/4

Ｂ 口縁部～胴部30％
台付か？　口縁部ヨコナデ
胴部上ヘラケズリ（ヨコ）
胴部下ヘラケズリ（タテ）

5
土師器
甕

(21.8) (11.2) - ＡＢＤＥＩＭ にぶい橙7.5ＹＲ-7/3 Ｂ 口縁部20％

口縁部ヨコナデ
外面指頭圧痕
胴部上ヘラケズリ（ヨコ）
胴部下ヘラケズリ（ナナメ）

6
土師器
甕

(21.4) (9.6) - ＡＢＤＥＧＨＫＮ 橙7.5ＹＲ-7/6 Ｂ 口縁部12％
口縁部ヨコナデ
胴部ヘラケズリ（ヨコ）

7
土師器
甕

(19.8) (7.7) - ＡＢＤＥＧＨＫ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｂ 口縁部15％

8
須恵器
甕

- - - ＡＢＮ
外：灰Ｎ4/
内：灰5Ｙ-6/1

Ａ 破片 外面一部平行叩き目

9 すり石 最大長　4.8　最大幅　4.4　最大厚　4.8　重さ　113ｇ

10 鉄角釘 最大長　5.3　最大幅　（0.6）　最大厚　（0.5）　重さ　7.2ｇ 頭部・先端部欠損
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第１６図　第３号住居跡出土遺物（Ｂ区）

第３表　第３号住居跡出土遺物観察表（Ｂ区）

図版No 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
坏

13.2 3.6 6.5 ＡＢＤＥＨＩＮ にぶい橙5ＹＲ-6/4 Ｂ 80％ 口縁部やや外反
回転ナデ　底部回転糸切り

2
土師器
坏

- (1.8) (6.0) ＡＤＥＩＮ 褐灰5ＹＲ-6/1 Ｂ 底部30％
底部回転ヘラケズリ

3
須恵器
坏

12.9 4.3 5.7 ＡＬ 灰白10Ｙ-7/1 Ｂ 完形
回転ナデ
底部調整不明
ややナデ方向斜位

末野産

4
須恵器
坏

- (3.1) (6.2) ＡＦＬＮ 灰5Ｙ-5/1 Ａ 底部20％
回転ナデ
底部回転ヘラケズリ

末野産

5
土師器
甕

(21.0) (6.0) - ＡＥＧＩ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部20％
口縁部外面指頭圧痕
頸部外面横位ヘラケズリ
胴部外面斜位ヘラケズリ

6
土師器
甕

(19.5) (10.3) - ＡＢＥＩ 明赤褐5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部30％
口縁部やや「コ」の字状
頸部外面指頭圧痕
胴部外面横位ヘラケズリ

第１７図　第４号住居跡（Ｂ区）

第４号住居跡（第１７・１８・１９図）

　Ｑ－７グリッド（Ｂ区）から検出した。第８１号ピット及び攪乱によって重複関係があり、それらに

掘り込まれていた。なおカマド等を含めた、住居北側は調査区域外であると推定される。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ1.92ｍ、短軸は3.85ｍを測り、主軸方向はカマドの検

出はないが、他の住居跡と同様に北東方向を指すものと推測される。確認面からの深さは最大で0.63ｍ

であり、住居跡としては残存状態がよいものであった。床面は若干の凹凸があったものの、ほぼ平坦で
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第１８図　第４号住居跡出土遺物（Ｂ区）
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第１９図　第４号住居跡出土遺物（Ｂ区）
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あり、底部付近にはいくらか礫が混じっていた。基本土層は全部で４層からなり、いずれも水平堆積で

あることから、自然堆積と断定できる。底部付近の２層からは土器片とともに炭化物が混ざった状態の

砂質土が確認された。

　床面からは落ち込みやピット、柱穴跡の検出はなく、遺物が全面に広がった状態で検出され、それら

出土遺物は土師器坏、甕、台付甕、須恵器坏、椀、甕、長頸瓶、土師質土器椀がある。一部用途不明の

石があり、表裏とも多量にススが付着しており、カマドなどでの利用された可能性がある。また、やや

時代が古い東海産と考えられる須恵器長頸瓶を除き、ほぼすべてが末野産の須恵器であった。さらに、

土師器甕については、いずれも口縁部が「コ」の字状の様相である。それらのことから、この住居跡の

時期は、９世紀後半～１０世紀初めと思われる。

第４表　第４号住居跡出土遺物観察表（Ｂ区）

図版No 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
坏

12.7 3.6 - ＡＢＤＥ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 80％
底部外面ヘラケズリ
体部外面指頭圧痕

2
須恵器
椀

(13.2) 3.7 - ＡＢＤＥＮ 青灰5ＰＢ-5/1 Ｂ 20％
回転ナデ
口縁部やや外反
底部回転糸切り

末野産

3
須恵器
椀

(13.7) (4.5) - ＡＢＧＩＮ 褐灰10ＹＲ-5/1 Ｂ 20％ 口縁部やや外反 末野産

4
須恵器
坏

- (2.2) (5.5) ＡＤＩＬＮ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｃ 底部30％
回転ナデ
底部回転周縁ヘラケズリ

末野産

5
須恵器
坏

- (2.6) 6.5 ＡＢＤＧＮ
外：黄褐2.5Ｙ-5/3
内：黄灰2.5Ｙ-6/1

Ｂ 底部70％ 底部回転糸切り 末野産

6
須恵器
坏

- (1.3) 6.5 ＡＢＩＮ 灰5Ｙ-5/1 Ａ 底部50％ 底部回転糸切り

7
土師質土器

椀
(14.6) (4.8) - ＡＢＤＥＩＮ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 台部欠損

底部台部接続部分ヘラケズリ

8
須恵器
椀

- (5.4) (7.1) ＡＢＮ 灰白5Ｙ-7/2 Ａ 台部30％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

9
須恵器
椀

- (2.0) (6.9) ＡＢＮ 灰白5Ｙ-7/2 Ａ 台部50％ 回転ナデ 末野産？

10
須恵器
椀

- (1.9) (8.4) ＡＢＤＥＮ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 底部40％
回転ナデ
底部回転糸切り

11
須恵器
坏

(15.6) 2.5 (7.7) ＡＢＣＥＬＮ 褐7.5ＹＲ-4/3 Ｃ 20％
口縁部やや外反
回転ナデ
底部回転ヘラケズリ

末野産

12
土師器
甕

(19.4) (5.6) - ＡＢＪＭ 赤褐5ＹＲ-4/6 Ｂ 口縁部20％
口縁部「コ」の字状
口縁部外面指頭圧痕
胴部外面ヘラケズリ

13
土師器
甕

頸径
（15.0）

(3.0) - ＡＢＣＪ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部破片
口縁部「コ」の字状
胴部外面ヘラケズリ

14
須恵器
長頸瓶

(25.4) (5.3) - ＡＢＤＥＭＮ にぶい橙7.5ＴＲ-7/4 Ｂ 口縁部20％ 口縁部外面ヘラガキ沈線 東海産？

15
須恵器
甕

(60.0) (10.7) - ＢＤＥＨＬ 灰Ｎ-5/ Ｂ 口縁部20％ 口縁部外面ヘラガキ沈線 末野産

16
須恵器
甕

(54.0) (16.1) - ＡＢＮ
外：灰Ｎ-5/
内：灰10ＹＲ-4/1

Ｂ 口縁部～肩部10％
肩部外面自然釉付着
内面指頭圧痕

東海産？

17
須恵器
甕

- (12.5) - ＡＢＮ 灰Ｎ-5/0 Ａ 頸部～肩部20％
口縁部外面ヘラケズリ
胴部外面平行叩き目
口縁部内面粘土紐積上痕

末野産

18
土師器
台付甕

- (4.4) - ＡＢＥＩＪ
外：灰褐7.5ＹＲ-4/2
内：橙2.5ＹＲ-6/6

Ｂ 胴部～底部60％
胴部外面ヘラケズリ
胴部内面指頭圧痕

19
須恵器
甕

- (6.7) - ＡＩＮ 灰Ｎ4/ Ｂ 肩部破片 回転ナデ 末野産

20
須恵器
甕

- (4.5) (17.0) ＡＢＨＮ 灰Ｎ-5/ Ｂ 底部20％
底部外面ヘラケズリ
胴部外面指頭圧痕

21
須恵器
甕

- - - ＡＢＨ
外：灰Ｎ6/
内：青灰5ＰＢ-6/1

Ｂ 肩部破片
胴部外面平行叩き目（擬斜格子）
内面同心円状当て具痕

産地不明

22
須恵器
甕

- - - ＡＢＥＮ
外：灰7.5Ｙ-5/1
内：灰白2.5Ｙ-7/1

Ａ 肩部破片 肩部外面平行叩き目 末野産？

23
須恵器
甕

- - - ＡＢＤＮ 灰Ｎ5/ Ｂ 胴部破片
胴部外面平行叩き目
胴部内面同心円状当て具痕

末野産

24
須恵器
甕

- - - ＡＢＮ
外：灰5Ｙ-4/1
内：灰白2.5Ｙ-7/1

Ａ 胴部破片
胴部外面平行叩き目
外面自然釉付着

末野産

25 用途不明石 最大長　21.4　最大幅　14.4　最大厚　4.8　重さ　2200ｇ ２面とも多量のススが付着 砂岩

26 打製石斧 最大長　18.6　最大幅　6.9　最大厚　3.0　重さ　570ｇ 先端部及び後部に欠損 砂岩
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第２０図　第５号住居跡（Ｃ区）
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第５号住居跡（第２０・２１図）

　Ｎ－１０.１１グリッド（Ｃ区）から検出した。多数の遺構との重複関係があり、第２３号土坑、第

１２３～１２５号ピット、第８号性格不明遺構が住居跡を掘り込み、第７号性格不明遺構が本住居跡に

掘り込まれていた。なお一部が調査区域外であった。

　長軸がおよそ5.55ｍ、検出短軸は3.65ｍを測り、他の住居跡と比較すると、規模が大きい。主軸方向

はカマドを通るものとしてＮ－°７０－Ｅを指し、東向きのカマドであった。確認面からの深さは最大

で0.27ｍであった。床面はほぼ平坦であるが、カマドがある東に向かってやや傾斜があった。

　カマドは２箇所検出され、住居跡を主軸方向から見て、南が当初利用していたカマドで、その後北の

カマドへと作り替えたものと思われる。どちらのカマドも住居跡の東隅に位置していると考えられる。

また両方のカマドからは燃焼部が検出でき、粘土で構築されたカマドのそでの一部が残存して、確認さ

れた。燃焼部からは、甕片が数点検出でたが、図示できるようなものではない。南側のカマドは観察す

ると全部で５層の層序で構成されており、うち第１層は0.18ｍに渡って灰オリーブとにぶい黄ブロック

が混ざった状態であることから、人工的に埋めたことが分かる。それ以降の覆土には炭化物と共に焼土

が多く含まれていた。北側のカマドはいたって自然な堆積で、５層に渡る堆積で、焼土と炭化物を含む

覆土が重なり、底部は灰オリーブの粘質土が確認できた。煙道部はどちらも検出され、南側のカマドは

およそ２０°の傾斜で立上っていく。また北側のカマドでは燃焼部を経て、いったん６０°の傾斜で立

ち上り、そこから水平状に煙道部が検出されている。

第２１図　第５号住居跡出土遺物（Ｃ区）

15、16は１／２スケール
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　床面からは複数のピットが確認でき、土層観察からいずれも柱穴跡と思われるが、このうち疑問とな

るのが、南側のカマドに重複する柱穴跡の存在である。土層断面の観察により、この柱穴跡はカマド構

築時より前に掘られている。そのため、ここに柱跡があることが不自然になる。ここでＣ－Ｃ′を確認

すると柱穴跡の３基が一直線となり、かつ２間分等間隔で並ぶことから、掘立柱建物跡が当初あり、そ

の上にこの住居跡が建てられたと考えることができる。他の柱穴は住居跡に削平されたか、調査区域外

と推定できる。

　出土遺物はで図示可能なものは土師器坏、甕、須恵器坏、椀、蓋、土錘がそれぞれ検出されている。

須恵器はほぼ末野産で、土師器坏には暗文が確認で切るものもあった。器種の特徴などから判断すると、

この住居跡の時期は先の住居跡よりやや早い、９世紀初め～中ごろ、もしくは後半と思われる。一部に

は８世紀代に含めて良いものも確認されたが、流れ込みと判断した。

第６号住居跡（第２４図）

　Ｍ－１２グリッド（Ｃ区）から検出した。第１２６号ピットと重複関係にあり、住居跡の一部を掘り

込んでいた。なお、カマド部分は検出されず、調査区域外に位置していると想定される。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ2.00ｍ、短軸は3.88ｍを測り、この住居もカマド検出

はないが、他と同様に主軸方向は北東を指すと思われる。確認面からの深さは、0.22ｍであることが確

認された。調査区域外の壁面から土層観察を行いたかったが、残念ながら崩落の危険性があったため断

念した。床面はほぼ平坦であるが東に向かってやや傾斜がある。覆土は基本層で３層からなる。自然堆

積で水平に堆積があったようで、底部の第３層は粘質の氾濫土と考えられることから、河川の氾濫によ

りこの住居は居住不可能となったと判断できる。床面からはピット状の落ち込みが確認できたが、柱穴

跡か判断はできなかった。

　出土遺物としては、土師器、須恵器片が出土したが、残念ながら図示できるものはなかった。

第５表　第５号住居跡出土遺物観察表（Ｂ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
杯

(13.0) (2.4) - ＡＢＩ 明赤褐2.5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部20％
内面放射線状暗文
体部外面ヘラケズリ

2
土師器
杯

(13.0) (2.5) - ＡＢＣＩ 橙5ＹＲ-6/8 Ｂ 口縁部20％
内面放射線状暗文
体部外面ヘラケズリ
体部やや丸み

3
須恵器
杯

12.0 3.7 5.6 ＢＤＨＩＮ 灰白10ＹＲ-7/1 Ｂ 90％
回転ナデ
厚手、底部回転糸切り

末野産

4
須恵器
杯

(12.0) (3.3) - ＢＤＨＮ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部30％
やや自然釉付着、火襷
回転ナデ、やや浅身

末野産

5
須恵器
杯

(12.0) (3.3) - ＤＨＮ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部20％
やや自然釉付着
回転ナデ、やや浅身

末野産

6
須恵器
杯

(12.6) (3.3) - ＡＤＧＨＮ 暗灰黄2.5Ｙ-5/2 Ｂ 口縁部20％ 回転ナデ、体部直線的 末野産

7
須恵器
杯

(12.4) (3.1) - ＡＤＨＬＮ 褐灰7.5ＹＲ-6/1 Ｂ 口縁部20％ 回転ナデ、体部直線的 末野産

8
須恵器
杯

(11.8) (3.6) - ＡＢＤＦＮ 灰黄褐10ＹＲ-6/2 Ｂ 口縁部20％ 回転ナデ、体部直線的 末野産？

9
須恵器
杯

- (2.1) 6.2 ＡＤＨＮ 灰５Ｙ-6/1 Ｂ 底部片
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

10
須恵器
杯

- (1.3) 6.0 ＡＢＤＧＮ 灰7.5Ｙ-6/1 Ａ 底部片
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

11
須恵器
杯

- (1.1) (6.7) ＡＩＮ 灰Ｎ-5/0 Ｂ 底部50％ 厚手、底部回転糸切り 末野産

12
須恵器
椀

16.3 6.8 8.2 ＡＢＥＧＮ 青灰10ＢＧ-6/1 Ａ 80％
回転ナデ、胴部ゆったりと丸み
底部回転周縁ヘラケズリ

末野産

13
須恵器
蓋

16.9 4.1 3.0 ＡＢＧＮ 灰白5Ｙ-7/1 Ｂ 90％ 蓋の形状を 末野産

14
土師器
甕

(24.2) (4.2) - ＡＢＤＥＧＩＫＮ 橙7.55ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部20％
口縁部やや「く」の字状
胴部直線的に落ちる

15 土錘 最大長　（9.5）　最大幅　3.0　孔径　0.55　重さ　70.3ｇ
土師質
およそ1/3欠損

16 土錘 最大長　7.3　最大幅　2.2　孔径　0.5　重さ　28.8ｇ 土師質



― 30 ― ― 31 ―

第２２図　第６号住居跡（Ｃ区）

第７号住居跡（第２３・２４・２５・２６図）

　Ｌ－１３、Ｍ－１３グリッド（Ｃ区）から検出した。複数の遺構と重複関係にあり、第３０号土坑、

第１５０、１５１号ピットらに掘り込まれ、第２９号土坑を掘り込んでいた。なおカマド煙道部の一部

や、住居南側の一部が調査区域外であった。なお他の住居跡と比較して、この住居は規模が大きい。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ4.00ｍ、短軸は6.25ｍを測り、主軸方向はカマドを通

るものとしてＮ－４０°－Ｅを指す。確認面からの深さは最大で0.33ｍであった。床面はほぼ平坦であ

るが、カマド手前では窪みが確認された。

　覆土は基本土層からおよそ２～３層渡って堆積していると想定されるが堆積状況が複雑で確証は得ら

れない。堆積する覆土は主に砂質土がほとんどで、カマド手前の土坑状の落ち込みの覆土は黄灰色の粘

質土で埋設されていた。不自然な堆積箇所もあるが、自然堆積により埋まったものとと推定される。

　カマド部分は燃焼部と煙道部の一部が検出でき、粘土で構築された側面の一部が残存して、左手には

そでの一部が残存していた。燃焼部は落ち込みが確認でき、確認面からおよそ12cm程度の落差があった。

煙道部は１０°の傾斜で立上っており、そのまま立上っていくものと推定される。土層断面を観察する

と底部が構築時の粘土であり、それ以外は焼土が混入する砂質土であった。また、カマドの右手前には

焼土と共に炭化物を多く含んだ床面が広がっており、床面でも何らかの焔硝があった形跡と考えられる。

住居内にはピットが５基確認され、それらの間隔と覆土から柱穴跡と想定できる。さらに、住居の東西

壁手前には壁溝があり、双方とも20～30cm程度の幅をもった形で掘られていた。

　出土遺物は土師器坏、甕、台付甕、甑、須恵器坏、皿、椀、蓋、長頸壺、灰釉陶器椀、多量の土錘が

出土した。大体が、８世紀～９世紀代の遺物と考えられるが、一部土師器坏などで模倣杯などのやや古

相の土器も含まれ、また、灰釉陶器などは１０世紀としてもおかしくないだろうものも出土している。

土錘から漁労を営んでいたことが窺い知ることができる。覆土中からの出土という点から流れ込みの一

部と考えられ、これらの遺物からこの住居跡の主体的な時期は、８世紀中ごろ～９世紀初めと推定され

る。よって他の住居跡と比較して、この住居跡はやや時代が古いと思われる。
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第２３図　第７号住居跡（Ｃ区）
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第２４図　第７号住居跡出土遺物（Ｃ区）
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第２５図　第７号住居跡出土遺物（Ｃ区）
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第２６図　第７号住居跡出土遺物（Ｃ区）

第６表　第７号住居跡出土遺物観察表（Ｃ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
杯

(11.2) (3.1) - ＡＢＫＮ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 20％ 口縁部内湾　体部外面ヘラケズリ

2
土師器
杯

(11.5) (3.1) - ＡＢＩＪ にぶい橙7.5ＹＲ-7/3 Ｂ 40％
口縁部やや内湾　内面スス付着　胴
部外面ヘラケズリ

3
土師器
坏

(12.5) (3.0) - ＡＢＩＪ 明黄褐10ＹＲ-7/6 Ｂ 20％
口縁部やや内湾
平底

4
土師器
杯

(11.4) (2.8) - ＡＢＧＮ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 20％
体部内面指頭圧痕
消耗著しい、浅身

5
土師器
杯

(12.7) (3.4) - ＡＢＪＭ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｂ 20％
体部外面ヘラケズリ
深身、体部丸み

6
土師器
杯

(12.5) 3.5 - ＡＢＩ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 50％
体部やや丸み、深身
体部外面ヘラケズリ（摩耗有）

7
土師器
杯

(12.8) 3.0 - ＡＢＤＩＪ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 60％ 口縁部直立、体部外面ヘラケズリ

8
土師器
杯

(13.2) (2.3) - ＡＢＥＮ 明赤褐2.5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部20％
口縁部ヨコナデ　口縁部直立
体部外面ヘラケズリ

9
土師器
杯

(11.8) (2.8) - ＡＢＩ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部30％
口縁部緩やかに内湾
浅身、平底、体部外面指頭圧痕、体
部外面ヘラケズリ
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第６表　第７号住居跡出土遺物観察表（Ｃ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

10
土師器
杯

- - - ＡＢＮ 橙5ＹＲ-6/6 - 破片 内面放射線状暗文

11
須恵器
杯

(14.0) (3.7) - ＤＨＮ 灰7.5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部10％ 回転ナデ

12
須恵器
杯

(11.2) (2.9) - ＡＢＥＮ 灰白2.5Ｙ-8/2 Ｂ 口縁部20％ 回転ナデ 末野産

13
須恵器
杯

(13.0) (2.5) - ＤＦＨ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部10％ 口縁部外反 南比企産

14
須恵器
坏

- (26.0) (7.2) ＡＢＤ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ｂ 底部30％
回転ナデ、厚手
底部回転糸切り

南比企
産？

15
須恵器
坏

- (1.6) (9.8) ＡＢＤＦ 灰5Ｙ-6/1 Ａ 底部40％
回転ナデ
やや大振り　平底
底部回転糸切り

南比企産

16
須恵器
杯

- (1.5) 6.0 ＡＢＦＩＮ 灰黄褐10ＹＲ-6/2 Ｂ 底部片
回転ナデ
底部回転糸切り

17
須恵器
坏

- (1.7) (6.0) ＡＢＤＥＩＮ にぶい赤褐5ＹＲ-5/3 Ｂ 底部40％
回転ナデ、厚手
底部回転糸切り

18
須恵器
坏

- (1.1) (6.2) ＡＢＤＦ 灰白5Ｙ-7/1 Ｂ 底部60％
回転ナデ
底部厚手
底部回転糸切り

南比企産

19
須恵器
杯

- (1.3) (5.6) ＢＤＦＨＮ 黄褐2.5Ｙ-6/1 Ｂ 底部70％
回転ナデ
底部回転糸切り

南比企産

20
須恵器
杯

- (2.3) (6.0) ＣＥＨＮ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ｂ 底部30％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

21
須恵器
椀

- (2.3) (8.0) ＢＤＧＨＩＬ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ｂ 底部20％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

22
須恵器
皿

(18.0) 3.2 (9.5) ＡＢＮ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 30％
外面体部火襷
厚手・回転ナデ
底部回転周縁ヘラケズリ

末野産
蓋とも考
えれる

23
須恵器
蓋

- (1.8) (3.0) ＤＥＦＨＮ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 蓋20％ つまみは内窪み 末野産

24
須恵器
蓋

(14.0) (1.3) - ＡＢ 灰白5Ｙ-8/1 Ａ 口縁部20％
回転ナデ
内面返し

末野産

25
須恵器
蓋

(20.0) (2.0) - ＡＢ 灰7.5Ｙ-5/1 Ａ 蓋30％
内面返し
回転ナデ

末野産

26
土師器
甕

(26.0) (6.2) - ＡＢＣＩＪ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部30％
口縁部大きく外反
「く」の字状　胴部外面指頭圧痕　胴
部外面横位ヘラケズリ

27
土師器
甕

(22.3) (5.7) - ＡＢＩＫ 橙5ＹＲ-7/8 Ｂ 口縁部30％
口縁部大きく外反
「く」の字状　粘土紐積上痕
胴部外面横位ヘラケズリ

28
土師器
甕

(19.0) (9.5) - ＡＢＤＩＪ 黄灰2.5Ｙ-5/1 Ｃ 口縁部～肩部30％
口縁部外反　「コ」の字状
胴部外面横位ヘラケズリ

29
土師器
甕

(18.0) (11.5) - ＡＢＨＩ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部～胴部30％
胴部内面圧痕　摩耗著しい
やや「コ」の字状

30
土師器
台付甕

(14.0) (14.3) - ＡＢＪＮ 明赤褐2.5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部30％
口縁部粘土紐積上痕
口縁部～口辺部外面指頭圧痕
胴部外面横位ヘラケズリ

31
土師器
台付甕

- (5.5) (10.6) ＡＢＥＩＮ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 台部～底部片 台部先端ふくらむ

32
土師器
甑

(24.0) (6.2) - ＡＢＩＪ 赤褐5ＹＲ-4/6 Ｂ 口縁部30％
口縁部外面ヨコナデ
胴部外面斜位ヘラケズリ

33
須恵器
長頸壺

（首径）
4.6

(5.4) - ＡＢＮ 灰10Ｙ-6/1 Ａ 頸部片
内面自然釉付着
内面指頭圧痕
口縁部と頸部接着痕

34
灰釉陶器

椀
(12.6) (2.0) - ＢＣＧＨＮ 褐灰10ＹＲ-6/1 Ｂ 口縁部20％

口縁部先端釉薬付着
回転ナデ

東海産

35
須恵器
甕

- - - ＡＢＧＬＮ 灰5Ｙ-6/1 Ａ 胴部破片
外面自然釉わずかに付着
内面ヘラケズリ及び当て具痕

末野産

36
須恵器
甕

- - -
外：オリーブ黒5Ｙ-2/2
内：灰7.5Ｙ-6/1

Ａ 胴部破片
外面自然釉わずかに付着
外面粘土紐積上げ痕

末野産

37
須恵器
甕

- - - ＡＢＥＧＬＮ 灰Ｎ-5/0 Ａ 胴部破片 胴部外面平行叩き目（重ね） 末野産

38 土錘 最大長　4.3　最大幅　1.1　孔径　0.25　重さ　5.0ｇ 完形　土師質

39 土錘 最大長　4.4　最大幅　1.2　孔径　0.3　重さ　6.0ｇ 完形　土師質

40 土錘 最大長　4.3　最大幅　1.2　孔径　0.3　重さ　6.0ｇ 完形　土師質

41 土錘 最大長　4.9　最大幅　1.2　孔径　0.4　重さ　5.4ｇ 完形　土師質

42 土錘 最大長　4.7　最大幅　1.0　孔径　0.4　重さ　5.2ｇ 一部欠損　土師質

43 土錘 最大長　5.2　最大幅　1.0　孔径　0.3　重さ　5.4ｇ 完形　土師質

44 土錘 最大長　4.9　最大幅　1.0　孔径　0.35　重さ　4.6ｇ 完形　土師質

45 土錘 最大長　(5.4)　最大幅　1.5　孔径　0.4　重さ　12.0ｇ 一部欠損　　土師質

46 土錘 最大長　(5.1)　最大幅　1.1　孔径　0.4　重さ　6.0ｇ 一部欠損　土師質

47 土錘 最大長　(3.8)　最大幅　1.0　孔径　0.3　重さ　3.0ｇ 完形　土師質

48 土錘 最大長　(4.5)　最大幅　1.5　孔径　0.3　重さ　8.9ｇ 一部欠損　土師質

49 土錘 最大長　(4.1)　最大幅　1.1　孔径　0.3　重さ　4.0ｇ 一部欠損　土師質

50 土錘 最大長　(3.9)　最大幅　1.0　孔径　0.35　重さ　4.0ｇ 一部欠損　土師質

51 土錘 最大長　(3.5)　最大幅　0.95　孔径　0.3　重さ　3.0ｇ 一部欠損　土師質

52 土錘 最大長　(4.2)　最大幅　1.0　孔径　0.3　重さ　3.1ｇ 完形　土師質

53 土錘 最大長　(3.7)　最大幅　0.85　孔径　0.3　重さ　3.0ｇ 一部欠損　土師質
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第２７図　第８号住居跡（Ｄ区）

第８号住居跡（第２７・２８図）

　Ｋ－１５グリッド（Ｄ区）から検出した。他の遺構と重複関係にあり、第１５４号ピット、第９性格

不明遺構に掘り込まれ、第３２号土坑、第１０号性格不明遺構を掘り込んでいた。なお、大部分は調査

区域外であり、どのように展開は不明である。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ2.00ｍ、短軸は4.12ｍを測り、主軸方向はカマドの検

出はないが、これまでの住居跡と同様に北東方向を指すものと推測される。確認面からの深さは最大で

0.62ｍであった。覆土は自然堆積と想定されるが、上層部分については水平堆積が確認できることから、

一部については過去の河川による氾濫土が堆積したものと考えられる。床面には北東方向に土坑状のく

ぼみと壁溝と思われる溝状の落ち込みがあり、その付近から集中して土器片が多量に出土している。

　なお南西部分からはピット状のくぼみがあり、２重の落ち込みとなっているが、柱穴跡と考えられる。

　出土遺物は土師器坏、須恵器坏、甕、椀、皿、鉢、土師質土器、土錘等が出土している。出土須恵器

のすべてが末野産で、土師器との比率でみると、須恵器が圧倒的な出土量である。これらの遺物からこ

の住居跡の時期は９世紀後半～１０世紀初めと思われる。

第６表　第７号住居跡出土遺物観察表（Ｃ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

54 土錘 最大長　(3.6)　最大幅　0.8　孔径　0.35　重さ　3.0ｇ 一部欠損　土師質

55 土錘 最大長　(2.3)　最大幅　1.1　孔径　0.3　重さ　2.0ｇ 一部欠損　土師質

56 土錘 最大長　(2.2)　最大幅　1.2　孔径　0.4　重さ　1.0ｇ 一部欠損　土師質

57 土錘 最大長　(2.0)　最大幅　0.9　孔径　0.3　重さ　1.0ｇ 一部欠損　土師質

58 土錘 最大長　(2.6)　最大幅　1.8　孔径　0.25　重さ　7.0ｇ 一部欠損　土師質

59 石斧 最大長　13.1　最大幅　5.2　最大厚　3.4　重さ　198.9ｇ 側面に打欠痕 緑泥片岩

60 すり石 最大長　(12.2)　最大幅　(3.5)　最大厚　(1.3)　重さ　71.4ｇ
使用時の欠損
擦り石使用後、加工か？

砂岩

61 すり石 最大長　(14.3)　最大幅　4.7　最大厚　3.5　重さ　394ｇ 全面擦り痕 砂岩

62 扁平磨石 最大長　13.4　最大幅　10.5　最大厚　2.9　重さ　699.5ｇ 両面に擦り痕 閃緑岩

63 すり石 最大長　13.2　最大幅　7.6　最大厚　2.2　重さ　386.5ｇ 擦り痕 砂岩

64 磨石 最大長　13.4　最大幅　11.0　最大厚　2.7　重さ　602.5ｇ 両面に擦り痕　片面に穿孔 閃緑礫岩

65 たたき石 最大長　14.0　最大幅　4.8　最大厚　2.5　重さ　258ｇ 上下部に敲打痕 砂岩

66 刀子？ 最大長　(4.3)　最大幅　1.0　重さ　4.6ｇ 先端部欠損
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第２８図　第８号住居跡出土遺物（Ｄ区）

第７表　第８号住居跡出土遺物観察表（Ｄ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
杯

12.4 3.5 8.5 ＡＢＤ 橙7.5ＹＲ-7/6 Ｂ 70％
体部外面指頭圧痕
体部外面下部ヘラケズリ
平底、やや口縁部外反

2
土師器
杯

(12.7) (4.2) - ＡＢＤＮ 橙2.5ＹＲ-7/6 Ｂ 20％
体部外面下部ヘラケズリ
体部外面指頭圧痕

3
須恵器
坏

(13.4) (4.1) 6.3 ＡＥＩＬＮ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ｂ 40％
回転ナデ
口縁部わずかに外反
底部回転糸切り

末野産

4
須恵器
坏

(13.6) (4.3) - ＡＢＤＨＮ 暗灰黄2.5Ｙ-5/2 Ｂ 口縁部20％
回転ナデ
口縁部やや外反

末野産

5
須恵器
坏

- (2.4) 6.2 ＤＧＨＮ 坯黄2.5Ｙ-7/2 Ｂ 底部100％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

6
須恵器
坏

- (2.3) 26.9 ＡＣ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ｂ 30％ 回転ナデ 末野産

7
土師質土器

坏
(14.0) 3.3 (6.4) ＡＢＤＥＩＮ にぶい黄橙10ＹＲ-6/3 Ｃ 30％

回転ナデ
底部回転周縁ヘラケズリ

8
土師質土器

坏
- (2.3) (7.5) ＡＣＨ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ｂ 40％

回転ナデ、平底
底部回転糸切り

末野産

9
須恵器
椀

(13.8) 5.6 6.8 ＡＢＤＨＮ 灰Ｎ6/ Ｂ 80％
回転ナデ
わずかに口縁部外反
底部回転糸切り

末野産

10
須恵器
椀

- (2.3) 7.5 ＢＤＧＨＫＮ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ｂ 底部100％
回転ナデ痕
底部回転糸切り

末野産

11
須恵器
皿

(14.8) 2.2 (7.4) ＡＤＨＩＫＮ 灰白10ＹＲ-7/1 Ｂ 30％
回転ナデ　やや口縁部外反
底部回転糸切り

末野産

12
須恵器
皿

(17.0) 2.9 (7.2) ＡＬ 浅黄2.5Ｙ-7/3 Ｂ 50％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

19、20は１／２スケール
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第２９図　第９号住居跡・出土遺物（Ｄ区）

第７表　第８号住居跡出土遺物観察表（Ｄ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

13
須恵器
皿

（13.6） 2.3 (7.0) ＡＤＥＨＮ オリーブ灰5ＧＹ-5/1 Ｂ 30％
回転ナデ　やや厚手
大きく口縁部外反
底部回転糸切り

末野産

14
須恵器
皿

(16.9) 2.3 (7.5) ＡＢＤＬ 灰7.5Ｙ-5/1 Ｂ 40％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

15
須恵器
鉢

16.0 18.7 12.6 ＡＢＦＩＬＮ 灰Ｎ5/0-5/0 Ａ 90％
回転ナデ
底部回転ヘラケズリ

末野産

16
須恵器
甕

- - - ＡＤＨ 黄灰2.5Ｙ-6/2 Ｂ 胴部破片
外面平行叩き目（重ね）
内面同心円状あて具痕

末野産

17
須恵器
甕

- - - ＡＦ 褐灰10ＹＲ-5/1 Ｂ 胴部破片 外面平行叩き目 末野産

18
須恵器
甕

- - - ＡＬ 灰黄2.5Ｙ-6/2Ｙ-6/2 Ｂ 胴部破片
外面格子状叩き目
内面同心円状あて具痕

末野産

19 土錘 最大長　（3.0）　　最大径　1.3　孔径　0.4　重さ　5.7ｇ

20 鉄釘 最大長　4.3　　最大幅　1.1　最大厚　1.2　重さ　7.1ｇ 胴部片 頭部、先端部欠損

第９号住居跡（第２９図）

　Ｋ－１５グリッド（Ｄ区）から検出した。他の遺構との重複関係があり、第１５７～１５９号ピット

に掘り込まれていた。なおカマド部分を含めた大部分が調査区域外であると推測される。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ1.00ｍ、短軸は4.00ｍを測り、主軸方向はカマドの検

出はないが、これまでの住居跡と同様に北東方向を指すものと推測される。確認面からの深さは最大で

0.63ｍであり、床面は中央付近に向かって東西からの傾斜がわずかであるが確認できるが、ほぼ平坦で

ある。覆土はほぼ水平堆積で、一部複雑に折り重なる部分があるものの、暗オリーブ色の粘質土などが

堆積しており、河川の氾濫等により堆積していったものと推察される。
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第３０図　第１０号住居跡（Ｅ区）

　床面にはピット状の落ち込みが３箇所確認でき、南側の中央部分の２段階の落ち込みがあるピットは

柱穴跡と捉えられる。

　出土遺物で図示可能なものとしての検出は少なく、土師器甕や、すり石程度が確認できる。土師器甕

からの判断とすると、この住居跡の時期は、９世紀末～１０世紀初めと思われる。

第８表　第９号住居跡出土遺物観察表（Ｄ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
甕

（18.0）（3.5） - ＤＧＩＫ にぶい褐7.5ＹＲ-5/3 Ｂ 口縁部20％ 口縁部外面わずかにケズリ痕

2 すり石 最大長　13.0　最大幅　11.2　最大厚　2.1　重さ　426ｇ 砂岩

3 すり石 最大長　（13.7）　最大幅　6.8　最大厚　3.8　重さ　505ｇ 側面の一部のみ磨り痕 砂岩

第１０号住居跡（第３０・３１・３２図）

　Ｉ－１７グリッド（Ｅ区）から検出した。第１１号住居跡と重複関係があり、この住居跡が第１１号

住居跡を掘り込んでいた。西端は攪乱手前で壁が確認できたが、南端は調査区域外であった。

　検出長軸がおよそ3.50ｍ、短軸は5.18ｍを測り、主軸方向はカマドを通るものとしてＮ－°６０－Ｅ

を指す。確認面からの深さは0.25～0.50ｍであった。床面はほぼ平坦であるが、住居中央から東にむかっ

て傾斜が確認できる。土層は灰オリーブと黒褐色の基本２層からなり、自然堆積と想定され、東壁部分

はレンズ状に堆積している様子が顕著に確認できる。なお、この住居跡で特徴なのが、第５、６層で確
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第３１図　第１０号住居跡・出土遺物（Ｅ区）
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第３２図　第１０号住居跡・出土遺物（Ｅ区）
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認された多量な炭化物である。断面観察からは帯状に２cm程度の炭化物が確認されるとともに、平面上

においても一面に炭化物の覆土が堆積していることが確認された。火災などにより焼失した跡であろう

と考えられる。

　カマド部分は燃焼部が検出でき、やや落ち込みであり、確認面からの深さが20cm程度あるピット状で

あった。また粘土で構築されたカマドのそでの一部が左右とも残存した状態で確認された。燃焼部の底

部は黄灰の粘質土が堆積しておりかなりしまりが強い土壌である。カマドの断面は黒褐色、暗灰黄色、

オリーブ黒色がそれぞれ堆積しており、炭化物が多く堆積していることも確認できる。煙道部も確認で

き、燃焼部からおよそ２７°の傾斜で立ち上っていく。

　また、カマド手前にはピット状のくぼみが確認できたが、柱穴跡ではなく、性格は不明である。

　出土遺物は床面全体に渡って散乱しており、土師器坏、甕、皿、台付甕、須恵器坏、椀、皿、甑、壺、

石皿、土師質土器等が確認された。須恵器のほうが比率的にやや多く、確認された須恵器はすべて末野

産であった。この住居跡からは一部が欠損しているが、しっかりした造りの須恵器甑が出土しており、

胴部上端の鍔も貼り付けがしっかりし、当初は羽釜と考えたが、底部片が検出され、甑であることが確

認できた。これらの遺物から本住居跡の時期は、９世紀後半～１０世紀初めと思われる。

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
坏

(13.9) (3.5) - ＡＨＪＫＬＭ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｃ 10％ 摩滅著しい

2
土師器
皿

(13.4) (1.9) - ＡＢＤＥＨＩＮ にぶい橙5ＹＲ-7/4 Ｂ 口縁部30％ やや浅めの坏か？

3
須恵器
坏

12.1 3.8 5.7 ＡＧＬＮ 青灰5ＰＢ-6/1 Ａ 100％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

4
須恵器
坏

(11.8) 3.9 (5.3) ＡＤＨＬＮ 灰5Ｙ-5/1 Ｃ 50％
回転ナデ　傾きあり
底部回転糸切り

末野産

5
須恵器
坏

12.2 4.6 5.9 ＡＢＤＬＮ
外：灰Ｎ-6/
内：にぶい橙5ＹＲ-6/3

Ａ 70％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

6
須恵器
坏

12.1 4.1 5.9 ＡＢＬＮ 青灰5ＰＢ-6/1 Ａ 70％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

7
須恵器
坏

(13.4) 3.9 (6.1) ＡＢＤＬ 灰10Ｙ-5/1 Ｂ 20％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

8
須恵器
坏

(12.9) 4.9 (5.8) ＡＢＤＬＮ
外：灰10Ｙ-5/1
内：オリーブ黒10Ｙ-3/1

Ａ 30％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

9
須恵器
坏

(11.5) 4.9 (4.8) ＡＢＬＮ 灰7.5Ｙ-4/1 Ａ 20％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

10
須恵器
坏

(12.4) (3.9) - ＥＨＪＬ 明黄褐10ＹＲ-7/6 Ｃ 口縁部～体部20％
回転ナデ
やや口縁部外反

末野産

11
須恵器
坏

- (1.9) (5.7) ＡＢＬＭ
外：灰7.5Ｙ-5/1
内：灰5Ｙ-6/1

Ａ 底部～体部下
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

12
須恵器
坏

- (1.2) 5.7 ＡＢＤＬ にぶい橙5ＹＲ-6/4 Ｃ 底部100％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

13
須恵器
坏

- (2.5) (5.8) ＡＤＬＮ 褐灰10ＹＲ-6/1 Ｃ 20％ 回転ナデ 末野産

14
須恵器
椀

(12.7) 4.8 6.2 ＡＢＤＬＮ 灰7.5Ｙ-4/1 Ａ 40％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

15
須恵器
椀

(13.9) 5.6 (7.2) ＤＧＬ 灰黄褐10ＹＲ-6/2 Ｂ 20％ 回転ナデ 末野産

16
須恵器
椀

- (1.4) 5.6 ＡＢＬＮ 青灰5ＰＢ-5/1 Ａ 底部100％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

17
須恵器
椀

- (2.3) 5.8 ＡＤＧＬ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 底部～体部下
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

18
須恵器
皿

12.6 2.7 5.5 ＡＥＧＬ 灰Ｎ-4/ Ａ 80％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

19
須恵器
皿

(13.0) 2.7 5.0 ＡＥＧＬ 灰Ｎ-4/、-5/ Ａ 60％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

20
須恵器
椀

- (2.5) 6.1 ＡＥＮ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｃ 底部～体部下
回転ナデ
底部回転糸切り

21
須恵器
椀

- (2.6) 6.6 ＡＢＬＮ 灰オリーブ5Ｙ-6/2 Ｃ 30％ 回転ナデ 末野産

22
土師質土器

坏
12.4 4.0 5.6 ＡＢＤＥＧＮ にぶい黄橙10ＹＲ-7/3 Ｃ 80％

口縁部外反
底部回転糸切り

23
土師質土器

皿
(13.5) 2.4 (6.0) ＡＤＨ にぶい橙5ＹＲ-6/4 Ｃ 70％

体部ナデ痕強
口縁部やや外反　底部回転糸切り

24
土師器
甕

21.0 (21.4) - ＡＤＥＫ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部～胴部50％ 胴部外面横位～斜位ヘラケズリ

第９表　第１０号住居跡出土遺物観察表（Ｅ区）
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

25
土師器
甕

(19.8) (14.6) - ＡＢＤＥＫ 明赤褐2.5Ｙ-5/4 Ｂ 口縁部～胴部40％

口縁部「コ」の字状
胴部外面横位～斜位ヘラケズリ
口縁部外面指頭圧痕　口縁部及び胴
部沈線有

26
土師器
甕

(21.8) (10.5) - ＡＢＥＫ 橙2.5ＹＲ-6/8 Ｂ 口縁部40％
口縁部「コ」の字状
胴部外面横位ヘラケズリ
口縁部外面粘土紐積上げ痕

27
土師器
甕

(19.8) (5.8) - ＡＣＨＪ にぶい橙10ＹＲ-7/4 Ａ 口縁部～胴部40％ 胴部外面横位ヘラケズリ

28
土師器
甕

(19.6) (6.1) - ＡＣＨＪ にぶい橙7.5ＹＲ-7/4 Ａ 口縁部30％ 胴部外面横位ヘラケズリ

29
土師器
甕

(18.2) (6.1) - ＡＣＨＪＮ 橙5ＹＲ-6/6 Ａ 口縁部20％
外面煤付着
胴部外面横位ヘラケズリ

30
土師器
甕

- (7.7) (3.5) ＡＤＥＨ 灰褐7.5ＹＲ-4/2 Ｂ 底部30％ 底部外面斜位ヘラケズリ

31
土師器
甕

- (4.4) (3.9) ＡＣＤＨＪ にぶい橙10ＹＲ-7/3 Ｂ 底部付近20％
底部外面斜位ヘラケズリ
底部外面指頭圧痕

32
土師器
甕

- (4.4) (4.4) ＡＤＥＨＪ にぶい橙10ＹＲ-7/4 Ｂ 底部付近30％ 底部外面斜位ヘラケズリ

33
土師器
甕

- (3.6) (4.3) ＡＣＨＫ 橙5ＹＲ-6/8 Ａ 底部付近40％ 底部外面横位ヘラケズリ

34
土師器
台付甕

- (4.7) 8.2 ＡＣＤＨＮ
外：橙2.5ＹＲ-6/6
内：橙5ＹＲ-6/6

Ｂ 底部（台部）100％

35
土師器
台付甕

- (2.8) (8.6) ＡＢＤＨＫＮ
外：橙2.5ＹＲ-6/6
内：灰褐7.5ＹＲ-4/2

Ｂ 底部（台部）80％

36
土師器
台付甕

- (2.5) 11.8 ＡＤＨＪ
外：橙2.5ＹＲ-6/8
内：明黄褐10ＹＲ-6/6

Ｂ 底部（台部）70％

37
須恵器
壺

(30.0) (4.2) ＡＥＧＨＬＮ 暗青灰5ＰＢ-3/1 Ａ 口縁部10％ 回転ナデ 末野産

38
須恵器
壺

(25.0) (5.0) - ＡＢＧＨＬＭ
外：灰7.5Ｙ-5/1
内：青灰5ＰＢ-5/1

Ａ 口縁部10％ 回転ナデ 末野産

39
須恵器
壺

頸部径
（15.0）

(22.4) - ＡＢＧＬＮ 灰7.5Ｙ-4/1 Ａ 頸部～胴部下20％
回転ナデ
胴部内面指頭圧痕

末野産

40
須恵器
甑

(29.8) (30.3) (14.7) ＡＢＤＧＬ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ａ
口縁部～胴部40％
底部破片一部

回転ナデ
鍔貼り付け

末野産？

41 棒状礫器 最大長　15.5　最大幅　5.2　最大厚　2.6　重さ　317.0ｇ - 砂岩

42 石皿 最大長　9.0　最大幅　（4.5）　最大厚　2.3　重さ　124.5ｇ 50％ 中央部にくぼみ 砂岩

43 磨製石斧 最大長　（8.7）　最大幅　5.9　最大厚　3.5　重さ　261.5ｇ 50％ 凝灰岩

第９表　第１０号住居跡出土遺物観察表（Ｅ区）

第１１号住居跡（第３３・３４図）

　Ｉ－１７、Ｊ－１７グリッド（Ｅ区）から検出した。第１０号住居跡と重複関係があり、本住居跡が

第１０号住居跡に掘り込まれていた。西端は攪乱により滅失し、南端は調査区域外であった。住居のほ

ぼ全体が確認でき、検出長軸がおよそ4.35ｍ、短軸は5.87ｍを測り、主軸方向はカマドを通るものとし

てＮ－°４７－Ｅを指す。確認面からの深さは0.65ｍであることが確認された。床面はほぼ平坦である

が他の住居跡と比べると、床面まで深く、残存状態が良い。覆土は基本層でおよそ４層からなる。すべ

て水平堆積であり、確認面に近い第１層、２層は28cm程度の厚さがあることから、河川の氾濫により埋

まった氾濫土と推定される。

　カマドも検出され、カマド部分は燃焼部が検出でき、やや落ち込みであり、確認面からの深さが30cm

程度あるピット状であった。また粘土で構築されたカマドのそでの一部が左右とも残存した状態で確認

された。燃焼部の底部はオリーブ黒色の粘質土が堆積しており、土器片を多く含んでいた。カマドの断

面はその観察から、２段階に分けて埋まったことがわかる。堆積は黒褐色やオリーブ黒色が多く、焼土

や炭化物が多く堆積していることも確認できる。煙道部も確認でき、燃焼部からおよそ４０°の角度で

立ち上り、そこから１０°の傾斜で煙道部を立ち上っていく。

　この住居跡は床面に土坑状の落ち込みが２箇所確認され、カマドの右手の楕円形で緩やかな落ち込み

のあるものと、住居中央にあるほぼ円形の土坑である。楕円形のものはカマド手前であることから、貯

蔵穴であることが推測される。
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　また、住居の東西両壁には、壁溝が検出されており、どちらも10cm程度の深さがあるが、西の壁溝の

ほうが幅もあり、規模も大きい。

　出土遺物は土師器甕、台付甕、椀、須恵器坏、椀、皿、高台皿、甕、灰釉陶器椀等の出土があった。

中でも皿の出土量が多いのが特徴である。この住居跡も、ほぼ第１０号住居跡と同様に、須恵器の出土

量が多かった。一点灰釉陶器は、東海産の出土で、釉薬がツケガケと推測できることから、やや時期が

新しくなる。しかし、主体的な遺物の時期から判断して、本住居跡の時期は９世紀中ごろ～後半と想定

され、第１０号住居跡との比較を考えると、重複関係の点でも合致する。

第３３図　第１１号住居跡（Ｅ区）

第１０表　第１１号住居跡出土遺物観察表（Ｅ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
椀

- (2.3) (7.2) ＡＢＥＧＨＩＮ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｃ 底部30％

2
須恵器
坏

(12.6) 4.3 (5.0) ＡＢＤＥＧＨＫＮ 灰黄褐10ＹＲ-6/2 Ｂ 30％
回転ナデ　体部直線的
底部回転糸切り

末野産

3
須恵器
坏

(11.8) (3.2) - ＡＢＤＥＨＩＮ 褐灰10ＹＲ-5/1 Ｂ 口縁部10％ 回転ナデ　口縁部やや外反 末野産

4
須恵器　

坏
- (1.5) (5.0) ＡＥＨＮ 灰7.5Ｙ-5/1 Ｂ 底部50％

回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

5
須恵器
椀

- (2.6) (8.6) ＡＤＦＧＨＮ 褐灰10ＹＲ-5/1 Ｂ 底部30％
回転ナデ　産地不明
底部回転糸切り

6
須恵器
皿

16.4 2.6 7.0 ＡＢＤＨＩＫＮ 赤灰2.5ＹＲ-6/1 Ｂ 90％
回転ナデ　口縁部やや外反
底部回転糸切り

末野産

7
須恵器
皿

12.5 2.4 5.6 ＡＢＤＨＩＮ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 90％
やや小ぶり　口縁部外反
回転ナデ　底部回転糸切り

末野産

8
須恵器
皿

13.2 3.0 6.7 ＡＢＤＨＩＬＮ 灰Ｎ-5/ Ｂ 90％ 回転ナデ　口縁部やや外反 末野産？
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第１０表　第１１号住居跡出土遺物観察表（Ｅ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

9
須恵器
皿

(13.8) 2.2 (6.8) ＡＤＥＨＩＮ 灰白10Ｙ-7/1 Ｂ 30％
回転ナデ　口縁部外反
底部回転糸切り

末野産

10
須恵器
皿

(13.4) 2.0 (6.0) ＡＢＣＨＩＮ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 30％
回転ナデ
口縁部外反　底部回転糸切り

末野産

11
須恵器
高台皿

13.1 3.5 7.8 ＡＢＤＧＨＩＬＮ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 90％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

12
土師質土器

椀
- (2.9) (8.2) ＡＢＤＥＧＨＩＮ 灰褐7.5ＹＲ-6/2 Ｂ 底部10％ 回転ナデ　

13
灰釉陶器

椀
(16.8) (2.8) - ＡＢ

外：褐灰7.5ＹＲ-6/1
内：灰白10ＹＲ-7/1

Ａ 口縁部20％
回転ナデ　口縁部やや外反
内外面釉薬（ツケガケか？）

東海産

14
土師器
甕

(14.8) (5.4) - ＡＢＥＩ 橙5ＹＲ-6/8 Ｂ 口縁部20％
やや口縁部「コ」の字状
胴部外面横位ヘラケズリ

15
土師器
甕

(17.8) (6.4) - ＡＢＥＧＨＩＫ
外：橙5ＹＲ-6/6
内：灰褐5ＹＲ-4/2

Ｂ 口縁部20％ 胴部外面横位ヘラケズリ

16
土師器

甕（台付？）
(12.8) (6.7) - ＡＢＤＥＧＨＩＫＮ 明赤褐2.5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部40％

やや口縁部「コ」の字状
胴部外面横位～斜位ヘラケズリ

17
土師器

甕（台付？）
(14.0) (5.6) - ＡＢＤＥＧＨＩＫ

外：橙7.5ＹＲ-6/6
内：明赤褐5ＹＲ-5/8

Ｂ 口縁部20％ 胴部外面横位ヘラケズリ

18
土師器

甕（台付？）
(11.1) (5.7) - ＡＢＤＥI 明赤褐5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部20％

口縁部「コ」の字状
胴部外面横位～斜位ヘラケズリ

19
土師器
甕

- (2.2) (4.4) ＡＢＤI 明褐7.5ＹＲ-5/6 Ｂ 底部30％
底部外面粘土紐積み上げ痕
外面斜位ヘラケズリ、底部剥離

20
須恵器
甕

- - - ＡＢＣ
外：灰Ｎ-4/
内：灰Ｎ-6/

Ｂ 胴部破片 外面平行叩き目

21 すり石 最大長　9.4　最大幅　8.5　最大厚　1.8　重さ　270ｇ 側面一部敲打痕 石英閃緑岩

22 鉄釘 最大長　(4.7)　最大幅　(0.65)　最大厚　(0.5)　重さ　3.0ｇ 東部欠損

第３４図　第１１号住居跡出土遺物（Ｅ区）

22は１／２スケール
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第１２号住居跡（第３５図）

　Ｉ－１７グリッド（Ｅ区）から検出した。他の遺構との重複関係はないが、大半が調査区域外であっ

た。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ1.55ｍ、検出短軸は1.48ｍを測る。この住居もカマド

の検出はないが、他の住居と同様北東方向に主軸を指すものと推定される。確認面からの深さは最大で

0.24ｍで、壁面土層で観察すると、0.57ｍであることが分かる。床面は平坦であり、南東壁面わきにピッ

ト状の落ち込みがあり、柱穴跡と考えられる。覆土は基本層でおよそ４層からなる。すべて水平堆積で

あり、第２層に至っては最大35cm程度の厚さがあることから、河川の氾濫により埋まった氾濫土と推定

される。

　出土遺物としては、土師器、須恵器片が出土したが、残念ながら図示できるものはなかった。

第３５図　第１２号住居跡（Ｅ区）

第１３号住居跡（第３６図）

　Ｆ－２１グリッド（Ｅ区）から検出した。攪乱により東側が滅失し、大半が調査区域外であった。

　正確な規模は不明であるが、検出長軸がおよそ2.70ｍ、短軸は0.95ｍを測る。確認面からの深さは最

大で0.35ｍ、壁面土層を観察すると、最大0.70ｍであった。床面はほぼ平坦であるが確認面積が小さい

ため、詳細は不明である。覆土を観察すると大体水平堆積であり、各層、主に第５層、６層は30cmの厚

さがあることから、過去の河川による氾濫土と思われる覆土の可能性が考えられる。また、平面上から

の確認はできなかったが、土層観察により、北西方向には２段階の落ち込みがあったことが確認できる。

出入り口における段差の可能性も考えられる。なお、床面には調査区域外にかかる形で、土坑状の落ち

込みがあり、床面からおよそ25cm程度の深さであったが性格は不明である。

　出土遺物は土坑状遺構の周辺に数点のみ出土だったが、その多くが図示可能なものであった。土師器

甕、椀？、須恵器坏などが出土した。須恵器坏は南比企産と末野産双方が出土した。残念ながら出土量

が少ないため、確定はできないが、これらの遺物からこの住居の時期は９世紀後半から１０世紀初めと

思われる。
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第３６図　第１３号住居跡・出土遺物（Ｅ区）

第１１表　第１３号住居跡出土遺物観察表（Ｅ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
須恵器
坏

(12.6) (4.1) - ＡＢＤＨＩ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ｂ 口縁部10％ 口縁部外反　体部丸み 末野産

2
須恵器
坏

(11.0) (2.8) - ＡＢＨＮ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ｂ 口縁部20％
回転ナデ
口縁部やや外反

末野産

3
須恵器
坏

- (1.4) (5.6) ＡＦＧＨＫＮ 灰7.5Ｙ-6/1 Ｂ 底部40％
回転ナデ　やや厚手
底部回転糸切り

南比企産

4
土師器
椀？

- (2.0) (7.2) ＡＢＥＨＩＫＬＮ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 底部50％
回転ナデ　
底部回転糸切り

5
土師器
甕

(21.4) (6.6) - ＡＢＤＥＨＫ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部10％
胴部外面横位ヘラケズリ
口縁部「コ」の字状

6
土師器
甕

(18.8) (20.5) - ＡＢＤＥＧＨＩＫＮ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部30％
胴部外面横位～斜位ヘラケズリ
口縁部「コ」の字状

第１４号住居跡（第３７・３８図）

　Ｄ－２３、Ｅ－２３グリッド（Ｆ区）から検出した。複数の遺構との重複関係があり、第２１４、２

１５号ピット、、攪乱に掘り込まれ、第１５号住居跡を掘り込んでいた。第１３号性格不明遺構とも重

複関係にあるが、直接の重複関係は確認されなかった。なお東端の一部が調査区域外であった。

　住居のほぼ全体が確認でき、長軸がおよそ3.45ｍ、短軸は4.35ｍを測り、主軸方向はカマドを通るも

のとしてＮ－°４２－Ｗを指し、今回の調査で唯一の西向きのカマドである。確認面からの深さは最大

で0.30ｍであり、床面はほぼ平坦である。覆土については土層断面を観察から、およそ３層にわたって

水平に堆積しており、いずれも粘質土で、褐灰色や黒褐色土の黒色系の覆土であった。そのことから、

この住居についても一部については過去の河川による氾濫土と思われる覆土と考えられる。カマド部分
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第３７図　第１４・１５号住居跡（Ｆ区）
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は煙道部と燃焼部が検出でき、粘土で構築された側面の一部も残存して、確認された。燃焼部は縦長の

楕円形の落ち込みで、深さは８cm程度で浅いが甕片が数点検出できた。煙道部はそこからおよそ２０°

の傾斜で立ちあがり、一度垂直に立ち上がり、再び１８°の角度で立上っている。カマドは幅が大きく、

80cmの規模がある。土層断面からも大量の焼土痕や炭化物が確認でき、かなり利用があったようである。

　住居の北東、北西には壁溝がそれぞれ検出され、北西の壁溝は住居の左肩部分にかけて、掘られてい

る。北東の壁溝は調査区域外から右肩部分にかけて走っていたが、攪乱により詳細は不明であった。

　床面からは、ピット状の落ち込みが全部で７基検出され、いずれも柱穴跡との確認はできなかった。

なお、左肩の壁溝の隣接する土坑状の落ち込みは貯蔵穴だと想定される。

　出土遺物は土師器坏、甕、皿、土錘等が出土し、須恵器などは確認されなかった。一部坏には内部に

黒色処理が施されており、黒色土器と考えられる。その多くは摩耗が著しいため、ケズリ調整の不明な

点があるが、これまでの住居跡とは時期の違いがみられ、時期としては、７世紀末～８世紀前半と思わ

れる。

第３８図　第１４号住居跡出土遺物（Ｆ区）

第１２表　第１４号住居跡出土遺物観察表（Ｆ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
坏

(13.4) (3.2) - ＡＢＪ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部30％
体部外面黒色処理？
磨耗著しい

2
土師器
坏

(12.0) (3.9) ＡＢＩＪ 橙5ＹＲ-6/8 Ｂ 40％ 丸身　体部外面ヘラケズリ

3
土師器
坏

(15.0) (3.4) - ＡＢＤＩＪＮ
外：明褐7.5ＹＲ-5/6
内：赤褐5ＹＲ-4/6

Ｂ 口縁部～体部30％
口縁部やや直立
体部外面ヘラケズリ

4
土師器
杯

(15.0) 3.5 - ＡＢＨＩＪ 明赤褐5ＹＲ-5/8 Ｂ 20％
浅身　大型
外面磨耗著しい

5
土師器
皿

(12.0) (2.2) - ＡＥＩＪ 明赤褐5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部～体部10％
有段皿？
肉厚

6
土師器
皿

(16.9) (4.1) - ＡＢＤＥＩＪ 明赤褐5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部～体部
体部外面ヘラケズリ
口縁部大きく外反

7
土師器
甕

(21.2) (6.4) - ＢＤＥＧＩＫ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部20％
口縁部「く」の字状
やや胴張り

8 土錘 最大長　7.8　最大幅　1.8　孔径　0.35　重さ　21.8ｇ 100％ 土師質

9 すり石 最大長　（13.4）　最大幅　（5.4）　最大厚　（4.3）　重さ　397ｇ ２面に擦り痕 砂石

８は１／２スケール
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第１５号住居跡（第３７図）

　Ｄ－２３、Ｅ－２３グリッド（Ｆ区）から検出した。他の遺構との重複関係があり、第１４号住居跡、

第４１号土坑、第２１０、２１１号ピットにこの住居跡が掘り込まれていた。なおカマドの煙道部が検

出されたのみで、住居本体は調査区域外と他の住居との重複であると推測できる。

　住居の大部分の確認が不可能であり、残存長軸がおよそ1.15ｍ、短軸は1.05ｍを測り、主軸方向はカ

マドを通るものとしてＮ－°５０－Ｅを指す。確認面からの煙道部の深さは最大で0.20ｍであり、水平

に延伸している。手前の燃焼部も確認することができ、底面は、0.42ｍの深さで、しまりの強い粘質土

であった。カマドの覆土の堆積状況を見ると大体が、褐灰色や黒褐色であり、全てにおいて粘質土であ

り、焼土や炭化物もわずかに確認できた。　

　出土遺物は残念ながら、確認されなかったが、重複関係から考えて、第１４号住居跡に掘られている

ため、第１４号住居以前の遺構であることが分かる。

第３９図　第１６号住居跡・出土遺物（Ｆ区）
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第１６号住居跡（第３９図）

　Ｄ－２３．２４グリッド（Ｆ区）から検出した。他の遺構との重複関係があり、第２２５号ピット、

攪乱に掘り込まれ、第４８号土坑を掘り込んでいた。遺構の位置からすれば住居の全様は確認できると

思われるが、残念ながら、攪乱により全様が判断でないため、カマド位置は不明である。

　長軸がおよそ3.21ｍ、短軸は3.25ｍを測り、ほぼ正方形に近い住居と考えられるが、主軸方向はカマ

ドの検出がないため不明である。しかし、西壁方向にやや傾斜があり、窪むことから西向きのカマドと

して主軸を想定することができる。確認面からの深さは最大で0.23ｍであった。床面はほぼ平坦であり、

覆土は大体４、５層からなる。水平堆積も見られるが、レンズ状堆積も確認できるため、氾濫などによ

る堆積が一部で確認できる。床面の周囲には壁溝が張り巡らされ、およそ12cm程度の深さで取り囲んで

いる。床面からは南北壁溝に隣接して大きな土坑状の落ち込みが確認でき、北側のものはほぼ方形の形

を呈しており、どちらもおよそ10cmの深さであった。住居南の角でも土坑状の掘り込みが確認でき、こ

ちらはやや深い20cmの深さがある。

　出土遺物については、土器については、土器片のみであり、図示可能なものはなく、土錘や、すり石

の図示のみである。時期については残念ながら不明である。

第１３表　第１６号住居跡出土遺物観察表（Ｆ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1 すり石 最大長　7.3　最大幅　4.1　最大厚　3.0　重さ　140ｇ ３面に擦り痕 砂石

2 すり石 最大長　5.8　最大幅　4.0　最大厚　1.5　重さ　47ｇ ２面に擦り痕　一部先端に敲打痕 砂石

3 土錘 最大長　7.3　最大幅　1.7　孔径　0.4　重さ　17.0ｇ 100％ 土師質

２　掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第４０・４１図）

　Ｊ.Ｋ－１６グリッド（Ｄ区）から検出した。第６号溝跡、第３６号土坑、第１７２、１７３、１８２、

１８３号ピットと直接重複関係にあり、本遺構が、第３６号土坑を一部掘り込み、それ以外の遺構にこ

の掘建柱建物跡の柱穴が切られていた。なお、直接切り合いの関係にはないが、第３５、３７号土坑、

第１７４～１７６、１７７～１８１号ピット及び１８４号ピットと重複関係にある。

　一部検出されていないが、一面庇付きもしくは一面仕切りのある側柱式掘立柱建物跡と推測され、一

面仕切りの場合、規模は、２間×２間以上で、検出桁行4.55ｍ（15尺）、梁行5.05ｍ（16.6尺）、面積は

検出分で23m2ある。柱間も、平均すると大体８尺から９尺で、桁行が北から東面で2.33ｍ－2.20ｍ、西

面1.33ｍ－2.13ｍ、梁行は東から南面で2.69ｍ－2.25ｍである。主軸方位は、Ｎ－５５°－Ｅで北東方

向を指すと思われる。

　一面庇付きの場合、身舎の規模は、２間×１間以上で、検出桁行2.82ｍ（9.3尺）、梁行5.05ｍ（16尺）、

面積は検出分で、14.2m2である。柱間も、平均すると大体8尺程度で、桁行が北から東面で、2.33ｍ、

西面が、1.33ｍ、梁行は東から南面で、2.70ｍ－2.44ｍである。

　また、庇部分の規模は東面が1.90ｍ、西面が2.11ｍ、北面が5.12ｍ、南面が4.95ｍを図り、若干の誤

差はあるが、ほぼ正確な東西に長い長方形を呈している。面積はおよそ10.7m2を図り、柱間は、東面が

1.90ｍ（6.2尺）、西面が2.11ｍ（7尺）、北面が東から2.70ｍ-2.44ｍ（9-8尺）、南面が東から2.69ｍ-2.25
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第４０図　第１号掘立柱建物跡（Ｄ区）
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第４１図　第１号掘立柱建物跡・出土遺物（Ｄ区）

第１４表　第１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（Ｄ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

P1-1
須恵器
甕

- - - ＡＩＮ 灰Ｎ5/0 Ａ 胴部破片
外面平行叩き目
内面あて具痕

末野産

P2-1
須恵器
坏

(12.4) (3.6) ＡＢＤ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 口縁部20％
回転ナデ
口縁部やや外反

末野産

P2-2
須恵器
坏

- (1.4) (9.6) ＡＢＦＬ 灰7.5Ｙ-6/1 Ｂ 底部40％
回転ナデ、平底
底部回転周縁ヘラケズリ

南比企産

P2-3
須恵器
蓋

(17.5) (2.0) - ＡＥＮ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ａ 20％ 回転ナデ 末野産

P2-4
土師器
台付甕

頸部
4.5

(3.3) - ＡＢＤＥＩＫ 橙2.5ＹＲ-6/6 Ｂ 台部頸片

P2-5
須恵器
甕

- - - ＡＢＣＥＮ 灰Ｎ-4/0 Ａ 肩部破片
外面平行叩き目（重ね）
内面同心円状あて具痕

P4-1
須恵器
坏

- (2.6) 8.8 ＡＦＩＬＮ 灰7.5Ｙ-6/1 Ａ 底部50％
回転ナデ
底部回転周縁ヘラケズリ

末野産

P8-1
須恵器
蓋

(18.4) (1.8) - ＡＢＦＬＮ 灰5Ｙ-6/1 Ａ 10％ やや器高低い 南比企産
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ｍ（9-7.5尺）であった。

　柱穴は円形から楕円形、方形の掘り跡があり、長軸1.12～2.72ｍ、短軸0.82～1.45ｍを測る。掘り方

の深さは、いずれも確認面からＰ１が52cm、Ｐ２が83cm、Ｐ３が55cm、Ｐ４が67cm、Ｐ５が78cm、Ｐ６

が30cm、Ｐ７が20cm、Ｐ８が75cmを測る。西側の第６号溝跡の下位に位置するＰ５～７はやや掘り方が

浅いが、第６号溝跡による影響で削られてしまったことが要因であると思われる。

　柱穴は平面確認で柱痕跡はできず、その多くが、掘削時の断面観察により柱痕跡を確認することがで

きた。また、数か所では柱痕跡が確認されず、また、平面上からもわかる通り、Ｐ６とＰ７の柱間が狭

小だが、柱筋の通りが概ね良い建物である。土層断面観察からは明確な柱痕跡ができ、もっともよく確

認できた柱痕跡から推定される柱の直径は、約18～30cmと推定される。

　なお、先に述べたように、この掘立柱建物跡は一面庇付きもしくは一面仕切りのある建物跡と考えら

れるが、どちらの場合も、北東方向に延伸する可能性があり、規模から考えて、大型の建物跡であろう

と推定される。

　出土遺物は、各柱穴痕内から出土した。出土したのはＰ１、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ８のみで、土師器台付甕、

須恵器坏、蓋、甕で、南比企産や末野産の比率が同様であった。時期からして８世紀後半から９世紀初

めごろと考えられる。重複している第６号溝跡が大体９世紀前半であることから、それ以前と推定でき

る。

第２号掘立柱建物跡（第４２図）

　Ｆ－２１グリッド（Ｅ区）から検出した。いずれの遺構とも重複関係にはない。

　２間のみ検出された掘立柱建物跡で、規模は、桁行（梁行）は2.10ｍ（6.9尺）、面積は不明である。

柱間も、平均すると3.3尺で、北から0.98ｍ－1.10ｍで、主軸方位は不明である。

　柱穴は円形、楕円形と掘り方があり、長軸0.25～0.70ｍ、短軸0.26～0.63ｍを測る。掘り方の深さは、

いずれも確認面からＰ１が43cm、Ｐ２が12cm、Ｐ３が16cmを測る。

　柱は、柱穴Ｐ２を除き平面確認で柱痕跡が確認でき、その全てにおいて掘り方の中央部に位置してい

た。また、Ｐ２以外柱痕跡が確認されたが、柱筋の通りが概ね良い建物である。土層断面観察からは明

確な柱痕跡が確認でき、平面確認での柱痕跡から推定される柱の直径は小さく、約14～15cmと推定され

る。

第４２図　第２号掘立柱建物跡（Ｅ区）
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第３号掘立柱建物跡（第４３図）

　Ｄ－２３グリッド（Ｆ区）から検出した。第１３号性格不明遺構と直接重複関係にあり、本遺構が、

その遺構の一部を掘り込んでいる。なお、直接切り合いの関係にはないが、第４号掘立柱建物跡、第４

２～４４号土坑と重複関係にある。

　北側が調査区域外のため、詳細は不明だが少なくとも２間以上×１間以上の南北棟側柱式掘立柱建物

跡で、規模は、桁行が検出部分で2.22ｍ（7.3尺）、梁行検出部分で5.3ｍ（17.4尺）、面積は約11.7m2以

上を測るものと推測される。柱間も、桁行は北から2.22ｍ（7尺）、梁行は西から3.4ｍ-1.90ｍ（11-6尺）

である。主軸方位は、Ｎ－８７°－Ｅを指す。

　柱穴はほぼ円形の掘り方で、長軸0.50～0.66ｍ、短軸0.49～0.63ｍを測る。掘り方の深さは、いずれ

も確認面からＰ１が39cm、Ｐ２が28cm、Ｐ３が30cm、Ｐ４が34cmを測る。柱は、柱穴Ｐ１を除き平面確

認で柱痕跡が確認でき、また、Ｐ４以外で柱痕跡が確認されたが、Ｐ２からＰ４にかけての柱筋の通り

はいささか悪く、また、Ｐ３とＰ４の柱間もやや狭小な建物である。土層断面観察からはＰ４を除き、

柱痕がきれいに確認でき、いずれも、土層断面から見ると柱穴のほぼ中央に柱痕が位置し、約22～28cm

の太さと考えられる。

　出土遺物の検出はなかった。

第４３図　第３・４号掘立柱建物跡（Ｆ区）

SB03－P2

７７
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第４号掘立柱建物跡（第４３図）

　Ｄ－２３グリッド（Ｆ区）から検出した。第４３号土坑と直接重複関係にあり、本遺構が、その土坑

により切られていた。なお、直接切り合いの関係にはないが、第３号掘立柱建物跡、第４６～４８号土

坑と重複関係にある。　

　北側が調査区域外のため、詳細は不明だが、１間以上×１間以上の側柱式掘立柱建物跡で、規模は、

桁行が検出部分で2.3ｍ（7.5尺）、梁行検出部分で2.25ｍ（7.4尺）、面積は約5.17m2以上を測るものと推

測される。柱間も、桁行は北から2.3ｍ（7.5尺）、梁行は西から2.25ｍ（7.4尺）である。主軸方位は、

Ｎ－８６°－Ｅを指す。　柱穴は隣接する第３号掘立柱建物跡より小さく、ほぼ円形の掘り方で、長軸

0.18～0.2ｍ、短軸0.17～0.19ｍを測る。掘り方の深さは、いずれも確認面からＰ１が10cm、Ｐ２が17cm、

Ｐ３が13cmを測り、ややＰ１は掘り方が浅いため、北側に柱筋が続くものと考えることができる。柱は、

柱穴Ｐ１を除き土層断面から柱痕跡が確認でき、掘り方はほぼ中央部であった。また、Ｐ１以外柱痕跡

が確認され、柱筋の通りが概ね良い建物である。土層断面から確認できた柱痕跡を観察すると、推定さ

れる柱の直径は、約８～10cmと推定され、柱穴跡に比例した大きさであろうと思われる。

　出土遺物は検出されなかった。

第４４図　第５号掘立柱建物跡（Ｆ区）

4
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第５号掘立柱建物跡（第４４図）

　Ｄ－２４グリッド（Ｆ区）から検出した。いずれの遺構とも直接は重複関係にはない。なお、直接切

り合いの関係にはないが、第８号溝跡、第２３４号ピットと重複関係にある。一部柱穴が調査区域であ

るが、建物跡の全様をうかがい知ることができる。

　南西隅の柱穴跡の検出がないが、２間×２間の南北棟側柱式掘立柱建物跡で、規模は、桁行は3.62ｍ

（12尺）、梁行は2.88ｍ（9.5尺）で、面積は約10.4m2を測る。柱間は、桁行が北から東面で1.66-1.90ｍ（5.5-5

尺）、西面で2.69ｍ-推定1.70ｍ（9-5.5尺）で、梁行が西から北面で1.36ｍ-1.48ｍ（4.5-5尺）、南面で

推定1.78ｍ-1.3ｍ（6-4尺）であった。主軸方位は、真北を指すものと考えられる。

　柱穴は円形の掘り方で、長軸0.18～0.23ｍ、短軸0.13～0.18ｍを測る。掘り方の深さは、いずれも確

認面からＰ１が８cm、Ｐ２が７cm、Ｐ３が14cm、Ｐ４が15cm、Ｐ５が14cm、Ｐ６が９cm、Ｐ７が８cmを

測り、柱は、北側のＰ１、Ｐ６、Ｐ７についてはやや深さが浅く、表土剥ぎ時にやや深く削りすぎてし

まったことが原因と考えられ、それ以外の柱穴の深さは大体平均15cm程度であった。また、平面上から、

柱穴径が小さいことから、掘り方がそのまま、柱穴痕となっていることが確認された。また、断面上か

らはいずれの柱穴においても柱痕跡そのものと断定できるものは確認されなかったが、先に述べたよう

に柱穴痕が掘り方そのものであれば、確認できたことになろう。

　この建物跡は、Ｐ２がやや建物内に寄っている点、Ｐ５とＰ６との柱間が広く、東面、西面、北面と

３面に渡って柱筋が悪い建物である。土層断面から観察すると、柱痕跡として推定される柱の直径は小

さく、約15～18cmと推定される。

　出土遺物は、検出されなかった。

第６号掘立柱建物跡（第４５図）

　Ｃ－２５グリッド（Ｆ区）から検出した。いずれの遺構とも直接の重複関係はないが、直接切り合い

の関係にはない、第７号掘立柱建物跡と重複関係にある。

　２間×２間の側柱式掘立柱建物跡で、規模は、桁行は2.65ｍ（8.7尺）、梁行は2.76ｍ（９尺）で、面

積は約7.3m2を測る。柱間は、桁行が北から東面で1.3ｍ-1.38ｍ（4-4.5尺）、西面で1.32ｍ-1.26ｍ（４尺）、

梁行が西から北面で1.23ｍ-1.60ｍ（4-5尺）、南面で1.00-1.85ｍ（3-6尺）であった。主軸方位は、Ｎ－

５５°－Ｅをを指す。

　柱穴は円形、楕円形状と様々な掘り方で、長軸0.18-0.20ｍ、短軸0.16-0.19ｍを測る。掘り方の深さは、

いずれも確認面からＰ１が12cm、Ｐ２が10cm、Ｐ３が13cm、Ｐ４が９cm、Ｐ５が10cm、Ｐ６が10cm、Ｐ

７が10cm、Ｐ８が12cmを測り、一貫してほぼ同様の深さであった。

　柱は、Ｐ４～６、８を除き平面確認で柱痕跡が確認でき、ピットによって南に偏ったり、西に偏った

りとまちまちであり大体が外に寄っていた。また、Ｐ４とＰ５は柱間が狭小で、Ｐ８は建物内に寄って

おり、柱筋の通りが悪い建物である。しかし、土層断面観察からは明確な柱痕跡が確認でき、柱痕跡か

ら推定される柱の直径は、約12cmと推定される。

　出土遺物は、残念ながら確認されなかった。



― 58 ― ― 59 ―

第７号掘立柱建物跡（第４５図）

　Ｃ－２５グリッド（Ｆ区）から検出した。第５１号土坑と直接重複関係にあり、本遺構が、その土坑

を切っている。なお、直接切り合いの関係にはないが、第６号掘立柱建物跡と重複関係にある。

　１間×１間の側柱式掘立柱建物跡で、規模は、桁行・梁行とも2.35ｍ（7.7尺）、面積は約7.8m2を測る。

柱間も、桁行・梁行とも2.35ｍ（7.7尺）である。主軸方位は、第6号掘立柱建物跡と同様にＮ－５５°

－Ｅを指す。

　柱穴は円形、楕円形状と様々な掘り方で、長軸0.18ｍ-0.30ｍ、短軸0.26～0.30ｍを測る。掘り方の深

さは、いずれも確認面からＰ１が17cm、Ｐ２が16cm、Ｐ３が25cm、Ｐ４が16cmを測り、Ｐ３が一番深い。

　すべてのピットの平面確認で柱痕跡が確認でき、その全てにおいて掘り方の中央部より外に偏ってい

た。また、Ｐ３が若干南西方向に寄っているが、柱筋の通りが概ね良い建物である。土層断面観察から

柱痕跡が確認でき、そこから推定される柱の直径は、約13～18cmと推定される。

　出土遺物は、検出されなかった。

第４５図　第６・７号掘立柱建物跡（Ｆ区）

4
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第８号掘立柱建物跡（第４６図）

　Ｃ－２５グリッド（Ｆ区）から検出した。直

接の重複関係にある遺構は検出されなかった

が、直接切り合いの関係ではないが、第２４５、

２４６号ピットと重複関係にある。

　大半が調査区域外であるが、２間以上×１間

以上の南北棟側柱式掘立柱建物跡と推定され、

規模は、桁行は2.2ｍ（7.2尺）、梁行は3.2ｍ（10.5

尺）で、面積は約7m2を測る。柱間は、桁行が

北から東面で2.2ｍ（7.2尺）、梁行が西から北

面で1.9ｍ-1.3ｍ（6.2-4.2尺）であった。主軸

方位は、ほぼ真北をを指す。

　柱穴は円形、楕円形状と様々な掘り方で、長

軸0.18ｍ-0.30ｍ、短軸0.26～0.30ｍを測る。掘

り方の深さは、いずれも確認面からＰ１が15cm、

Ｐ２が10cm、Ｐ３が9cm、Ｐ４が13cmを測り、大体均等な深さであった。

　すべてのピットの平面確認で柱痕跡が確認でき、いずれも、ピットの掘り方がそのまま柱穴痕となっ

ているようである。また、Ｐ２が若干東方向に寄っているが、柱筋の通りが概ね良い建物である。土層

断面観察から柱痕跡の確認はできなかったが、掘り方をそのまま柱穴痕と考え、そこから推定される柱

の直径は、約18～20cmと推定される。

　出土遺物は、検出されなかった。

第４６図　第８号掘立柱建物跡（Ｆ区）
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３　河川跡

第１号河川跡（第４７図）

　Ｏ－１０グリッド（Ｃ区）から検出した。第109号ピットと重複関係にあり、河川跡の一部を掘り込

んでいた。

　規模は、検出長4.85ｍ、幅0.57～1.82ｍ、深さは確認面から0.20ｍであった。河川はほぼまっすぐに

南西から北東に向かっており、平面上からは、流路跡の底部付近しか確認できなかった。しかし、土層

断面を観察すると、現地表面下0.65ｍから河川跡の掘り込みが確認でき、上から灰褐色の粘質土（５．

６層）、暗灰黄粘質土（８層）、黒褐色粘質土（９層）、暗オリーブ褐やや粘質土（１０層）の順で堆積

しており、第１０層に至っては西に向かって緩やかに立ち上がっており、それは検出全幅で5.8ｍ続く。

底部付近は粘質土が堆積し、河川の底部中央に向かって、落ち込んでいる様子が確認できる。また、土

層断面からは、第１３、１４層にピットが確認できる。場合によれば、橋脚の跡の可能性も考えられる。

残念ながら、出土遺物は検出されなかったが、土層から判断すると時期は、中世以前からの掘り込みと

考えられる。なお、東面の調査区域外にはこの河川跡と隣接して、灌漑工事で舗装されている農業用水

路が平行して流れている。この河川跡については、この農業用水路との関連性が考えられる。

第４７図　第１号河川跡（Ｃ区）
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４　溝跡

　溝跡は、総じて１０条検出した。Ａ区からは第１、２号溝跡が、調査区の東西で検出された。Ｂ区か

らは第３号溝跡が東側に検出し、第４号溝跡は他とは異なる東西方向に走っていた。Ｃ区からは第５号

溝跡が河川跡のそばに検出し、第６号溝跡はＤ区のやや西よりに検出し、底部から川原石が多量に検出

したことから、流路跡と推定される。また第７号溝跡はＤ区の西で確認され、溝の終点を確認すること

ができた。Ｆ区の第８号溝跡はＶ字の断面で、細長い溝跡であり、第１０号溝跡は深く、幅のある溝で、

流路溝と区画溝としての性格がある。いずれの溝跡も、第４号溝跡を除き、同一の北東方向に向かって

延伸していた。

　以下溝跡ごとに詳細を記載する。

第１号溝跡（第４８図）

　Ｖ－１グリッド（Ａ区）から検出した。他の遺構と重複関係はなく、大半は調査区域外であった。

　規模は、検出長3.73ｍ、幅0.26ｍ、深さは0.30～0.35ｍであった。表土除去の際に掘削深度が少々深かっ

たのが要因であろうが、本溝跡は、一部で起伏が激しく、部分的に途切れている。溝は南西から北東方

向に延びており、北東方向に傾斜が確認できる。

　残念ながら、出土遺物は検出されなかった。

第４８図　第１・２号溝跡・第２号溝跡出土遺物（Ａ区）
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第２号溝跡（第４８図）

　Ｓ－５グリッド（Ａ区）から検出した。試掘トレンチにより掘り込まれ、一部は調査区域外であった。

　規模は、検出長2.85ｍ、幅0.35～0.58ｍ、深さは0.18ｍであった。１号溝跡同様、南西から北東方向

に延びているが、直線的ではなく、やや曲線気味である。底部付近からは、川原石程度の礫が数点見ら

れた。出土遺物は須恵器坏、甕片が出土した。どちらも末野産と推定される。なお、時期は９世紀代と

考えられる。

第１５表　第２号溝跡出土遺物観察表（Ａ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
須恵器
坏

(13.2) (5.7) - ＡＧＩＮ 灰7.5Ｙ-6/1 Ａ 15％ 回転ナデ 末野産

2
須恵器
甕

- - - ＡＢＩＮ 灰Ｎ6/0 Ａ 破片 末野産

第３号溝跡（第４９・５０図）

　Ｒ－７グリッド（Ｂ区）から検出した。第１４号土坑と重複しており、土坑を掘り込んでいた。また、

一部は調査区域外である。

　規模は、全長4.22ｍ、幅0.31～0.71ｍ、深さは0.15～0.20ｍであった。先の第１、２号溝跡とともに、

南西から北東方向に走り、調査区域外に至る。また、本溝跡は双方の端から中央部付近に向かってなだ

らかな傾斜があった。溝跡は蛇行した曲線を描いており、底部付近は小礫をいくらか確認できた。

　出土遺物は図示可能な遺物が多く出土しており、土師器坏、椀、甕、須恵器坏、皿、椀、長頸瓶など

が出土した。底部調整に周縁ヘラケズリなどがみられ、土師器甕の一部には８世紀初めごろと考えられ

るものもあるが、この溝跡の主体的な時期は９世紀後半～１０世紀初めと推定される。

第４９図　第３・４号溝跡（Ｂ区）



― 64 ― ― 65 ―

第５０図　第３号溝跡出土遺物（Ｂ区）

第１６表　第３号溝跡出土遺物観察表（Ｂ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
坏

(14.2) 2.5 (7.2) ＡＥＩＮ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｂ 20％ 口縁部外反　底部摩耗著しい

2
土師器
坏

- (2.2) (6.2) ＡＤＩＮ にぶい黄橙10ＹＲ-6/4 Ｂ 底部60％
回転ナデ　　底部回転周縁ヘラケズ
リ

3
土師器
椀

- (3.5) (6.8) ＢＤＥＨＩＮ
外：にぶい黄橙10ＹＲ-6/4
内：黒褐10ＹＲ-3/1

Ｂ 底部30％ 内面黒色　回転ナデ

4
須恵器
皿

(14.0) (2.0) - ＡＢＥＫ にぶい黄2.5Ｙ-6/4 Ｂ 口縁部20％
口縁部外反
回転ナデ

5
須恵器
坏

- (2.3) (5.6) ＡＤＥＧＨＩＮ にぶい黄2.5Ｙ-6/3 Ｂ 底部30％
回転ナデ
底部回転周縁ヘラケズリ

6
須恵器
椀

(15.5) (4.2) - ＡＤＮ 灰10ＹＲ-5/1 Ｂ 口縁部20％ 回転ナデ

7
須恵器
椀

- (3.2) (7.4) ＡＢＤＥＨＮ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 底部40％ 回転ナデ 末野産

8
須恵器
椀

- (2.1) (6.2) ＡＤＥＧＨＩＮ 灰Ｎ-6/ Ｂ 底部30％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

9
須恵器
皿

(14.2) (1.6) - ＢＤＨＩＮ 灰オリーブ5Ｙ-6/2 Ｂ 口縁部10％ 末野産

10
土師器
甕

(20.5) (4.2) - ＡＢＥＩＪ 明赤褐2.5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部20％
口縁部外反し短長
口縁部外面指頭圧痕

11
土師器
甕

(20.0) (3.3) - ＡＢＥＩＪ 赤褐5ＹＲ-4/6 Ｂ 口縁部30％
口縁部わずかに外反

12
土師器
甕

(18.6) (5.1) - ＡＤＪＮ 橙5ＹＲ-7/8 Ｂ 口縁部30％
口縁部やや「コ」の字状
口縁部外面指頭圧痕

13
須恵器
長頸瓶

(21.2) (4.5) - ＡＤＩＮ 明黄褐10ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部10％
回転ナデ
やや厚手か

14
須恵器
甕

- - - ＡＢＩＬ 灰白Ｎ-7/0 Ａ 胴部破片 胴部外面平行叩き目

第４号溝跡（第４９図）

　Ｐ－８．Ｑ－８グリッド（Ｂ区）から検出した。第９８、９９号ピットと重複関係にあり、それらが、

溝跡を掘り込んでいた。

　規模は、推定長1.93ｍ、幅0.34ｍ、深さは0.20ｍであった。第９９号ピットにより溝跡の端が不明で

あるが、ほぼ南東から南西方向に伸びており、深さも端から端までほぼ一貫しており、底部付近は小礫

を多く含んでいた。溝跡の覆土は、第１号溝跡などとは異なり、暗灰褐色土や灰黄褐色土が含まれてお

り、地山に近づくにつれ砂混じりであった。

　出土遺物は、一部図示可能な土師器杯片１点出土したが、図示可能な遺物ではなかった。
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第５号溝跡（第５１図）

　Ｏ－１０グリッド（Ｃ区）から検出した。第6号性格不明遺構と重複関係にあり、それらが、溝跡を

掘り込んでいた。

　規模は、検出長1.25ｍ、幅0.46ｍ、深さは0.10ｍであった。第６号性格不明遺構により全景は不明で

あるが、南西から北東方向に伸びているものと推定され、底部は一貫して同じ深さであった。

　遺物は、土師器片数点が出土したが、図示可能な遺物ではなかった。

第５１図　第５号溝跡（Ｃ区）

第６号溝跡（第５２図）

　Ｊ－１６グリッド（Ｄ区）から検出した。第１号掘立柱建物跡と重複関係にあり、そのＰ５～Ｐ７が

直接の重複関係にあり、それらを溝が掘り込んでいた。また、第１８４号ピットと重複関係にあり、溝

跡を掘り込んでいた。溝跡の始点、終点ともに調査区域外であった。

　規模は、検出長5.06ｍ、最大幅1.24～1.81ｍ、深さは壁面の断面観察から0.75ｍであった。本溝跡は、

南西から北東方向に延びており、底部付近には大量の礫が堆積していた。土層断面を観察すると、上層

部分は洪水層の堆積、底部付近には灰オリーブなどの粘質土、最終層は礫を含む、砂質土であった。さ

らに底部は掘立柱建物跡のピットである。流路跡であろうことが想定できる。出土遺物は土師器坏、須

恵器坏、蓋、土錘、古銭（元豊通宝）などが出土した。土器の大多数が９世紀前半と推定でき、溝とし

ての時期は大体その時期であろう。埋没時期についても、出土した古銭の始鋳時期が１０７８年である

ことから、それ以降と判断できる。

第７号溝跡（第５２図）

　Ｊ－１６グリッド（Ｄ区）から検出した。複数の遺構と重複関係があり、第１９８、１９９号ピット

が溝跡を一部掘り込んでいた。一部調査区域外であるが、溝の終点だろう位置を確認できた。

　規模は、検出長4.51ｍ、幅0.50～0.60ｍ、深さは0.18ｍであった。南西から東北方向に伸びているだ

ろうことが想定できる。

　出土遺物は土師器甕片、須恵器坏片が数点検出されたが図示可能な遺物ではなかった。
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第５２図　第６・７号溝跡（Ｄ区）

第１７表　第６号溝跡出土遺物観察表（Ｄ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1
土師器
坏

(10.7) (2.4) - ＡＢＤＥＩＭ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部20％ 外面底部付近ヘラケズリ

2
土師器
杯

(13.1) (2.5) - ＡＤＧ 橙7.5ＹＲ-7/6 Ｂ 口縁部20％
外面体部指頭圧痕
外面底部周辺ヘラケズリ

3
土師器
杯

(10.6) 2.1 (8.0) ＡＢＥＩＫ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 10%
体部外面下部ヘラケズリ
平底

4
土師器
坏

(14.0) 1.9 (10.0) ＡＩ 橙5ＹＲ-6/8 Ｂ 15%
消耗著しい
浅身で平底

5
須恵器
坏

(12.5) 3.4 6.8 ＡＦＧＮ 灰Ｎ-6/ Ａ 60%
やや厚手、口縁部わずかに外反、底
部回転糸切り
回転ナデ

末野産

6
須恵器
坏

(11.7) (3.4) (6.7) ＡＢ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ
口縁部10％
底部50％

内外面底部火襷痕
口縁部自然釉付着
底部回転周縁ヘラケズリ

末野産

7
須恵器
坏

(12.6) 3.5 7.0 ＡＢＤＥＦ 灰白10ＹＲ-8/1 Ａ 50%
口縁部外反、回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

8
須恵器
坏

(12.8) 3.1 (7.0) ＡＢＦＧＨＮ
外：灰5Ｙ-6/1
内：灰オリーブ5Ｙ-6/2

Ｂ 50%
回転ナデ
口縁部緩やかに外反
底部回転周縁ヘラケズリ

9
須恵器
坏

(12.0) (3.1) - ＡＢ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部20％ 口縁部自然釉付着 末野産

10
須恵器
坏

(12.0) (3.0) - ＡＢＥＦ 灰7.5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部20％ 回転ナデ、やや厚手 南比企産

11
須恵器
坏

- (2.4) (7.0) ＡＢＤＦＨＮ 灰7.5Ｙ-6/1 Ｂ 底部50%
回転ナデ
底部回転ヘラケズリ

12
須恵器
蓋

(14.8) (2.5) - ＡＢＮ 灰Ｎ5/ Ａ 縁部20％ 回転ナデ 末野産

13
須恵器
甕

(51.2) (3.9) - ＡＢＤＨＩ 灰5Ｙ-4/1 Ｂ 口縁部10％ 口辺部波状文2条 末野産？

14
須恵器
甕

- - - ＡＢＥＧＮ
外：暗青灰5ＰＢ-4/1
内：青灰5ＰＢ-6/1

Ａ 胴部破片
内面同心円状あて具痕
外面平行叩き目（重ね）

末野産

15
須恵器
甕

- - - ＡＦＧＮ 灰7.5Ｙ-4/1 Ａ 胴部破片 外面平行叩き目 末野産
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第５３図　第６号溝跡出土遺物（Ｄ区）

16、21は１／２スケール
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第１７表　第６号溝跡出土遺物観察表（Ｄ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

16 土錘 最大長　4.7　最大幅　1.2　孔径　0.3　重さ　5ｇ

17 すり石 最大長　25.7　最大幅　10.0　最大厚　6.5　重さ　2400ｇ 全面磨り痕、表裏面に斜位有溝

18 すり石 最大長　（9.9）　最大幅　8.5　最大厚　2.1　重さ　269ｇ 砂石

19 有溝砥石 最大長　（7.4）　最大幅　6.8　最大厚　4.5　重さ　300ｇ
被熱による赤化
表面に溝数条

砂石

20
すり石or
臼片

最大長　（13.8）　最大幅　（9.6）　最大厚　（7.2）　重さ　1080ｇ 表裏のみ磨り痕

21 古銭 径　2.4　重量　2.8ｇ 「元豊通宝」　北宋（1078年～）

第８号溝跡（第５４図）

　Ｄ－２４グリッド（Ｆ区）から検出した。直接の重複関係はないが第５号掘立柱建物跡と重複関係に

ある。

　規模は、全長6.81ｍ、幅0.28～0.30ｍ、深さは壁面の土層観察から0.5ｍであった。若干の傾斜である

が南西から北東に真っ直ぐ走り、北東に向かうにつれ、少しずつ幅広になる。土層を観察すると、「Ｖ」

字の掘り方で、数層にわたって堆積が確認できることから、自然に時間をかけた堆積であることがわか

る。

　出土遺物は土師器甕片が検出されたが図示可能な遺物ではなかった。

第９号溝跡（第５４図）

　Ｃ－２４グリッド（Ｆ区）から検出した。他の遺構との重複関係はない。

　規模は、検出長1.31ｍ、幅0.29ｍ、深さは0.18ｍであった。他の溝跡と同様、南西から北東に伸びる

溝であるが、底部には傾斜はなく、ほぼ一貫して同じ深さである。溝跡の覆土は、、３層とも暗灰色や

黒色の粘質土である。

　遺物については土師器杯片１点出土したが、図示可能な遺物ではなかった。

第１０号溝跡（第５４・５５・５６図）

　Ｃ－２４、２５・Ｄ－２５グリッド（Ｆ区）から検出した。第２８８号ピットと重複関係にあり、そ

のピットを切っていた。

　規模は、検出長７ｍ、幅3.12～3.52ｍ、深さは1.2ｍであった。この溝についても、他の溝跡と同様に、

南西から北東方向に伸びており、北東へ向かって傾斜しており、幅も北東に向かうにつれて広くなる。

土層断面を観察すると、かなり複雑な堆積の仕方がみられ、中間層では砂質土の青灰色や、灰白色が含

まれ、溝底部付近ではシルト質や粘質土で青灰色や白灰色の土層が多くみられる。堆積状況を考慮に入

れると、水の流れた流路跡と区画溝を兼ねた溝としてのイメージも考えられる。

　出土遺物は、土師器坏、壺、甕、須恵器椀、皿、壺、甕、風字硯などが出土した。須恵器の産地はさ

まざまで南比企、末野産、三毳産と推定されるものも確認できる。遺物の時期もまちまちで、土師器坏

については、７世紀末～８世紀初頭、須恵器については、８世紀初め～中ごろもあれば、８世紀末～９

世紀初めのものも確認できる。このことは、この溝が７世紀末～９世紀以降に渡って長期間利用されて

きたことを意味する。
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第５４図　第８～１０号溝跡（Ｆ区）
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第５５図　第１０号溝跡出土遺物（Ｆ区）
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第５６図　第１０号溝跡出土遺物（Ｆ区）
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第１８表　第１０号溝跡出土遺物観察表（Ｆ区）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1 土師器
坏 (11.8) 3.4 (5.0) ＡＢＤＥＧＨＫ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 50％ やや口縁部外反

底部外面ヘラケズリ

2 土師器
坏 13.2 3.5 7.0 ＡＢＤＥＩＫ 外：橙2.5ＹＲ-6/8

内：黄橙7.5ＹＲ-7/8 Ｂ 70％
口縁部外面沈線
体部外面ヘラケズリ
内面放射線状暗文

3 土師器
坏 (12.4) (3.3) - ＡＤＥＫＮ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｃ 口縁部20％ 丸身

4 土師器
坏 11.9 3.8 6.5 ＡＤＩＫＭ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 90％

口縁部内湾　　丸身
体部内面指頭圧痕　
内外面ススわずかに付着

5 土師器
坏 (12.8) (3.2) - ＡＢＤＥＧＨＩＫ 明褐7.5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部20％ 口縁部やや内湾

丸身

6 土師器
坏 (14.8) (3.2) - ＢＤＧＫ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 20%

7 土師器
坏 (12.6) (2.6) - ＢＤＧＨＩＫ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 20% 口縁部やや内湾

底部外面ヘラケズリ

8 土師器
坏 (13.0) (2.2) - ＡＢＩ 明褐7.5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部20％

9 土師器
坏 (13.0) (2.5) - ＡＢＤＥＨＩＫ 明褐7.5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部10％ 口縁部直線的

10 土師器
坏 (11.2) (2.4) - ＡＢＥＩＪ 明赤褐5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部30％ 口縁部やや内湾

11 土師器
坏 (12.8) 2.7 (8.5) ＡＢＤＥＨＩＫ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 30％ 口縁部直線的

12 須恵器
坏 - (2.4) (7.0) ＡＢＧＮ 灰白5Ｙ-7/2 Ｂ 底部20％ 回転ナデ　底部回転ヘラケズリ 末野産

13 須恵器
坏 (13.6) (3.5) (7.0) ＡＤＨＮ 灰黄褐10ＹＲ-6/2 Ｂ 口縁部10％ 末野産

14 須恵器
坏 (12.2) (3.5) - ＡＤＦＨ 灰白Ｎ-7/ Ｂ 口縁部20％ やや口縁部外反

回転ナデ 南比企産

15 須恵器
坏 (13.8) (3.2) - ＡＢＥＧＮ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ｂ 口縁部20％ 回転ナデ　口縁部外反 末野産

16 須恵器
坏 - (2.2) (9.0) ＡＢＦＮ 灰白7.5Ｙ-7/1 Ｂ 底部20％ 回転ナデ　厚い

底部回転ヘラケズリ 南比企産

17 須恵器
坏 - (1.3) (7.4) ＡＢＥＦＧＨ 灰白7.5Ｙ-7/1 Ｂ 底部20％ 回転ナデ

底部回転ヘラケズリ 南比企産

18 須恵器
坏 - (1.0) (8.0) ＡＢＮ 灰白7.5Ｙ-7/1 Ａ 底部40％ 回転ナデ

底部内面ミガキ 三毳産？

19 須恵器
坏 - (0.7) (6.8) ＡＢＤＦＧＨ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ｂ 底部50％ 回転ナデ

底部回転ヘラケズリ 南比企産

20 須恵器
坏 - (1.2) (6.8) ＡＢＤＮ 灰Ｎ-5/ Ｂ 底部30％ 回転ナデ

底部回転周縁ヘラケズリ

21 須恵器
坏 - (0.7) (7.0) ＡＢＤＦＧＮ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ｂ 底部50％ 回転ナデ

底部回転周縁ヘラケズリ 末野産

22 須恵器
坏 - (0.9) (7.0) ＡＢＤＦＨ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｂ 底部30％ 回転ナデ

底部回転周縁ヘラケズリ 南比企産

23 須恵器
坏 - (1.2) (6.4) ＡＢＤＨＮ 褐灰7.5ＹＲ-6/1 Ｂ 底部50％ 回転ナデ

底部回転糸切り 末野産

24 須恵器
椀 - (6.0) (7.0) ＡＢＤＮ 灰白5Ｙ-7/1 Ｃ 体部～底部40％ 回転ナデ

底部回転糸切り 末野産？

25 須恵器
椀 - (1.9) 7.2 ＡＢＩＮ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ｂ 底部100％ 台部接着痕

回転ナデ　底部回転糸切り 末野産？

26 須恵器
皿 (15.0) 2.4 8.0 ＡＢＨＩＮ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 70％ 口縁部大きく外反

回転ナデ　底部回転糸切り 末野産

27 土師器
甕 - (3.3) 3.8 ＡＢＥＪ 外：にぶい黄褐5/4

内：明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 底部100％ 胴部外面斜位ヘラケズリ

28 土師器
甕 - (2.3) 3.4 ＡＢＤＩ 黒7.5ＹＲ-2/1 Ｂ 底部100％ もしくは手捏ね土器か？

29 土師器
壷 - (4.7) 7.0 ＡＢＤＥＫ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 底部100％ 胴部外面斜位ヘラケズリ

30 須恵器
長頸瓶 (14.9) (4.8) - ＡＢＮ 灰Ｎ-5/ Ｂ 口縁部10％ 回転ナデ 末野産

31 須恵器
長頸瓶 - (6.5) - ＡＢＨＮ 灰7.5Ｙ-5/1 Ｂ 頸部～肩部30％ 内外面自然釉添付

胴部内面指頭圧痕 南比企産

32 須恵器
甕 (25.0) (4.2) - ＡＢＤＦＨ 灰Ｎ-6 Ｂ 口縁部10％ 回転ナデ 南比企産

33 須恵器
甕 - (12.9) - ＡＢＤＥＨＮ 灰オリーブ5Ｙ-6/2 Ｂ 肩～胴部破片 胴部外面平行叩き目

胴部内面同心円状当て具痕

34 須恵器
甕 - - - ＡＢＨ 灰Ｎ-4/ Ｂ 胴部破片 外面平行叩き目 南比企産

35 須恵器
甕 - - - ＡＢＤＨ 外：灰Ｎ-4/

内：灰Ｎ-5/ Ｂ 胴部破片 外面平行叩き目
内面同心円状当て具痕 末野産

36 須恵器
甕 - - - ＡＨＮ 灰Ｎ-6/ Ｂ 破片 外面平行叩き目（重ね）

内面同心円状当て具痕 末野産

37 須恵器
甕 - - - ＡＢＧＮ 灰白10Ｙ-7/1 Ｂ 胴部破片 末野産

38 長頸壷
須恵器

頸径
（18.6） (6.1) - ＡＢＦＮ 外：灰Ｎ-4/1

内：灰Ｎ-6/ Ａ 頸部20％ 口縁部外面粘土紐積上痕 南比企産

39 須恵器
壷

頸径
（12.2） (5.7) - ＡＢＥＮ 外：灰5Ｙ-4/1

内：青灰5ＰＢ-5/1 Ｂ 頸部20％ 南比企産

40 縄文土器
深鉢 - - - ＡＤＥＫＮ 褐灰7.5ＹＲ-4/1 Ｂ 胴部上端破片 加曾利式　重弧文系？

41 風字硯 最大長　（12.1）　最大幅　（9.2）　最大厚　（1.4）　重さ15.6ｇ　 Ｂ 50％ 硯手前部分欠損
脚が確認できないため、傾斜不明 末野産？

42 すり石 最大長　12.3　最大幅　5.3　最大厚　3.3　重さ　301ｇ 自然穿孔有 緑色片岩

43 すり石 最大長　15.4　最大幅　5.3　最大厚　3.0　重さ　335ｇ 凝灰岩

44 すり石 最大長　16.6　最大幅　5.3　最大厚　4.1　重さ　55.3ｇ 上下部敲打痕　全面擦り痕 砂岩

45 すり石 最大長　14.5　最大幅　4.7　最大厚　3.6　重さ　350ｇ 上下部敲打痕　一面擦り痕 砂岩

46 すり石 最大長　13.2　最大幅　9.7　最大厚　2.1　重さ　440ｇ 全面擦り痕 閃緑岩
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５　火葬跡

第１号火葬跡（第５７・５８図）

　Ｍ－１２．１３グリッド（Ｃ区）から検出した。他の遺構との重複関係はない。

　規模は、検出長軸1.35ｍ、短軸0.85ｍ、深さは0.80ｍであった。なお、この火葬跡は東側に昇降用と

考えられる階段状の段差が確認できた。土層はほぼ水平堆積であるが、一部レンズ状に堆積しているこ

とも観察できる。覆土は炭化物が混ざった黒褐色や灰黄褐色が主体となり堆積しており、底部付近はか

なりの粘質土で底部４層は人工的に埋められた形跡をもつ。また、床面は平坦で、周囲に川原石が散乱

していた。人骨等は確認されなかった。

　出土遺物は、土師器の椀と甕で、甕は口縁部が「コ」の字状である。これらの遺物から時期を想定す

ると、大体９世紀中ごろから後半と考えられる。

第５７図　第１・２号火葬跡（Ｃ・Ｄ区）

3



― 74 ― ― 75 ―

第５８図　第１・２号火葬跡出土遺物（Ｃ・Ｄ区）

第２号火葬跡（第５７・５８図）

　Ｋ－１５・１６グリッド（Ｄ区）から検出した。他の遺構と重複関係にあり、第１６３、１６４、１

７０、１７１号ピットに一部を掘り込まれていた。

　規模は、検出長軸2.5ｍ、短軸2.12ｍ、深さは0.9ｍであった。この火葬跡は規模が第１号火葬跡と比

較すると規模が大きい。掘り方は昇降可能なように、２段階の掘り方となっており、１段目は、南側で

平坦な落ち方となり、そこから北側に向かって、鋭角に土坑状の落ち込みとなっている。規模は長軸1.9

ｍ、短軸1.65ｍのいびつな楕円状で、底部に川原石が散乱し、少量の土器片が出土した。土層はレンズ

状堆積であり、自然堆積であろうと考えられる。覆土は多くが灰オリーブ色や暗灰黄褐色で底部を黒褐

色の粘質土が堆積していた。各所の覆土に炭化物が含まれていたが、焼土と思われる粒子の確認はでき

なかった。しかし、第２６層の底部には焼土痕が残っており、火葬後に祭祀的な儀礼をしたのだろうか。

12、13は１／２スケール
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しかし、この第２６層から２８層については、この火葬跡が埋没してから、改めてピット状に掘り返し

ており、そのことを考慮に入れると、この祭祀的な儀礼というものに時期差を感じる。場合によっては

別遺構の掘り込みである可能性も考えられる。

　また、この火葬跡からは火葬跡の出土としては多量の出土があった。出土遺物としては、土師器甕、

須恵器坏、椀、甕、灰釉陶器椀などが確認され、出土遺物から８世紀後半～９世紀初めの時期と考えら

れる。

　この遺構については、火葬跡としているが、覆土から炭化物は確認されたが、焼土の確認がないとい

う点や、火葬跡のわりに出土遺物が多いことから、やや疑問を持つ。場合によっては、墓や住居跡の隅

の遺構である可能性も否めないと考える。

第１９表　第１・２号火葬跡出土遺物観察表（Ｃ・Ｄ区）

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1-1 第１号火葬跡
土師器
椀

(13.4) (4.3) - ＡＢＤＩ にぶい黄褐10ＹＲ-5/4 Ｃ 口縁部～体部20％ 口縁部外反

1-2 第１号火葬跡
土師器
甕

(20.7) (4.7) - ＡＢＥ 橙7.5ＹＲ-7/6 Ｂ 口縁部20％
やや「コ」の字状
口縁部短　
口縁部外面粘土紐積上痕

2-1 第２号火葬跡
須恵器
坏

(12.1) 4.2 (5.5) ＢＤＧＨＫＮ 灰白10ＹＲ-8/2 Ｂ 50％
回転ナデ
体部直線的
底部回転糸切り

末野産

2-2 第２号火葬跡
須恵器
坏

- (1.8) (8.0) ＡＢＦＨＮ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 底部20％ 底部回転周縁ヘラケズリ 南比企産

2-3 第２号火葬跡
須恵器
坏

(13.8) (3.1) - ＡＢＦＨＮ 灰5Ｙ-5/1 Ａ 口縁部20％
回転ナデ
口縁部わずかに外反

2-4 第２号火葬跡
須恵器
坏

(12.0) (3.0) - Ｄ 灰白10ＹＲ-7/1 Ｂ 口縁部30％
回転ナデ
口縁部外反

末野産

2-5 第２号火葬跡
須恵器
椀

- (3.8) (7.7) ＡＢＤＨＩＮ 黄灰2.5-6/1 Ｂ 体部～底部30％
台部外面接着痕
外面回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

2-6 第２号火葬跡
土師質土器

坏
(14.3) (4.5) - ＥＩＪＬＮ 灰褐7.5ＹＲ-4/2 Ｂ 口縁部20％

回転ナデ
口縁部やや外反

2-7 第２号火葬跡
灰釉陶器

椀
- (2.8) 7.0 ＡＢＤＨＮ 明褐灰7.5ＹＲ-7/1 Ｂ 底部100％ 内外面釉薬あり　ツケガケ

2-8 第２号火葬跡
土師器
甕

- (5.3) (6.2) ＡＢＤＥＧＨＩＫ 橙7.5ＹＲ-7/6 Ｂ 底部50％
底部外面周辺ヘラケズリ後ナデ
調整
外面胴部斜位ヘラケズリ

2-9 第２号火葬跡
土師器
甕

(20.4) (16.5) ＡＢＤＥＧＩ にぶい黄橙10ＹＲ-7/3 Ｂ 口縁～胴部20％
外面胴部横位～縦位ヘラケズリ
口縁部緩やかに外反

2-10 第２号火葬跡
土師器

鉢or台付甕
14.8 (12.4) - ＡＢＪＭＯ 橙2.5ＹＲ-7/8 Ｂ 口縁部～胴部80％

外面わずかスス付着
胴部横位～斜位ヘラケズリ
口縁部緩やかに外反

2-11 第２号火葬跡
須恵器
甕

(33.6) (6.8) - ＡＤＨＩＬＮ 黄灰2.5Ｙ-5/1 Ｂ 口縁部10％ 外面ナデ

2-12 第２号火葬跡 鉄釘 最大長　(4.3)　最大幅　0.7　最大厚　(1.0)　重さ　5ｇ 頭部、先端部欠損

2-13 第２号火葬跡 鉄釘 最大長　(3.7)　最大幅　0.8　最大厚　(1.0)　重さ　3ｇ 頭部、先端部欠損

2-14 第２号火葬跡 すり石 最大長　7.7　最大幅　6.9　最大厚　1.4　重さ　8.5ｇ 擦り痕及び敲打痕
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６　土坑

　土坑は、各調査区を通じて総数６１基検出した。土坑は規模の大きなものもあれば、調査区域外に接

しており、一部のみしか確認できないものもあった。平面プランについては、楕円形または方形を呈す

るものが多い。

　規模は１ｍ～1.5ｍ程度の長軸をとり、深さも40cm程度が平均である。しかし、第１１号土坑などの

ように規模が大きいものや、第７、３４、４０、４２号土坑のように深さが80cmを超えるものもある。

全体の３０％ほどの土坑から出土遺物の検出があり、全てにおける時期特定は難しく、遺物の出土があ

る土坑における時期については、その多くが概ね平安時代（９世紀代）に該当する。

　また、第３号土坑は調査区域外に接しており、平面プランは楕円形と推測されている。土層観察をす

ると、自然堆積によるレンズ状の堆積であることがわかり、主に暗灰黄色で、底部は黒褐色の土層堆積

である。掘り込みは２段階の掘り方を確認でき、１段目は緩やかな傾斜で下がり、２段目は30cm程度下

からほぼ垂直に底部へ落ち込む。このことから柱穴痕と推定できる掘り込みであることがわかる。

　第１１号土坑は試掘トレンチ及び調査区域外に隣接しているが、この遺構は規模が大きく、住居跡の

隅とも推測できるが、土層断面から、住居にしては、壁面部分の落ち込みが鈍角な落ち方をしており、

緩やかな傾斜であった。残念ながら全体の確認が出来なかったため、楕円形の土坑と推測している。

　第１３号土坑はＢ区の東隅に検出され、残念ながら大部分が調査区域外にある。第１２号土坑と重複

関係にあり、それは土層観察からもわかる。第１３号土坑は２段階の落ち込みが確認でき、そのどちら

も鋭角でやや垂直に落ち込む。２段階の落ち込みは平面状でも確認でき、検出された遺構内の中央から

北東に向かって、底部が急激に傾斜している。覆土は水平堆積と一部レンズ状堆積であることから、自

然堆積であることがわかる。残念ながら、遺物などの検出はなかったため、時期の判断はできなかった。

　第２９号土坑は第７号住居跡と重複しており、この土坑を住居が掘り込んでいた。この土坑の断面か

ら覆土の観察をすると、この土層はいずれの土層にもにぶい黄褐色粘質土が混ざっており、明らかに人

工的にこの土坑を埋めたことがわかる。推測するに、第７号住居跡を建築する際に、埋めたことが考え

られる。

　第３７、３８号土坑は楕円形の平面プランであり、第３７号土坑は第３号土坑と類似し、２段階の落

ち込みで、底部付近の土層断面から柱穴痕であることが窺え、第３８号土坑に至っては、土層断面から、

柱穴痕がくっきりと観察することができる。しかしながら、いずれの土坑も周囲に関連づけることの可

能な掘り込みがないことから、土坑としている。

　第４１、４３号土坑、第５５～６１号土坑は平面プランでも方形、もしくは隅丸方形となっており、

掘り込みも、いずれも垂直に掘り込まれていることが確認できる。土層観察においても、鋭角に落ち込

んでいることが確認でき、さらに堆積状況から、大多数の土坑の土層においても水平堆積であることが

わかり、自然堆積により埋設された経緯がわかる。遺物が一部の土坑から出土しており、第４６～４８

号土坑では土師器?、椀、須恵器椀などが出土している。これらから、時期は９世紀後半から１０世紀

初めごろと考えられ、他の土坑についても同様の時期であろうと考えられる。
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　以下、紙面の都合上から、土坑の特徴等について一覧表で掲載をする。（第５９～６９図・第２０・

２１表）

第２０表　土坑一覧表

番号
位置

平面プラン
規模（cm）

重複関係 出土遺物 時期 備考
（グリッド/調査区） （長軸×短軸×深さ）

1 V-1 Ａ区 楕円形？ (84)×140×30

2 V-1.2 Ａ区 楕円形 140×84×22 土師器坏、甕

3 U-3 Ａ区 楕円形？ (70)×62×62 柱痕？

4 U-3 Ａ区 方形？ (88)×42×46 土師器甕、須恵器椀 9ｃ後～10ｃ初？

5 U-3 Ａ区 隅丸方形？ 170×(34)×56

6 U-3 Ａ区 楕円形？ 164×(52)×54 P31､P32

7 T-4 Ａ区 楕円形 150×94×80 SI01

8 T-4 Ａ区 楕円形 142×92×8 P48

9 T-4 Ａ区 不明 (100)×(52)×16

10 S-5 Ａ区 楕円形 190×(112)×18 P61､P62 土師器椀

11 S-5 Ａ区 楕円形？ (236)×(170)×48 須恵器坏、椀、甕

12 R-6 Ｂ区 円形？ 70×(46)×22 SK13 須恵器甕、角釘

13 R-6.7 Ｂ区 不明 (172)×(142)×48 SK12

14 R-7.Q-7 Ｂ区 不明 150×(48)×32 SD03 須恵器椀、滑石製紡錘車

15 Q-7 Ｂ区 不明 (170)×(74)×46 P79 須恵器坏 9ｃ後～10ｃ初？

16 Q-8 Ｂ区 楕円形 148×80×62 P90 須恵器坏、皿、椀 8ｃ後～9ｃ初

17 Q-8 Ｂ区 楕円形 114×70×32 須恵器坏 9ｃ前？

18 Q-8 Ｂ区 楕円形？ (66)×122×22 須恵器坏 9ｃ前？

19 P-8 Ｂ区 楕円形？ (50)×84×(34)

20 P-8 Ｂ区 不明 98×(46)×(36)

21 P-8 Ｂ区 楕円形 106×64×24 P107

22 P-9 Ｂ区 楕円形？ 98×72×58

23 N-12 Ｃ区 隅丸方形？ (78)×96×24 SI05

24 M-12 Ｃ区 長方形 150×86×32

25 M-12 Ｃ区 円形？ 124×62×34

26 M-13 Ｃ区 三角形 74×70×22

27 M-13 Ｃ区 隅丸方形 94×90×18

28 M-13 Ｃ区 円形 106×90×42 P112

29 M-13 Ｃ区 長方形 184×116×44 SI07 土師器台付甕 7ｃ後～8ｃ初？

30 L-13.H-13 Ｃ区 長方形? 154×(42)×22 SI07

31 K-15 Ｄ区 楕円形？ 110×(38)×22

32 K-15 Ｄ区 長方形? (90)×84×64 SI08､SX10

33 K-15 Ｄ区 楕円形？ 94×(38)×52

34 K-15 Ｄ区 三角形 178×160×82 P155､P156 棒状礫器

35 J-15.16 Ｄ区 楕円形？ (110)×100×74 土師器坏、須恵器坏
8ｃ後半及び
9ｃ後～10ｃ初

36 J-16.K-16 Ｄ区 楕円形 158×130×18
SB01､
P182､P183

37 J-16 Ｄ区 円形 72×58×44 柱穴？

38 J-16 Ｄ区 楕円形 138×90×66 P186 土師器坏、須恵器坏、蓋、甕 8ｃ後？

39 F-21 Ｅ区 方形 106×76×60 P204

40 F-21 Ｅ区 円形 82×78×86

41 D-23.E-23 Ｆ区 方形？ 90×(64)×34 SI15､P210

42 D-23 Ｆ区 不明 120×(34)×84 SK43 須恵器甕

43 D-23 Ｆ区 長方形? (114)×134×48 SK42

44 D-23 Ｆ区 不明 138×(80)×64 土師器坏、板碑

45 D-23 Ｆ区 三角形 108×90×22 SI14､P217

46 D-23 Ｆ区 三角形 190×(102)×16 SK47 土師器坏、土師質土器椀 9ｃ後～10ｃ初？

47 D-23 Ｆ区 隅丸方形 180×112×48 SI16､SK46 須恵器椀 9ｃ前～中

48 D-23.D-24 Ｆ区 円形 112×92×12 SI16 土師器坏、椀 9ｃ末～10ｃ初？

49 B-25 Ｆ区 楕円形 72×50×10

50 B-25 Ｆ区 いびつな方形 72×70×12 SK51

51 B-25.C-25 Ｆ区 不明 76×(24)×2 SK50､SB07

52 B-25 Ｆ区 長方形? (120)×102×24 SK53､SK54

53 B-25 Ｆ区 長方形 76×54×28 SK52､SK54

54 B-25 Ｆ区 円形？ 130×(76)×18 SK52､SK53

55 C-25.26 Ｆ区 長方形? 78×64×12 SK56

56 C-25.26 Ｆ区 長方形 64×52×26 SK55

57 B-26 Ｆ区 いびつな長方形 294×122×22 SK58 打製石斧

58 B-26 Ｆ区 長方形 120×102×22 SK57

59 B-26 Ｆ区 長方形 72×62×12

60 B-26 Ｆ区 方形？ (86)×(80)×34

61 A-26.27 Ｆ区 方形？ 156×(82)×32 SX14
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第５９図　第１～１１号土坑（Ａ区）
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第６０図　第１２～２２号土坑（Ｂ区）
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第６１図　第２３～３０号土坑・第２９号土坑出土遺物（Ｃ区）
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第６２図　第３１～３８号土坑（Ｄ区）

第６３図　第３９・４０号土坑（Ｅ区）
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第６４図　第４１～５１号土坑（Ｆ区）
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第６５図　第５２～６１号土坑（Ｆ区）
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第６６図　第２・４・１０・１１号土坑出土遺物（Ａ区）

第２１表　土坑出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

2-1 ＳＫ02
土師器
坏

(14.0) (4.3) - ＡＢＤＩＭ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 20％
口縁部外に外反する
外面ヨコナデ

2-2 ＳＫ02
土師器
甕

(10.8) (5.3) - ＡＢＤＥＪＭＯ にぶい赤褐5ＹＲ-5/4 Ｂ 口縁部～胴部25％
口縁部ヨコナデ
頚部ヘラケズリ

4-1 ＳＫ04
須恵器
椀

14.9 6.5 7.2 ＡＤＥＩ 灰オリーブ5Ｙ-5/2 Ｂ 90％ 外面全面ヨコナデ 末野産

4-2 ＳＫ04
土師器
甕

19.0 (16.6) - ＡＢＣＤＥＧＨＩ 明赤褐2.5ＹＲ-4/6 Ｂ
口縁部～
胴部上半50％

口縁から頚部ヨコナデ
胴部上部ヘラケズリ（ヨコ左廻り）
胴部下部ヘラケズリ（タテ下）

4-3 ＳＫ04
土師器
甕

(20.0) (5.5) - ＡＢＤＥＩＪＫ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部30％
指頭圧痕
口縁部ヨコナデ
頚部から胴部ヘラケズリ（ヨコ）

4-4 ＳＫ04 鉄釘 最大長　（6.5）　最大幅　（0.4）　最大厚　（0.4）　重さ　12ｇ 頭部欠損

10-1 ＳＫ10
土師器
椀

- (4.9) (10.4) ＡＢＤＥ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｂ 底部20％ 胎土しまっている

11-1 ＳＫ11
須恵器
甕

- - - ＡＢＩＮ 灰Ｎ6/0 Ａ 破片 内外面ナデ 末野産

11-2 ＳＫ11
須恵器
坏

- (1.1) (6.0) ＡＢＥＨＮ 灰白10ＹＲ-7/1 Ｂ 底部25％ 末野産

11-3 ＳＫ11
須恵器
椀

- (2.1) (9.2) ＡＢＤＥＧＭＮ 灰黄褐10ＹＲ-6/1 Ｂ 底部20％ 末野産

12-1 ＳＫ12
須恵器
甕

- - - ＡＢＩＮ 暗灰黄2.5Ｙ-5/2 Ｂ 胴部破片
外面平行叩き目
内面同心円状当て具痕

12-2 ＳＫ12 角釘？ 最大長　7.6　最大幅　0.6　最大厚　0.55　重さ　20ｇ 頭部及び先端部欠損

12-3 ＳＫ12 角釘 最大長　7.3　最大幅　0.45　最大厚　0.5　重さ　11ｇ 頭部欠損

14-1 ＳＫ14
須恵器
椀

- (2.0) (6.8) ＡＢＤＩＬ 灰Ｎ6/ Ａ 台部30％
回転ナデ
底部調整不明

末野産

14-2 ＳＫ14
滑石製
紡錘車

最大径　5.1　最大厚　1.4　孔径　0.8　重さ　59ｇ 一部欠損
使用痕鮮明　側面数条溝跡
表面ミガキ痕

滑石製

15-1 ＳＫ15
須恵器
坏

(11.2) (2.7) - ＤＥＨＬ 灰Ｎ6/ Ｂ 口縁部10％
口縁部外反　やや口径小
回転ナデ

末野産

16-1 ＳＫ16
須恵器
坏

(13.3) (3.9) - ＡＤＫＮ オリーブ黄5Ｙ-6/3 Ｂ 口縁部20％ 口縁部外反　回転ナデ 末野産

16-2 ＳＫ16
須恵器
坏

(13.4) (4.2) - ＤＮ 灰白5Ｙ-7/2 Ｂ 口縁部20％ 口縁部外反　回転ナデ 末野産

16-3 ＳＫ16
須恵器
坏

13.8 4.5 5.8 ＢＤＥＨＩＮ 灰Ｎ5/ Ｂ 80％
口縁部やや外反
深身　底部調整不明

末野産

16-4 ＳＫ16
須恵器
坏

- (1.9) (6.6) ＡＤＨＩＮ 黄灰2.5Ｙ-5/1 Ｂ 底部30％
やや厚手
回転ナデ　底部回転糸切り

末野産

16-5 ＳＫ16
須恵器
椀

- (3.2) (7.0) ＡＤＨＩＫＮ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 底部30％
やや厚手
回転ナデ　底部回転糸切り

末野産

16-6 ＳＫ16
土師器
皿

(14.4) (1.9) - ＡＤＥＧＨＩＮ 赤褐5ＹＲ-4/6 Ｂ 口縁部20％ 口縁部肉厚　やや外反

17-1 ＳＫ17
須恵器
坏

- (2.0) (5.8) ＡＢＬ 灰Ｎ-6/0 Ａ 底部75％
体部ほぼ直線的
底部回転糸切り

末野産

4-4は１／２スケール
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第６７図　第１２・１４～１８号土坑出土遺物（Ｂ区）

第６８図　第３４・３５・３８号土坑出土遺物（Ｄ区）

35-7、38-5は１／２スケール
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第６９図　第４２・４４・４６～４８・５７号土坑出土遺物（Ｆ区）
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第２１表　土坑出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

18-1 ＳＫ18
須恵器
坏

- (3.6) (6.6) ＡＢＤＨＬ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 底部30％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

29-1 ＳＫ29
土師器
台付甕

- (4.2) (10.9) ＡＢＣＫ 橙7.5YR-7/6 Ｂ 台部～底部片 台部外面粘土紐積上痕

34-1 ＳＫ34 棒状礫器 最大長　13.7　最大幅　3.8　最大厚　2.4　重さ　217ｇ 砂岩

35-1 ＳＫ35
土師器
坏

（13.0） （8.4） ＡＢＤＥＧＨＩＫＮ 橙2.5ＹＲ-6/8 Ｂ 20％

35-2 ＳＫ35
須恵器
坏

（11.9） 3.4 8.0 ＢＤ
外：灰7.5Ｙ-6/1　
内：灰白2.5Ｙ-8/1

Ｂ 50％
回転ナデ、平底
底部回転ヘラケズリ

上野産？

35-3 ＳＫ35
須恵器
坏

- （1.1） (6.5) ＡＥＦＮ にぶい黄橙10ＹＲ-6/4 Ｂ 底部20％
底部外縁指頭圧痕
底部周縁ヘラケズリ

南比企産

35-4 ＳＫ35
須恵器
坏

- （1.0）（7.4） ＡＥＦＬＮ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ａ 底部50％
底部内面火襷痕
底部回転周縁ヘラケズリ

南比企産

35-5 ＳＫ35
須恵器
椀

（13.9）（3.8） - ＡＢＬＮ 灰白7.5Ｙ-7/1 Ａ 口縁部20％
口縁部外面自然釉
回転ナデ

末野産

35-6 ＳＫ35
須恵器
椀

（11.8）（3.5） - ＡＥＦＮ 灰7.5Ｙ-6/1 Ａ 20％
回転ナデ
口縁部やや外反、小ぶり

末野産

35-7 ＳＫ35 鉄釘 最大長　(2.25)　最大幅　0.3　最大厚　0.3　重さ　1.04ｇ 先端部のみ 頭部欠損

38-1 ＳＫ38
土師器
坏

(13.8) (2.5) - ＡＢＥＩＮ 橙2.5ＹＲ-6/8 Ｂ 20％
内面放射線状暗文
外面体部ヘラケズリ　浅身

Ｂ1類

38-2 ＳＫ38
須恵器
坏

(12.8) 3.6 7.2 ＡＦＮ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ａ 50％
口縁部わずかに外反
回転ナデ
底部周縁ヘラケズリ

南比企産

38-3 ＳＫ38
須恵器
蓋

- (2.1) (3.6) ＡＢＤＦ 灰白2.5Ｙ-7/1Ｙ-8/1 Ｂ 蓋つまみ部 つまみ内くぼみ

38-4 ＳＫ38
須恵器
甕

- - - ＡＧＮ
外：灰褐5ＹＲ-4/2
内：灰Ｎ-5/

Ａ 胴部破片
外面平行叩き目
内面同心円状あて具痕

38-5 ＳＫ38 土錘 最大長　5.4　最大幅　1.6　孔径　0.4　重さ　10.3ｇ

42-1 ＳＫ42
須恵器
甕

- - - ＡＢ
外：にぶい黄褐10ＹＲ
-4/3
内：褐灰10ＹＲ-5/1

Ａ 胴部破片
胴部外面平行叩き目
胴部内面同心円状当て具痕

44-1 ＳＫ44
土師器
坏

- (1.3) (6.0) ＡＢＤＥ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 底部100％
底部回転糸切り

44-2 ＳＫ44 すり石 最大長　12.9　最大幅　11.0　最大厚　3.4　重さ　675.5ｇ 擦り痕　黒色物付着 閃緑岩

44-3 ＳＫ44
板碑　or　

石蓋
最大長　27.8　最大幅　19.2　最大厚　1.7　重さ　1720ｇ

内面に黒色状シミ有　石蓋として
の使用痕か

雲母片岩

46-1 ＳＫ46
土師器
坏

(14.0) (3.0) - ＡＢＧＩＫ にぶい橙5ＹＲ-6/4 Ｂ 口縁部20％ 口縁部内湾

46-2 ＳＫ46
土師器
坏

(12.6) 3.7 (4.2) ＡＢＤＥＧＨＩＫ にぶい橙5ＹＲ-7/4 Ｂ 30％
体部～底部外面に黒色物付着
底部外面ヘラケズリ

46-3 ＳＫ46
土師質土器

椀
(13.0) 4.8 6.2 ＡＢＤＨＩＫＮ にぶい黄橙10ＹＲ-7/2 Ｂ 40％

回転ナデ
口縁部外反
底部回転糸切り

47-1 ＳＫ47
須恵器
椀

(13.7) - (3.1) ＡＢＤ 灰白5Ｙ-7/1 Ｂ 口縁部10％ 回転ナデ　口縁部外反 末野産

47-2 ＳＫ47 すり石 最大長　11.2　最大幅　4.5　最大厚　4.3　重さ　235.5ｇ 砂岩

48-1 ＳＫ48
土師器
坏

(14.0) 4.2 - ＡＢＤＩＪ 褐7.5ＹＲ-4/4 Ｂ 40％ 体部外面ヘラケズリ

48-2 ＳＫ48
土師器
坏

13.6 4.5 6.3 ＡＢＥＨＩＮ 浅黄橙10ＹＲ-8/3 Ｂ 70％
体部外面指頭圧痕
体部外面ヘラケズリ

48-3 ＳＫ48
土師器
椀

- (2.1) (6.4) ＡＢＤＧＩ にぶい橙10ＹＲ-7/4 Ｃ 底部30％
磨耗著しい
底部回転糸切り

57-1 ＳＫ57 打製石斧 最大長　8.2　最大幅　6.6　最大厚　2.0　重さ　101.0ｇ 完形 使用痕有 凝灰岩

７　ピット

　ピットは、総じて２９０基検出した。Ａ区では数にして６８基、Ｂ区では基検出された。Ｃ区、Ｄ区

ではそれぞれで４４基、４７基確認された。Ｅ区では大部分が撹乱のため、検出数が少なく、１０基、

Ｆ区では６７基であった。

　多くのピットは性格を判断できるものはなかったが、一部には柱穴痕を伺わせるものも確認すること

ができたが、判断材料に乏しく、ピットとした。

　また大多数のピットからは出土遺物はほぼ検出されなかったが、一部のピットからは土師器や須恵器

の坏や椀、甕、灰釉陶器椀、土師器の椀を転用した紡錘車などが出土しており、それらから推定すると、

いずれも時期は大体９世紀から１０世紀にかけてのものと考えられる。

　以下、紙面の都合上から、ピットの特徴等について一覧表で掲載をする。（第７０～８５図・第２２・

２３表）
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第２２表　ピット一覧表

番号
位置

平面プラン
規模（cm）

重複関係 出土遺物 時期 備考
（グリッド/調査区） （長軸×短軸×深さ）

1 V-1 Ａ区 隅丸方形 42×34×22

2 V-1 Ａ区 円形 42×36×14

3 V-1 Ａ区 楕円形 32×20×8 P4

4 V-1 Ａ区 楕円形 74×56×6 P3

5 V-2 Ａ区 いびつな楕円形 94×88×26

6 V-2 Ａ区 楕円形？ 32×24×10 P7

7 V-2 Ａ区 円形 46×42×16 P6

8 V-2 Ａ区 いびつな方形 100×20×52

9 V-2 Ａ区 円形 36×28×16

10 V-2 Ａ区 楕円形 72×56×24 須恵器甕

11 U-2 Ａ区 楕円形 58×34×18

12 U-2 Ａ区 楕円形 36×22×28

13 U-2 Ａ区 楕円形 40×32×30

14 U-2 Ａ区 円形？ 28×24×26

15 U-2 Ａ区 円形 36×32×28

16 U-2 Ａ区 楕円形 48×36×28 須恵器甕

17 U-2 Ａ区 円形 32×32×28

18 U-3 Ａ区 いびつな三角形 26×24×14 須恵器坏

19 U-3 Ａ区 円形 30×26×28

20 U-3 Ａ区 楕円形 50×44×22

21 U-3 Ａ区 円形 50×50×14

22 U-3 Ａ区 いびつな長方形 108×26×26 溝跡？

23 U-3 Ａ区 楕円形 66×56×34

24 U-3 Ａ区 円形 56×54×28 土師器台付甕、須恵器椀

25 U-3 Ａ区 楕円形 50×42×32

26 U-3 Ａ区 円形 36×34×28 須恵器甑、甕

27 U-3 Ａ区 円形 36×30×28

28 U-3 Ａ区 円形 30×30×18

29 U-3 Ａ区 円形 32×30×22

30 U-3 Ａ区 楕円形 46×38×20

31 U-3 Ａ区 円形 40×38×20 SK06 土師器台付甕、須恵器坏、甕

32 U-3 Ａ区 楕円形？ (26)×24×20 SK06

33 U-3 Ａ区 円形 38×34×10

34 U-3 Ａ区 円形 34×32×20

35 U-3 Ａ区 楕円形 40×28×10

36 U-3 Ａ区 楕円形 26×20×8

37 T-3 Ａ区 円形 56×52×16

38 T-3 Ａ区 楕円形 48×42×14

39 U-3 Ａ区 楕円形 74×66×22 土師器甕

40 U-3 Ａ区 円形 42×40×12 SX01

41 T-4 Ａ区 楕円形？ (72)×66×10 P42

42 T-4 Ａ区 楕円形 72×60×10 P41､P43

43 T-4 Ａ区 円形？ 82×(56)×14 P42

44 T-4 Ａ区 隅丸方形 68×24×12

45 T-4 Ａ区 楕円形 36×32×14

46 T-4 Ａ区 楕円形 (40)×30×10 P47

47 T-4 Ａ区 隅丸方形 116×16×10 P46 溝跡？

48 T-4 Ａ区 楕円形 40×26×16 SK08

49 T-4 Ａ区 楕円形 74×66×18 須恵器壺 9ｃ代

50 T-5 Ａ区 隅丸方形 90×80×30 SI02 溝跡？

51 T-5 Ａ区 円形 46×44×22 P52

52 T-5 Ａ区 円形？ (46)×54×16 P51

53 T-5 Ａ区 円形 38×36×18

54 S-5 Ａ区 いびつな三角形 90×78×32

55 S-5 Ａ区 楕円形 44×34×18 灰釉陶器長頸瓶 9ｃ後～10ｃ

56 S-5 Ａ区 楕円形 64×38×22

57 S-5 Ａ区 円形 46×46×18

58 S-5 Ａ区 楕円形？ (94)×(26)×24

59 S-5 Ａ区 楕円形 74×52×18

60 S-5 Ａ区 楕円形 36×26×28

61 S-5 Ａ区 円形 36×32×14 SK10

62 S-5 Ａ区 隅丸方形 108×40×24 SK10 溝跡？

63 S-5 Ａ区 方形 20×18×8
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第２２表　ピット一覧表

番号
位置

平面プラン
規模（cm）

重複関係 出土遺物 時期 備考
（グリッド/調査区） （長軸×短軸×深さ）

64 S-5 Ａ区 円形 60×54×24

65 S-5 Ａ区 円形 46×40×32

66 S-5 Ａ区 円形 30×26×16

67 S-5 Ａ区 円形 30×30×18

68 S-6 Ａ区 円形 82×80×38 須恵器甕、須恵器椀

69 R-7 Ｂ区 楕円形 60×48×16

70 R-7 Ｂ区 隅丸方形 50×48×12

71 R-7 Ｂ区 楕円形 36×28×20

72 R-7 Ｂ区 楕円形 (42)×30×28 P75

73 R-7 Ｂ区 楕円形 (38)×30×28 P75

74 R-7 Ｂ区 いびつな三角形 96×70×36 P75 土師器甕 9ｃ末～10ｃ初

75 R-7 Ｂ区 隅丸方形 112×90×36
P72､73､
74､76

須恵器坏

76 R-7 Ｂ区 いびつな三角形 90×78×24 P75 土師器椀転用紡錘車、甕 9ｃ後～10ｃ初

77 Q-7 Ｂ区 円形 80×78×24 須恵器坏、椀 9ｃ前半？

78 Q-7 Ｂ区 円形？ (72)×(26)×22

79 Q-7 Ｂ区 楕円形？ (46)×50×60 SK15

80 R-7 Ｂ区 円形 74×64×18

81 Q-7 Ｂ区 楕円形 112×92×18 SI04

82 Q-7 Ｂ区 楕円形 48×42×28

83 Q-7 Ｂ区 円形 58×56×28

84 Q-7 Ｂ区 円形 40×36×16

85 Q-8 Ｂ区 楕円形 44×30×26

86 Q-8 Ｂ区 楕円形 62×52×22

87 Q-8 Ｂ区 楕円形 52×44×28

88 Q-8 Ｂ区 円形 38×34×32 須恵器坏

89 Q-8 Ｂ区 楕円形 72×68×32 刀子

90 Q-8 Ｂ区 楕円形 102×88×64 SK16

91 Q-8 Ｂ区 楕円形 56×36×20

92 Q-8 Ｂ区 円形 30×26×6

93 Q-8 Ｂ区 楕円形 52×40×12

94 Q-8 Ｂ区 楕円形 36×32×20

95 Q-8 Ｂ区 円形 24×20×16

96 Q-8 Ｂ区 楕円形？ (80)×58×24 P97 土師質土器椀 9ｃ後～10ｃ初

97 Q-8 Ｂ区 円形 110×86×30 P96 須恵器椀

98 Q-8 Ｂ区 楕円形 46×34×38 SD04 須恵器鉢？ 9ｃ中～末

99 P-8 Ｂ区 円形？ 42×(26)×20 SD04､P101

100 Q-8 Ｂ区 楕円形 82×60×30
土師器甕、台付甕、須恵器椀、灰
釉陶器椀、土師質土器椀

101 P-8 Ｂ区 楕円形 88×68×240 P99 須恵器椀

102 P-8 Ｂ区 円形 60×60×22

103 P-8 Ｂ区 楕円形 62×52×24

104 P-8 Ｂ区 円形 36×34×20

105 P-8 Ｂ区 円形 58×58×24

106 P-8 Ｂ区 隅丸方形？ (56)×32×22

107 P-8 Ｂ区 隅丸方形？ (58)×32×26 SK21､P108 須恵器甕

108 P-8 Ｂ区 楕円形 48×34×34 P107

109 O-10 Ｃ区 円形 30×28×10 NR01 柱痕？

110 O-10 Ｃ区 円形 16×16×10

111 O-10 Ｃ区 円形 28×24×12 柱痕？

112 M-13 Ｃ区 円形 42×38×60 SK28

113 N-11 Ｃ区 楕円形 52×38×26

114 N-11 Ｃ区 楕円形？ 46×(30)×26

115 N-11 Ｃ区 楕円形？ (30)×30×20

116 N-11 Ｃ区 円形 42×40×10

117 N-11 Ｃ区 円形 20×20×14 P118

118 N-11 Ｃ区 円形 46×42×20 P117

119 N-11 Ｃ区 円形 16×15×18 柱痕？

120 N-11 Ｃ区 楕円形 48×28×14

121 N-11 Ｃ区 円形 36×34×46 SX07 柱痕？

122 N-11 Ｃ区 円形？ 40×(34)×22 SX07 須恵器坏 9ｃ代

123 N-12 Ｃ区 楕円形 44×40×8 SI05

124 N-12 Ｃ区 楕円形 38×32×14 SI05
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第２２表　ピット一覧表

番号
位置

平面プラン
規模（cm）

重複関係 出土遺物 時期 備考
（グリッド/調査区） （長軸×短軸×深さ）

125 N-12 Ｃ区 円形 22×22×16 SI05

126 M-12 Ｃ区 円形 36×36×8 SI06

127 M-12 Ｃ区 楕円形 38×36×28

128 M-12 Ｃ区 円形 46×46×12

129 M-12 Ｃ区 円形 36×28×18

130 M-12 Ｃ区 楕円形 30×22×22

131 M-12 Ｃ区 楕円形 52×50×22

132 M-13 Ｃ区 楕円形？ 26×36×26 半裁のみ

133 M-13 Ｃ区 楕円形 64×56×60

134 M-12 Ｃ区 楕円形？ (44)×48×12 P135

135 M-12 Ｃ区 円形 36×32×10 P134

136 M-13 Ｃ区 円形 26×24×30

137 M-13 Ｃ区 隅丸方形 50×36×22

138 M-13 Ｃ区 楕円形 58×44×22

139 M-13 Ｃ区 円形 48×44×30

140 M-13 Ｃ区 楕円形 36×24×6

141 M-13 Ｃ区 楕円形 58×34×28 柱痕？

142 M-13 Ｃ区 楕円形 54×44×34 柱痕？

143 M-13 Ｃ区 楕円形 50×38×24

144 M-13 Ｃ区 楕円形？ (40)×38×30

145 M-13 Ｃ区 楕円形 32×26×28 柱痕？

146 M-13 Ｃ区 楕円形 50×40×24

147 M-13 Ｃ区 楕円形？ (60)×(40)×10 P148

148 M-13 Ｃ区 円形 40×34×22 P147

149 M-13 Ｃ区 いびつな楕円形 36×28×18

150 L-13 Ｃ区 円形 48×48×60 SI07

151 L-13 Ｃ区 楕円形 59×44×18 SI07

152 L-13 Ｃ区 円形 44×38×12

153 K-15 Ｄ区 楕円形 76×40×14 SX10

154 K-15 Ｄ区 方形 56×44×16 SI08

155 K-15 Ｄ区 楕円形 58×52×42 SK34､P156

156 K-15 Ｄ区 楕円形？ 60×(40)×30 SK34､P155

157 K-15 Ｄ区 円形 44×44×26 SI09

158 K-15 Ｄ区 楕円形 40×32×34 SI09

159 K-15 Ｄ区 隅丸方形 86×60×32 SI09

160 K-15 Ｄ区 円形 30×30×8

161 K-15 Ｄ区 円形 30×28×30

162 K-15 Ｄ区 円形 40×34×26

163 K-15 Ｄ区 円形 30×24×12 火葬跡02

164 K-15 Ｄ区 円形 34×30×24 火葬跡02

165 J-15 Ｄ区 楕円形？ (36)×24×24 P166

166 J-15 Ｄ区 楕円形 36×30×12 P165

167 J-15 Ｄ区 楕円形 58×40×26 P168

168 J-15 Ｄ区 楕円形？ (24)×26×12 P167

169 K-15 Ｄ区 円形 44×44×30

170 K-16 Ｄ区 円形 30×28×12
火葬跡02､
P171

171 K-16 Ｄ区 円形 22×(20)×16
火葬跡02､
P170

172 K-16 Ｄ区 いびつな楕円形 84×46×28 SB01

173 K-16 Ｄ区 円形 32×28×24 SB01

174 J-16 Ｄ区 円形 34×32×32

175 J-16 Ｄ区 円形 58×54×50

176 J-16 Ｄ区 楕円形 74×50×38 土師器坏 9ｃ前半

177 J-16 Ｄ区 円形 20×20×24

178 J-16 Ｄ区 円形 16×16×38

179 J-16 Ｄ区 円形 62×54×32

180 J-16 Ｄ区 楕円形 68×52×54

181 J-16 Ｄ区 隅丸方形 100×56×22

182 J-16 Ｄ区 楕円形 120×60×56 SB01､SK36 土師器坏 9ｃ代

183 J-16 Ｄ区 楕円形 96×60×22 SB01､SK36

184 J-16 Ｄ区 円形 52×42×30 SD06 土師器台付甕

185 J-16 Ｄ区 楕円形 50×34×38
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第２２表　ピット一覧表

番号
位置

平面プラン
規模（cm）

重複関係 出土遺物 時期 備考
（グリッド/調査区） （長軸×短軸×深さ）

186 J-16 Ｄ区 円形 106×80×28 SK38 須恵器坏、椀、長頸瓶 9ｃ前半

187 J-16 Ｄ区 隅丸方形 68×32×20

188 J-16 Ｄ区 隅丸方形 80×30×22

189 J-16 Ｄ区 円形 52×48×20 P190

190 J-16 Ｄ区 円形 48×44×18 P189

191 J-16 Ｄ区 楕円形 36×18×22

192 J-16 Ｄ区 円形 32×28×26

193 J-16 Ｄ区 円形 26×26×12

194 J-16 Ｄ区 円形 24×24×10

195 J-16 Ｄ区 楕円形 30×22×8

196 J-16 Ｄ区 楕円形 54×38×36

197 J-16 Ｄ区 楕円形 64×34×46

198 J-16 Ｄ区 隅丸方形 100×44×22 SD07

199 J-16 Ｄ区 円形 60×48×26 SD07

200 F-21 Ｅ区 円形 36×32×12

201 F-21 Ｅ区 円形 32×24×12

202 F-21 Ｅ区 円形 48×48×18

203 F-21 Ｅ区 円形 32×28×6

204 F-21 Ｅ区 円形 34×30×16 SK39

205 F-21 Ｅ区 円形 28×28×12

206 F-21 Ｅ区 楕円形？ 76×36×42

207 F-21 Ｅ区 円形 16×16×8

208 F-21 Ｅ区 円形 46×44×14 SX11

209 F-21 Ｅ区 円形 28×26×8

210 E-23 Ｆ区 円形 34×30×22 SI15､SK41

211 D-23 Ｆ区 楕円形 36×30×12

212 D-23 Ｆ区 隅丸方形 54×38×22 SX13

213 D-23 Ｆ区 楕円形 (36)×30×18 SX13

214 E-23 Ｆ区 楕円形 64×52×8 SI14､P215

215 E-23 Ｆ区 円形 38×(34)×6 SI14､P214

216 E-23 Ｆ区 楕円形？ (30)×24×8 SI14

217 D-23 Ｆ区 円形？ 26×(18)×16 SK45

218 D-23 Ｆ区 円形 24×20×10

219 E-23 Ｆ区 楕円形 62×42×24 P220

220 E-23 Ｆ区 楕円形？ 80×(34)×16 P219

221 E-23 Ｆ区 円形 22×18×18

222 E-23 Ｆ区 円形？ (42)×(14)×18

223 D-23 Ｆ区 円形 38×36×16

224 D-24 Ｆ区 円形？ 50×(34)×14 SI16

225 D-23 Ｆ区 長方形 64×42×22 SI16

226 D-23 Ｆ区 円形 88×82×32

227 D-24 Ｆ区 楕円形 94×50×38

228 D-23 Ｆ区 長方形 36×28×12

229 D-24 Ｆ区 円形 28×26×14

230 D-24 Ｆ区 円形 24×24×10

231 D-24 Ｆ区 隅丸方形 48×28×22

232 D-24 Ｆ区 円形 26×22×12

233 D-24 Ｆ区 楕円形 28×20×20

234 D-24 Ｆ区 楕円形 24×20×12 SB05

235 D-24 Ｆ区 円形 18×16×12

236 C-24 Ｆ区 円形 20×18×8

237 C-24 Ｆ区 円形 22×20×14

238 C-24 Ｆ区 円形 18×16×12

239 C-24 Ｆ区 楕円形 20×14×12

240 D-24 Ｆ区 円形 24×24×16

241 C-24 Ｆ区 円形 10×10×8

242 C-25 Ｆ区 円形 18×18×20

243 C-25 Ｆ区 円形 18×16×14

244 C-25 Ｆ区 円形 20×18×12

245 C-25 Ｆ区 円形 20×18×12

246 C-25 Ｆ区 円形 22×20×10

247 B-25 Ｆ区 楕円形 26×18×14

248 C-26 Ｆ区 円形 16×14×20
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第２２表　ピット一覧表

番号
位置

平面プラン
規模（cm）

重複関係 出土遺物 時期 備考
（グリッド/調査区） （長軸×短軸×深さ）

249 C-26 Ｆ区 楕円形 36×28×24

250 C-25 Ｆ区 楕円形 36×22×12

251 C-25 Ｆ区 楕円形 18×12×16

252 B-25 Ｆ区 楕円形 20×14×14

253 C-25 Ｆ区 円形 14×12×12

254 C-25 Ｆ区 楕円形 22×16×20

255 B-25 Ｆ区 円形 22×20×12

256 B-25 Ｆ区 楕円形 22×14×22

257 B-25 Ｆ区 円形 16×16×16

258 B-25 Ｆ区 円形 14×14×22

259 B-26 Ｆ区 方形 54×50×26

260 B-26 Ｆ区 楕円形 26×20×14

261 B-26 Ｆ区 円形 18×14×14

262 B-26 Ｆ区 楕円形 20×14×14

263 B-26 Ｆ区 楕円形？ (40)×42×26

264 B-26 Ｆ区 楕円形 70×42×22

265 B-26 Ｆ区 円形 20×16×20

266 B-26 Ｆ区 円形 26×20×20

267 B-26 Ｆ区 円形 22×20×20

268 B-26 Ｆ区 円形 18×16×6

269 B-26 Ｆ区 楕円形 26×18×18

270 B-26 Ｆ区 円形 22×20×18

271 B-26 Ｆ区 円形 54×48×22

272 B-26 Ｆ区 楕円形 54×40×24

273 B-26 Ｆ区 円形 50×48×28

274 B-27 Ｆ区 楕円形 42×32×12

275 B-27 Ｆ区 楕円形 42×34×12

276 B-27 Ｆ区 円形？ 18×(10)×20

277 B-27 Ｆ区 円形 30×28×16

278 B-27 Ｆ区 楕円形 78×56×30

279 B-27 Ｆ区 楕円形 54×(36)×18

280 B-27 Ｆ区 楕円形 66×50×6

281 B-27 Ｆ区 円形 26×26×16

282 B-27 Ｆ区 楕円形？ (62)×80×40

283 B-27 Ｆ区 円形 48×44×46

284 B-27 Ｆ区 楕円形？ (38)×50×22

285 C-25 Ｆ区 円形 20×12×12 柱痕？

286 C-25 Ｆ区 円形 18×15×12 柱痕？

287 C-25 Ｆ区 円形 16×18×13 柱痕？

288 C-25 Ｆ区 円形 （15）×17×13 ＳＤ10 柱痕？

289 C-25 Ｆ区 円形 21×17×16 柱痕？

290 C-25 Ｆ区 円形 22×20×11 柱痕？
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第７０図　第１～２４号ピット（Ａ区）

４
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第７１図　第２５～５４号ピット（Ａ区）
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第７２図　第５５～６８号ピット（Ａ区）
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第７３図　第６９～９３号ピット（Ｂ区）
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4
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第７４図　第９４～１０８号ピット（Ｂ区）
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第７５図　第１０９～１１１・１１３～１３５号ピット（Ｃ区）

3

1
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第７６図　第１１２・１３６～１５２号ピット（Ｃ区）
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第７７図　第１５３～１８３号ピット（Ｄ区）
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第７８図　第１８４～１９９号ピット（Ｄ区）

第７９図　第２００～２０９号ピット（Ｅ区）
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第８０図　第２１０～２２７号ピット（Ｆ区）
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第８１図　第２２８～２４７号ピット（Ｆ区）
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1

2
1
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第８２図　第２４８～２７０号ピット（Ｆ区）



― 104 ― ― 105 ―

第８３図　第２７１～２９０号ピット（Ｆ区）

4 6
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第８４図　ピット出土遺物（Ａ・Ｂ区）

69-1は１／２スケール
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第８５図　ピット出土遺物（Ｂ・Ｃ・Ｄ区）

第２３表　ピット出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

10-1 Ｐ10
須恵器
甕

- - - ＡＢＤＦＧＨＩＮ 灰10Ｙ-5/1 Ｂ 破片 外面平行叩き目

16-1 Ｐ16
須恵器
甕

- - - ＡＢＤＨＮ オリーブ灰2.5ＧＹ-6/1 Ｂ 破片 外面平行叩き目紋

19-1 Ｐ19
須恵器
坏

(13.1) (2.8) - ＡＢＮ
灰Ｎ5/

Ｂ 口縁部17％
外面回転ヘラケズリ
内面ナデ

末野産

24-1 Ｐ24
土師器
台付甕

- (3.3) 8.8 ＢＤＥＧＨＩＫ 褐10ＹＲ-4/4 Ｂ 底部80％
内外面回転ナデ
台先端部やや上に外反する

24-2 Ｐ24
須恵器
椀

- (2.4) (6.8) ＡＢＨ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 台部40％ 底部不明 末野産

24-3 Ｐ24
須恵器
椀？

(14.4) (5.0) - ＡＢＪ 灰白10Ｙ-7/1 Ｂ 口縁部20％
内外面回転ナデ、外面磨耗著しい
口縁部やや外反する

末野産

26-1 Ｐ26
須恵器
甑

- (8.6) (11.8) ＡＢＥＩＮ 灰5Ｙ-6/1 Ａ 底部20％
内外面回転ナデ
外面指頭圧痕
内外面粘土紐積上痕

末野産

26-2 Ｐ26
須恵器
甕

- - - ＡＮ 灰7.5Ｙ-5/1 Ａ 破片
外面平行叩き目
内面回転ナデ

末野産

31-1 Ｐ31
土師器
台付甕

- (5.2) - ＢＤＥＧＫ
外：にぶい褐7.5ＹＲ-6/3
内：浅黄橙10ＹＲ-8/3

Ｂ 体部50％ 外面わずかにスス有

31-2 Ｐ31
土師器
台付甕

- (2.4) (8.0) ＡＢＥＧＨＫ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｂ 台部35％
台部他のものより厚み、高さ有
ヨコナデ

31-3 Ｐ31
須恵器
坏

- (2.0) (6.0) ＡＢＤ 褐灰7.5ＹＲ-5/ Ｂ 底部30％ 内外面回転ナデ、磨耗有 末野産

31-4 Ｐ31
須恵器
甕

- - - ＡＢＤＩＮ 灰Ｎ5/ Ｂ 肩部破片 内外面回転ナデ 末野産

39-1 Ｐ39
土師器
甕

(22.0) (6.6) - ＡＢＤＧ にぶい黄橙10ＹＲ-6/4 Ｂ 口縁部10％
口縁部ナデ
頚部ヘラケズリ

49-1 Ｐ49
須恵器
壺

(29.0) (6.4) - ＡＢＤ 明黄褐2.5Ｙ-6/6 Ｂ 口縁部10％ 末野産
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第２３表　ピット出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

55-1 Ｐ55
灰釉陶器
長頸瓶

(13.5) (1.1) - ＡＢ
外：灰白5Ｙ-8/1
内：灰オリーブ5Ｙ-6/2

Ａ 口縁部11％
長頸瓶の口縁部
内面釉薬 ヘラヌリ

68-1 Ｐ68
須恵器
椀

- (3.0) (7.8) ＡＩＮ 灰Ｎ6/0 Ａ 台部25％ 底部ヘラケズリ調整 末野産

68-2 Ｐ68
須恵器
甕

- - - ＡＥＩＮ 灰Ｎ5/0 Ａ 破片 外面平行叩き目

69-1 Ｐ69 角釘 最大長　9.5　最大幅　1.2　最大厚　1.0　重さ　15.8ｇ 茎部先端やや欠損
頭部は先端を折り曲げて平らに鍛
える

74-1 Ｐ74
土師器
甕

(14.8) (5.4) - ＡＢＤＥＧＩＫ にぶい橙5ＹＲ-6/4 Ｂ 口縁部10％

口唇部に沈線
外面粘土紐積上痕
口縁部「コ」の字状
胴部外面横位ヘラケズリ

75-1 Ｐ75
須恵器
坏

- (1.6) (6.1) ＡＢＥＮ 灰5Ｙ-6/1 Ａ 底部30％
やや厚手
回転ナデ　底部回転糸切り

末野産

76-1 Ｐ76
土師器転用
紡錘車

最大径　7.9　　厚さ　0.4 ～ 1.3　孔径　（1.8）　重さ32ｇ
土師器椀底部転用
転用後の使用痕希薄

76-2 Ｐ76
土師器
甕

(17.8) (5.7) - ＡＢＩＮ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部～胴部20％

口縁部「コ」の字状
内外面粘土紐積上痕
口縁部外面指頭圧痕
胴部外面ヘラケズリ
内面当て具痕

77-1 Ｐ77
須恵器
椀

- (2.1) (8.0) ＡＢＤＥＩ
外：にぶい黄褐10ＹＲ-
5/3
内：褐7.5ＹＲ-4/4

Ｃ 底部30％ 底部調整不明 末野産

77-2 Ｐ77
須恵器
坏

(12.0) (3.4) - ＡＢＮ 灰7.5Ｙ-6/ Ｂ 口縁部～体部30％
口縁部やや外反
回転ナデ

末野産

77-3 Ｐ77
須恵器
坏

- (2.3) (5.5) ＡＢＮ 灰Ｎ-5/ Ａ 体部～底部30％
やや厚手
回転ナデ　底部回転糸切り

末野産

88-1 Ｐ88
須恵器
坏

(13.6) (3.4) (7.6) ＡＨＮ 灰Ｎ6/0 Ｂ 20％

89-1 Ｐ89
鉄
刀子

残存長　9.0　最大幅　1.8　最大厚　1.0　重さ　16ｇ 先端部から胴部にかけて残存

96-1 Ｐ96
土師質土器

椀
- (2.4) (6.2) ＡＢＫ 明黄褐10ＹＲ-7/6 Ｂ 底部30％ 摩耗著しい

97-1 Ｐ97
須恵器
椀

- (4.5) (7.6) ＡＢＮ 灰Ｎ-5/ Ｂ 体部～底部40％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

97-2 Ｐ97
須恵器
椀？

- (1.9) (7.7) ＡＢＤＨ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 体部～底部30％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

98-1 Ｐ98
須恵器
鉢？

(17.8) (6.7) - ＡＢＬ 灰Ｎ-6/0 Ｂ 口縁部30％
口縁部短長で内湾
胴部外面膨らみ　回転ナデ

100-1 Ｐ100
土師質土器

椀
- (2.2) (5.9) ＡＢＤＥＧＨＩＫ 灰白10ＹＲ-8/2 Ｂ 底部80％ 底部調整不明

100-2 Ｐ100
土師質土器

椀
- (2.6) (6.8) ＡＢＥＧＫ 灰白7.5Ｙ-8/2 Ｂ 底部50％

底部調整不明
回転ナデ

100-3 Ｐ100
須恵器
椀

(15.1) (5.2) 0.0 ＡＢＨＮ 灰白7.5Ｙ-5/1 Ｂ 40％
口縁部わずかに外反
体部に膨らみあり
底部調整不明

末野産

100-4 Ｐ100
灰釉陶器

椀
- (2.7) (7.4) ＡＢ 浅黄2.5Ｙ-7/3 Ａ 底部40％ 釉薬（ツケガケ） 東海産

100-5 Ｐ100
土師器

小型台付甕
(9.8) (5.7) - ＢＤＥＧＫ にぶい橙5ＹＲ-6/3 Ｂ 口縁部30％ 胴部外面斜位ヘラケズリ

100-6 Ｐ100
土師器
甕

(22.0) (7.1) - ＡＢＤＥＧＨＫ にぶい橙7.5ＹＲ-7/4 Ｂ 口縁部20％
頸部外面横位～斜位ヘラケズリ
口縁部「く」の字状に屈折

100-7 Ｐ100
土師器
甕

(19.0) (5.5) - ＡＢＣＥＧＫ にぶい橙7.5ＹＲ-7/4 Ｂ 口縁部20％
頸部外面横位ヘラケズリ
口縁部なだらかに外反

101-1 Ｐ101
須恵器
椀

- (3.3) (7.4) ＡＢＤＧＨＩＫＮ 灰白10ＹＲ-7/1 Ｂ 底部30％
台部接着痕
回転ナデ

末野産

107-1 Ｐ107
須恵器
甕

- - - ＡＢＮ 灰Ｎ-5/0 Ａ 破片 外面平行叩き目

122-1 P122
須恵器
坏

- (1.7) (6.7) ＡＢＮ 灰白7.5Y-7/1 B 底部30％
回転ナデ
底部回転糸切り

176-1 Ｐ176
土師器
杯

(13.0) (3.0) - ＡＢＥＩＪＮ 橙5ＹＲ-6/8 Ｂ 20％ 底部外面付近ヘラケズリ

182-1 Ｐ182
土師器
杯

(12.7) (1.9) - ＢＣＩＫ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部10％
口縁部外面スス付着
体部外面指頭圧痕

184-1 Ｐ184
土師器
台付甕

- (2.4) - ＢＤＥＧＫ にぶい橙5ＹＲ-6/4 Ｂ 台部頸片

186-1 Ｐ186
須恵器
坏

(12.4) 3.9 5.9 ＡＢＩＮ 灰５Ｙ-5/1 Ａ 50％
体部外面火襷有
体部直線的
底部回転糸切り

末野産

186-2 Ｐ186
須恵器
椀

(16.0) (6.0) ＡＢＦＩＮ 灰５Ｙ-6/1 Ａ 口縁部～体部30％ 体部全体に丸み 末野産

186-3 Ｐ186
須恵器
長頸瓶？

- (7.4) - ＡＢＮ
外：灰7.5Ｙ-4/1
内：青灰5ＰＢ-6/1

Ａ 肩部破片 外面多量に降灰付着 末野産

186-4 Ｐ186 叩き石 最大長　13.2　最大幅　5.2　最大厚　3.5　重さ　407ｇ 上下部に敲打痕 砂岩
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８　性格不明遺構

　今回の調査において性格不明遺構は全部で１４基出土し、大部分が形状の不明なものであったり、全

容が判断できないことから、性格不明遺構としたものが多い。しかし、中には、住居跡を疑うものや、

カマド跡や火葬跡ではないかと推測できるものもあった。

　第１１、１２号性格不明遺構は当初、遺物の出土量から住居跡と推測していたが、住居跡とは考えに

くい、形状でありカマドや住居跡と推測できる根拠が検出されないことから、性格不明遺構とした。

　また、第１０号性格不明遺構も当初住居跡と推測し、第８号住居跡と重複していると仮定した。しか

し、この遺構の底部は東に向かって傾斜があり、西床と東床での落差は最大で50cmもある。また東西幅

はわずか2.3ｍで、住居とは考えにくいことから、性格不明遺構と判断している。

　さらに、第３、４号性格不明遺構は２基とも調査区域外に接しており、全容をつかむことができなかっ

たが、これらの遺構は掘り方が北東方向に向かって住居のカマドのように立ち上がっていることから、

カマド跡もしくは火葬跡であろうと考えたが、壁面の土層観察において焼土や炭化物が検出されないこ

とから、性格不明遺構と判断することとした。

　以下、紙面の都合上から、性格不明遺構の特徴等について一覧表で掲載をする。（第８６～９４図・

第２４・２５表）

第２４表　性格不明遺構一覧表

番号
位置

平面プラン
規模（cm）

重複関係 出土遺物 時期 備考
（グリッド/調査区） （長軸×短軸×深さ）

1 U-3.4 Ａ区 不整形 142×(110)×42 P40 須恵器壺、角釘

2 T-4 Ａ区 長方形？ 216×50×30 SI01

3 R-7 Ｂ区 不整形 (136)×122×34 土師器甕、台付甕、須恵器坏 9ｃ代？

4 Q-8 Ｂ区 不明 (140)×130×84
土師器甕、須恵器坏、高台椀、椀、
鉢

9ｃ中～後

5 O-8 Ｂ区 不明 (80)×50×30

6 O-10 Ｃ区 不明 242×(54)×58 SD05 土師器台付甕？、須恵器蓋、甕 9ｃ後～10ｃ前

7 N-11 Ｃ区 不整形 214×(86)×36
SI05､P121
P122

土師器坏 8ｃ代

8
M-12
N-11.12

Ｃ区 不整形 230×64×12 SI05

9 K-15 Ｄ区 不整形 138×(60)×14 SI08

10 K-15 Ｄ区 隅丸方形？ (248)×230×76
SI08､SK32､
P153

土師器台付甕、須恵器坏、椀、皿、
甕

9ｃ中～後

11 F-21 Ｅ区 不明 (268)×222×54 P208
手づくね坏、土師器坏、須恵器椀、
坏、皿、甕、鉢、灰釉陶器椀、皿

9ｃ中～後 住居跡か？

12 F-21 Ｅ区 方形？ (254)×(174)×54
土師器坏、甕、須恵器坏、皿、甕、
砥石

9ｃ中～後 住居跡か？

13 D-23 Ｆ区 不明 360×(168)×26
SI14､SB03､
P212､P213

土師器坏、皿 8ｃ代

14 A-26.27 Ｆ区 不明 (296)×(60)×10 SK61
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第８６図　第１・２号性格不明遺構（Ａ区）

第８７図　第３～５号性格不明遺構（Ｂ区）

第８８図　第６～８号性格不明遺構（Ｃ区）
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6

9

6

8
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6
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第８９図　第９・１０号性格不明遺構（Ｄ区）

第９０図　第１１・１２号性格不明遺構（Ｅ区）
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第９１図　第１３・１４号性格不明遺構（Ｆ区）

第２５表　性格不明遺構出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

1-1 ＳＸ01
須恵器
壺

(23.0) (5.5) - ＡＢＤＨ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部15％ 末野産か？

1-2 ＳＸ01 鉄角釘 最大長　（3.2）　最大幅　（0.3）　最大厚　（0.3）　重さ　1.4ｇ

3-1 ＳＸ03
須恵器
坏

(13.6) (3.8) - ＤＥＧＨＩＫＮ 暗灰黄2.5Ｙ-5/2 Ｂ 口縁部10％ 回転ナデ 末野産

3-2 ＳＸ03
土師器
甕

(16.8) (5.2) - ＡＧＩＪＮ にぶい黄橙10ＹＲ-6/4 Ｂ 口縁部20％
口縁部内面粘土紐積上痕
口縁部「く」の字状
口縁部指頭圧痕有

3-3 ＳＸ03
土師器

小型台付甕
- (1.6) (10.6) ＡＥＧＩＫＮ 明赤褐2.5ＹＲ-5/6 Ｂ 底部20％ 回転ナデ

4-1 ＳＸ04
須恵器
坏

(13.0) (3.0) - ＢＤＥＨＩＮ 灰Ｎ5/ Ｂ 口縁部20％
口縁部やや外反
回転ナデ

末野産

4-2 ＳＸ04
須恵器
坏

- (1.3) (5.2) ＢＤＥＧＨＩＮ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ｂ 底部30％
内面に火襷
回転ナデ　底部回転糸切り

末野産

4-3 ＳＸ04
須恵器
椀

- (1.7) - ＡＢＧＮ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 底部20％
回転ナデ
底部周縁ヘラケズリ

末野産

4-4 ＳＸ04
須恵器
坏

- (0.7) 5.3 ＡＢＮ 黄灰2.5Ｙ-5/1 Ｂ 底部100％
底部回転糸切り
底部墨書「？」

末野産？
墨書

4-5 ＳＸ04
須恵器
高台椀

- (1.3) (6.0) ＡＢＤＨＮ 褐灰10ＹＲ-6/1 Ｂ 底部80％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

4-6 ＳＸ04
須恵器
高台椀

- (2.0) (7.0) ＡＢＤＥＧＨＩＮ
外：オリーブ黒5Ｙ-3/1
内：にぶい褐7.5Ｙ5/3

Ｃ 底部50％
外面スス付着
底部調整不明

末野産？

4-7 ＳＸ04
須恵器
椀

- (2.1) (7.9) ＡＢＤＩＬ にぶい黄橙10ＹＲ-6/4 Ｂ 台部30％ 底部調整不明 末野産

4-8 ＳＸ04
土師器

小型台付甕
(13.2) (7.4) - ＡＢＤＩＮ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部50％

口縁部「コ」の字状
胴部外面横位ヘラケズリ

4-9 ＳＸ04
須恵器
鉢

(17.2) (3.4) - ＡＢＮ 灰Ｎ6/ Ｂ 口縁部20％ 末野産

4-10 ＳＸ04
須恵器
鉢

(19.2) (6.0) - ＡＢＮ 灰Ｎ6/ Ａ 口縁部～胴部10％ 回転ナデ 末野産

6-1 ＳＸ06
須恵器
蓋

(17.6) (2.0) - ＡＢＤＦＧＨＮ にぶい黄橙10ＹＲ-7/2 B 口縁部20％ 内面返し（やや外反ぎみ）

6-2 ＳＸ06
土師器
台付甕？

(12.0) (4.4) - ＡＢＤＫ 明赤褐5ＹＲ-5/6 B 口縁部20％ 口縁部大きく外反

6-3 ＳＸ06
須恵器
甕

- - - ＡＤＥＨＮ
外：灰褐7.5ＹＲ-5/2
内：灰7.5Ｙ-5/1

B 破片
外面平行叩き目
内面同心円状あて具痕

末野産

7-1 ＳＸ07
土師器
坏

(12.6) (2.7) - ＡＢＥＯ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 B 口縁部20％
体部外面指頭圧痕
口縁部やや内湾
体部外面ヘラケズリ

7-2 ＳＸ07 砥石 最大長　(6.7)　最大幅　4.8　最大厚　4.9　重さ　177ｇ 凝灰質砂岩
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第９２図　性格不明遺構出土遺物（Ａ～Ｄ区）

1-2、10-12は１／２スケール
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第９３図　性格不明遺構出土遺物（Ｅ区）
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第２５表　性格不明遺構出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

10-1 ＳＸ10
須恵器
坏

(12.4) (3.7) - ＡＦＮ 灰5Ｙ-6/1 Ａ 口縁部20％
口縁部外面に自然釉
回転ナデ

10-2 ＳＸ10
須恵器
坏

(12.2) (3.2) - ＡＩＮ 灰5Ｙ-5/1 Ａ 口縁部20％
口縁部わずかに外反
回転ナデ

10-3 ＳＸ10
須恵器
坏

(12.4) (3.4) - ＡＢＦＮ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ｃ 口縁部10％
体部ほぼ直線的
回転ナデ

南比企産

10-4 ＳＸ10
須恵器
坏

(16.0) (3.7) - ＡＢＤＩＬ 灰黄2.5Ｙ-5/1 Ｃ 口縁部20％
口縁部大きく外反
回転ナデ

末野産

10-5 ＳＸ10
須恵器
坏

- (1.8) 6.8 ＢＤＨＩＬＮ にぶい黄橙10ＹＲ-7/3 Ｂ 底部100％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

10-6 ＳＸ10
須恵器
椀

(14.6) 6.0 7.0 ＢＥＨＩ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ｂ 70％
口縁部外反、台部外面接着痕
底部回転糸切り

三毳産？

10-7 ＳＸ10
須恵器
椀

- (3.9) (7.0) ＢＤＨＩＬＮ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 30％
台部欠損、回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

10-8 ＳＸ10
須恵器
皿

(15.0) (2.0) - ＢＥＨＩ 灰黄2.5Ｙ-5/1 Ｂ 口縁部20％
回転ナデ
口縁部外反

末野産

10-9 ＳＸ10
土師器
台付甕

(11.0) (3.4) - ＡＢＧＩＪＮ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部30％
口縁部「コ」の字状
胴部外面横位ヘラケズリ

10-10 ＳＸ10
須恵器
甕

- - - ＡＩＬＮ 灰Ｎ-4/0 Ａ 胴部破片 外面平行叩き目（重ね） 末野産

10-11 ＳＸ10
須恵器
甕

- - - ＡＥＩＮ 灰Ｎ-5/0 Ａ 胴部破片
外面平行叩き目（重ね）
内面同心円状あて具痕

末野産

10-12 ＳＸ10 土錘 最大長　4.1　最大幅　1.2　孔径　0.3　重さ　4.6ｇ

11-1 ＳＸ11
手づくね

坏
10.4
～ 9.5

3.9 ～
3.4

4.5 ＡＢＤＥ 橙5ＹＲ-7/6 Ｂ 100％

11-2 ＳＸ11
土師器
坏

11.2 3.0 (8.2) ＡＢＤＧＫ にぶい橙5ＹＲ-6/4 Ｂ 30％ 口縁部直立

11-3 ＳＸ11
土師器
坏

(12.0) (2.1) - ＡＥＩ 明赤褐5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部10％
内面放射線状暗文
体部外面ヘラケズリ

11-4 ＳＸ11
須恵器
坏

(13.9) 3.7 6.2 ＡＢＤＩＪＭＮ 黄灰2.5Ｙ-5/1 Ｃ 70％
回転ナデ
やや厚手　体部直線的
底部回転糸切り

末野産

11-5 ＳＸ11
須恵器
坏

- (1.5) (8.6) ＡＦＮ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 底部40％ 底部回転糸切り 南比企産

11-6 ＳＸ11
須恵器
坏

- (0.8) (7.0) ＡＢＤＦＧ 灰白10Ｙ-7/1 Ｂ 底部25％
回転ナデ
底部回転糸切り

11-7 ＳＸ11
土師質土器

坏
13.5 3.9 6.5 ＡＤＥＩＬＭＮ 褐灰10ＹＲ-6/1 Ｃ 70％

回転ナデ
口縁部やや外反　底部回転糸切り

11-8 ＳＸ11
土師質土器

坏
(14.7) (4.2) (6.7) ＡＢＤＥＩＮＯ にぶい橙7.5ＹＲ-6/4 Ｃ 口縁～体部20％

　回転ナデ
口縁部やや外反

11-9 ＳＸ11
土師質土器

坏
- (2.0) (5.4) ＡＢＤＥＧ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ｂ 体部～底部20％ 底部回転糸切り 末野産

11-10 ＳＸ11
土師質土器

椀
(14.0) (4.3) - ＢＤＥＧＨＩＫＮ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部10％

11-11 ＳＸ11
土師質土器

椀
- (3.1) (7.2) ＤＥＨＩ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 底部30％ 底部調整不明

11-12 ＳＸ11
須恵器
椀

- (3.7) (7.2) ＡＤＮ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ｂ 底部40％
高台部欠損　回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

第９４図　性格不明遺構出土遺物（Ｅ・Ｆ区）
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第２５表　性格不明遺構出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

11-13 ＳＸ11
須恵器
椀

- (2.5) - ＡＢＮ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 底部30％
高台部欠損　胴部直線的
回転ナデ　底部回転糸切り

末野産

11-14 ＳＸ11
須恵器
椀

- (1.8) (7.4) ＡＤＬＮ 青灰5ＰＢ-5/1 Ｂ 底部40％
回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

11-15 ＳＸ11
須恵器
皿

(13.4) (2.0) - ＡＤＨＩＬＮ 灰Ｎ5/ Ｂ 口縁部20％
口縁部大きく外反
回転ナデ

末野産

11-16 ＳＸ11
灰釉陶器

椀
(14.6) (1.9) - ＢＨ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ｂ 口縁部10％ 口縁部外反　内外面釉薬

東海産
K90窯式ご
ろか

11-17 ＳＸ11
灰釉陶器

皿
(14.9) 3.4 (7.0) ＡＢ 灰白Ｎ8/ Ａ 30％

三角高台　厚手　口縁部外面及
び内面体部にかけて釉薬（ハケ
ヌリ）底部糸切り～周縁ヘラケ
ズリ　K90窯か

東海産

11-18 ＳＸ11
土師器
甕

(20.7) (5.4) - ＡＢＤＥＩ 橙5ＹＲ-7/8 Ｂ 口縁部20％

口縁部外面粘土紐積上痕
口縁部指頭圧痕　口縁部「コ」
の字状　胴部外面横位ヘラケズ
リ

11-19 ＳＸ11
土師器
甕

(21.4) (9.0) - ＡＢＥＧＫＮ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 口縁部40％
口縁部外面指頭圧痕
口縁部「コ」の字状
胴部外面横位ヘラケズリ

11-20 ＳＸ11
須恵器
甕

- - - ＡＢＤ 灰Ｎ5/-4/ Ａ 口縁部破片 口縁部外面波状文 末野産

11-21 ＳＸ11
須恵器
甕

- - - ＡＢ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 胴部破片 外面平行叩き目 末野産

11-22 ＳＸ11
須恵器
鉢

(23.2) (9.4) - ＡＢＤＩＭＮ 灰白5Ｙ-7/1 Ｂ 口縁部～胴部20％ 回転ナデ 産地不明

12-1 ＳＸ12
須恵器
坏

(13.6) 4.8 (7.0) ＡＢＤＧＨＬＮ 褐灰10ＹＲ-6/1 Ｂ 20％
口縁部やや外反
体部外面火襷痕　底部回転糸切
り

末野産

12-2 ＳＸ12
須恵器
坏

14.0 3.5 6.8 ＡＢＤＥＮ 灰7.5Ｙ-5/1 Ｂ 70％
回転ナデ　口縁部外反
底部回転糸切り

末野産

12-3 ＳＸ12
須恵器
坏

(12.8) 3.3 (6.0) ＡＢＤＥＧＨＩＮ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 30％
口縁部大きく外反
回転ナデ　底部回転糸切り

末野産

12-4 ＳＸ12
土師質土器

坏
(13.7) (3.3) - ＡＢＤＩ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ｃ 口縁部10％ 体部やや直線的

12-5 ＳＸ12
土師質土器

坏
- (1.7) (5.8) ＡＢＥＮ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 底部30％

底部回転糸切り

12-6 ＳＸ12
須恵器
椀

(12.0) (4.9) - ＡＢＮ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部～体部20％
口縁部やや外反
底径口縁の半分の可能性

末野産

12-7 ＳＸ12
土師質土器

椀
17.8 (5.3) - ＡＢＤＥＧＨＮ にぶい黄橙10ＹＲ-7/3 Ｃ 口縁部10％ やや口縁部外反

12-8 ＳＸ12
須恵器
皿

(14.3) (2.6) (6.7) ＡＢＤＧＫＮ 灰黄褐10ＹＲ-6/2 Ｃ 50％
口縁部外反　回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

12-9 ＳＸ12
須恵器
皿

(13.8) (2.3) (7.6) ＡＢＤＧＫＮ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ｃ 40％
口縁部外反　回転ナデ
底部回転糸切り

末野産

12-10 ＳＸ12
須恵器
皿

(13.6) (2.8) - ＡＩ 灰Ｎ-4/ Ｂ 口縁部10％ 口縁部やや外反

12-11 ＳＸ12
須恵器

転用紡錘車
最大径
（9.0）

最大厚
0.5

孔径
（1.0）

ＡＢＥＩＮ 灰7.5Ｙ-5/1 Ｂ 50％
転用品、底部中央穿孔あり
底部回転糸切り

12-12 ＳＸ12
須恵器
蓋

(16.0) (2.0) - ＡＢＤＩＮ 灰Ｎ-5/ Ｂ 口縁部20％ 返しなし 末野産

12-13 ＳＸ12
土師器
甕

(12.4) (5.2) - ＡＢＥＩ 灰褐5ＹＲ-4/2 Ｂ 口縁部～胴部20％ 胴部外面横位ヘラケズリ

12-14 ＳＸ12
土師器
甕

- (2.6) (4.2) ＡＢＥＫＯ にぶい橙2.5ＹＲ-5/4 Ｂ 底部30％ 底部外面斜位ヘラケズリ

12-15 ＳＸ12
須恵器
甕

- - - ＡＢＤＨ
外：褐灰5ＹＲ-6/1
内：灰7.5Ｙ-6/1

Ｂ 肩部破片
肩部外面降灰付着
肩部内面ケズリ溝痕

末野産

12-16 ＳＸ12
須恵器
甕

- - - ＡＢＤＧＨＫＬＮ
外：褐灰5ＹＲ-5/2
内：灰7.5Ｙ-6/1

Ｂ 肩部破片 口縁部鍔部分欠損 末野産

12-17 ＳＸ12
須恵器
甕

- - - ＡＢ 青灰5Ｂ-5/1 Ａ 胴部破片
外面格子状文
内面同心円状当て具痕

末野産

12-18 ＳＸ12
砥石（携帯

用）
残存長　(5.7)　最大幅　2.9　最大厚　1.4　重さ　36.1ｇ -

下部欠損
上部穿孔あり　紐通しか？

堆積岩

12-19 ＳＸ12
鉄製品
小刀？

残存長　(13.0)　最大幅　(2.0)　最大厚　(0.75)　重さ　34.4ｇ - 刃先欠損か

13-1 ＳＸ13
土師器
坏

(15.2) (2.3) - ＡＢＥＩ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部10％
体部外面ヘラケズリ
有段口縁

13-2 ＳＸ13
土師器
皿

(12.0) (2.0) - ＡＢＤＥＩ
外：橙2.5ＹＲ-6/6
内：橙5ＹＲ-6/8

Ｂ 20％
底部外面ヘラケズリ
有段皿

９　遺構外出土遺物

　遺構外から出土した遺物については、主に表土剥ぎ、試掘時の遺物である。

　なお、出土地点ごとに調査区に分類し、試掘時に出土した遺物についても本項に合わせて掲載してい

る。
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第９５図　遺構外出土遺物（Ａ～Ｃ区）

A-9、B-4は１／２スケール
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第９６図　遺構外出土遺物（Ｄ～Ｆ区）

5､6､7､8は１／２スケール
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第９７図　遺構外出土遺物（試掘トレンチ）

第２６表　遺構外出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

A-1 Ａ区　表採
土師質土器

坏
(11.0) 4.2 -5 ＡＤＥＨＩＫＮ 明黄褐10ＹＲ-6/6 Ｂ 20％ 口縁部外反

A-2 Ａ区　表採
須恵器
坏

(11.6) (3.3) - ＢＤＩＮ 赤灰2.5ＹＲ-5/1 Ｂ 口縁部10％
口縁部外反
やや小ぶり

産地不明

A-3 Ａ区　表採
須恵器
坏

(12.0) (3.2) - ＡＤＨＮ 青灰5ＰＢ-6/1 Ａ 口縁部20％ 口縁部わずかに外反 末野産

A-4 Ａ区　表採
須恵器
椀

- (2.5) -6.4 ＡＤＥＨＮ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 底部60％ 回転ナデ 末野産

A-5 Ａ区　表採
土師器
鉢

(20.4) (3.1) - ＡＣＥＧＨＩＫＮ 灰黄褐10ＹＲ-6/2 Ｂ 口縁部10％ 産地不明

A-6 Ａ区　表採
須恵器
鉢

(28.0) (10.3) - ＡＢＥＨＮ
外：オリーブ灰5ＧＹ-5/1
内：黄灰2.5Ｙ-4/1

Ｂ 口縁部10％ 末野産

A-7 Ａ区　表採
須恵器
長頸瓶

- (12.4) -9.4 ＡＢＮ
外：灰白5Ｙ-7/1
内：灰白Ｎ-7/

Ｂ 40％
底部内外面自然釉付着
胴部降灰付着

東海産

A-8 Ａ区　表採 鎹 最大長　13.4　最大幅　0.75　最大厚　0.5　重さ　24.3ｇ 両端欠損

A-9 Ａ区　表採 鉄釘 最大長　（3.4）　最大幅　（0.45）　最大厚　（0.5）　重さ　4.0ｇ 頭部、先端部欠損

A-10 Ａ区　表採 棒状礫器 最大長　8.9　最大幅　2.5　最大厚　1.9　重さ　61.0ｇ 全面擦り 砂岩

B-1 Ｂ区　表採
土師質土器

坏
(12.4) 3.7 - ＡＢＤＧＨＩＮ 浅黄2.5Ｙ-7/3 Ｂ 口縁部10％

口縁部大きく外反
回転ナデ

B-2 Ｂ区　表採
須恵器
椀

- (2.6) 7 ＡＢＤＨＩＮ 灰Ｎ5/ Ｂ 底部100％ 末野産

B-3 Ｂ区　表採
土師器
羽釜

(20.2) (5.4) - ＡＢＤＥＫ にぶい橙7.5ＹＲ-7/4 Ｂ 口縁部20％ 突帯部接続痕なし

B-4 Ｂ区　表採 鉄釘 最大長　（5.8）　最大幅　（1.1）　最大厚　（1.2）　重さ　6.1ｇ 頭部、先端部欠損

B-5 Ｂ区　表採 すり石 最大長　（11.1）　最大幅　7.3　最大厚　2.7　重さ　325.0ｇ 凝灰岩？

B-6 Ｂ区　表採 すり石 最大長　11.3　最大幅　7.0　最大厚　2.2　重さ　249.5ｇ 両面とも一部に剥離有 砂岩

C-1 Ｃ区　表採
須恵器
坏

(12.0) (3.0) - ＡＢＦＮ 黄灰2.5Ｙ-6/1 Ｂ 口縁部～体部20％ 回転ナデ 末野産

C-2 Ｃ区　表採
須恵器
坏

- (2.6) -7 ＡＢＨＩ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 底部30％ 末野産

C-3 Ｃ区　表採
土師質土器

椀
- (5.3) 8 ＡＢＤＧＩＫＮ 明黄褐10ＹＲ-6/6 Ｂ 底部90％ 回転ナデ　全面的に厚み

C-4 Ｃ区　表採
灰釉陶器

坏
(17.8) (2.5) - ＡＢＮ 灰白10ＹＲ-7/1 Ａ 口縁部10％

内外面釉薬
ツケガケ

猿投Ｈ72窯
東海産
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第２６表　遺構外出土遺物観察表

番号 出土遺構 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 手法、形態の特徴等 備考

C-5 Ｃ区　表採
緑釉陶器
段皿？

- - - ＡＮＤ オリーブ黄5Ｙ-6/3 Ａ 破片
体部～底部周辺か？
内外面釉薬　

東海産

C-6 Ｃ区　表採
須恵器
蓋

(17.0) 4.3 
つまみ径
2.9

ＡＢＤＦ 灰Ｎ5/ Ａ 50％
やや内窪み
返しやや外反

南比企産

C-7 Ｃ区　表採
土師器
甕

(22.3) (7.7) - ＡＢＥＩ にぶい橙7.5ＹＲ-6/3 Ｂ 口縁部20％
胴部外面横位ヘラケズリ
やや肉厚

C-8 Ｃ区　表採
土師器
高盤

(9.8) (5.1) - ＡＢＤＨＩＫ にぶい橙5ＹＲ-6/4 Ｂ 口縁部30％
口縁部、体部の間に稜線
口縁部わずかに立ち上がる

C-9 Ｃ区　表採
須恵器
甕

- - - ＡＤＥＨＮ 灰Ｎ5/ Ｂ 胴部破片
胴部外面平行叩き目
内面同心円状当て具痕

D-1 Ｄ区　表採
須恵器
坏

(10.9) (3.5) - ＡＢＩ
外：黄灰2.5-6/2
内：灰5Ｙ-6/1

Ｂ 口縁部～体部20％ 外面降灰多量に付着 南比企産

D-2 Ｄ区　表採
須恵器
甕

- - - ＡＢＤＨ 灰Ｎ-5/ Ｂ 口縁部片
口縁部外面波状文３条
回転ナデ

D-3 Ｄ区　表採
土師器
甕

(18.4) (7.5) - ＡＢＩ 明赤褐5ＹＲ-5/6 Ａ 口縁部20％

体部外面横位ヘラケズリ
口縁部外面粘土紐積上痕
口縁部「コ」の字状、内面当て
具痕

D-4 Ｄ区　表採
須恵器
壺

(23.0) (7.7) - ＡＢＨＮ 灰5Ｙ-5/1 Ｂ 口縁部10％ やや焼き悪い 末野産

D-5 Ｄ区　表採 土錘 最大長　4.7　最大幅　1.8　孔径　0.4　重さ　13.9ｇ 100％

D-6 Ｄ区　表採 土錘 最大長　7.9　最大幅　2.0　孔径　0.5　重さ　23.9ｇ 80％

D-7 Ｄ区　表採 土錘 最大長　（3.3）　最大幅　1.2　孔径　0.3　重さ　4.2ｇ 60％

D-8 Ｄ区　表採 鉄釘 最大長　（4.2）　最大幅　（0.7）　最大厚　（0.6）　重さ　3.7ｇ 頭部、先端部欠損

E-1 Ｅ区　表採
土師器
坏

(11.8) (2.2) - ＡＢＥＧＫ 明赤褐5ＹＲ-5/8 Ｂ 口縁部20％
身模倣杯
体部外面ヘラケズリ

E-2 Ｅ区　表採
須恵器
坏

(11.9) (4.0) - ＡＤＬＮ 灰黄2.5Ｙ-6/2 Ｂ 10％
外面回転ナデ痕濃
直線的に立ち上がる

末野産

E-3 Ｅ区　表採
須恵器
坏

- (1.6) -6.2 ＡＢ 灰7.5-6/1 Ｂ 底部30％

E-4 Ｅ区　表採
須恵器
椀

(15.4) (2.1) - ＡＢＨ 灰Ｎ-5/ Ａ 口縁部20％
口縁部大きく外反
回転ナデ

末野産

E-5 Ｅ区　表採
須恵器
椀

- (3.8) -6.9 ＡＢＤＥＨＩＬ 灰黄2.5Ｙ-7/2 Ｂ 底部40％ 底部調整不明 末野産

E-6 Ｅ区　表採
須恵器
椀

- (3.0) 7.2 ＡＢＤＩ 灰白2.5Ｙ-7/1 Ｂ 底部100％ 厚手 末野産

E-7 Ｅ区　表採
土師質土器

椀
- (1.9) -7.2 ＡＥＩＮ にぶい黄2.5Ｙ-6/3 Ａ 台部50％

E-8 Ｅ区　表採
灰釉陶器

椀
- (2.3) - ＡＢ

外：灰白Ｎ-8/
内：灰白7.5Ｙ-7/1

Ａ 底部20％
底部内面溝有
内面釉薬　ハケヌリか

E-9 Ｅ区　表採
須恵器
皿

(13.5) 2.8 6.6 ＡＢＦＨ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 70％
やや厚手
回転ナデ

南比企産

E-10 Ｅ区　表採
須恵器
甕

- (5.0) - ＡＢＮ 灰Ｎ-5/ Ｂ 底部100％ 少々いびつ

E-11 Ｅ区　表採 楔石？ 最大長　17.4　最大幅　6.0　最大厚　4.6　重さ　650.0ｇ 緑泥片岩

E-12 Ｅ区　表採 棒状礫器 最大長　12.0　最大幅　3.9　最大厚　1.5　重さ　101.2ｇ 砂岩

F-1 Ｆ区　表採
土師器
坏

(12.0) (3.0) - ＢＤＩＫ 橙7.5ＹＲ-6/6 Ｂ 40％
口縁部わずかに内湾
体部外面ヘラケズリ

F-2 Ｆ区　表採
土師器
壺

- (8.2) -9.2 ＡＤＥＧＨＫＮ 橙5ＹＲ-6/6 Ｂ 底部40％ 厚手

F-3 Ｆ区　表採
陶器
壺

- (7.6) -13.4 ＡＨＮ
外：にぶい赤褐2.5ＹＲ-5/3
内：赤灰2.5ＹＲ-6/1

Ｂ 底部30％
内面ヘラ調整
内面底部一部自然釉付着

瀬戸美濃窯

試-1 試掘トレンチ
須恵器
坏

- (1.5) -6 ＡＢＧ 灰5Ｙ-6/1 Ｂ 底部30％ 回転ナデ 末野産

試-2 試掘トレンチ
土師質土器

坏
(13.0) (2.7) - ＡＢＤＩ 褐7.5ＹＲ-4/3 Ｂ 口縁部20％ 直線的に立ち上がる

試-3 試掘トレンチ
土師質土器

坏
- (2.5) -5.8 ＡＢＥＨＮ 褐7.5ＹＲ-4/6 Ｂ 底部30％ やや体部ふくらみ

試-4 試掘トレンチ
土師器
甕

(16.0) (9.0) - ＡＢＩＮ にぶい褐7.5ＹＲ-5/4 Ｂ 上部30％
胴部外面横位ヘラケズリ
口縁部外反

試-5 試掘トレンチ
土師器
甕

(16.1) (5.4) - ＡＢＥＫ 明赤褐2.5ＹＲ-5/6 Ｂ 口縁部10％

口縁部外反、口縁部やや「コ」
字状
胴部外面横位ヘラケズリ
口縁部内面指頭圧痕

試-6 試掘トレンチ
土師器
甕

(13.2) (4.2) - ＡＢＫ にぶい褐7.5ＹＲ-5/4 Ｂ 口縁部10％
口縁部外反
口縁部「コ」字状
胴部外面横位ヘラケズリ

試-7 試掘トレンチ
土師器
甕

- (19.8) - ＡＢＤＩ にぶい褐10ＹＲ-4/3 Ｂ 胴部30％
胴部外面横位ヘラケズリ
胴部内面粘土紐積上げ痕

試-8 試掘トレンチ
須恵器
甕

(36.8) (2.9) - ＡＢＥＮ 灰Ｎ-4/1 Ｂ 口縁部破片 回転ナデ

試-9 試掘トレンチ
灰釉陶器
長頸瓶

- - - ＡＢＤＮ
外：灰黄2.5Ｙ/-7/2
内：灰白Ｎ-7/

Ｂ 胴部破片

試-10 試掘トレンチ 円筒埴輪
（突帯
径）

（18.8）
(8.1) - ＡＥＧＮ 灰10Ｙ-5/1 Ｂ 胴部破片

胴部ハケ目
三ヶ尻古墳群からの流れ込みか

試-11 試掘トレンチ 石斧 最大長　12.2　最大幅　8.3　最大厚　2.4　重さ　279.0ｇ 結石
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Ⅴ　調査のまとめ

扇状地末端部における土層状況

　今回の調査箇所は既存道路の拡張に伴う調査のため、東西方向におよそ300ｍ程度、幅５～８ｍ程度

の東西に長い調査箇所であった。この調査箇所は台地を経て、新荒川扇状地の扇端周辺の地域であり、

これらに対して平行に調査区画を設けることができたため、地形上の調査の点でも貴重な成果を得るこ

とができた。

　まず、調査箇所の東端にあたるＡ区～Ｂ区にかけて、灰褐色土の確認面に小礫（直径１cm～５cm）を

多量に含む覆土であり、その上に包含層、洪水層と相互に重なり合うように堆積している。

　しかし、Ｃ区以降、西へ進むにつれ、次第に確認面からは小礫が減り、今度はソフトローム土の微粒

子を含む灰褐色土が検出され、その上に包含層、洪水層と堆積するようになる。

　そして、調査区西のＥ区以西では確認面は完全にソフトローム土となり、小礫は全く確認できなくな

る。この周辺でテストピットとしてソフトローム土を掘り込むと、およそ30～40cmから礫層を確認する

ことができる。

　これらのことから、今回の発掘箇所はちょうど櫛引台地と新荒川扇状地における扇端部分でも、低地

への落ち込み部分と考えられるため、地形観察の上でも大変参考となった調査であった。平面上からは、

ほぼ平坦であり、台地と扇状地部分の高低差はほとんどなく、平面からその違いをうかがい知ることは、

難しい。しかしながら、今回の調査によって、現在の熊谷西高等学校あたりを境に台地と扇状地が低地

へと落ち込む部分に分けられるということが分かった。

河川跡からの周辺集落とのつながり

　調査区のうちＣ区では調査区の東壁沿いに河川跡と考えられる溝跡を検出した。南北方向に走ってお

り、若干ではあるが南へ傾斜がある。検出できたのは溝跡中央部分から右岸のみで、左岸側は調査区域

外であった。土層の堆積状況から判断すると、堆積は水平堆積によるものが大部分であり、一部レンズ

堆積であり、このことから自然堆積によるものであることが分かる。土壌はほとんどが黒褐色、暗灰褐

色の粘質が繰り返し相互に堆積しており、底部にいたると、砂質となる。右岸の溝跡の立ち上りは現地

表面下から65cm下であり、堆積状況から近世に至るころまでの間に完全に埋まったと考えられる。また

想定される溝跡の幅は約６ｍ程度であり、それらのことから河川跡と判断することができる。おそらく

は、荒川の支流であっただろうと推測できる。このことは、荒川の氾濫のみならず、荒川の流路跡自体

もこの周辺を通っていたことを、伺い知る資料の一つと捉えることができる。

　なお、現在この河川跡の隣接する東の調査区域外には、この河川跡と平行して、農業用水が流れてい

る。この周辺は現在では農地改良を行い、区画整理され、コンクリートで舗装されているが、数十年前

には未整備であり、農業用水路はなく、小川のような河川がやや蛇行した自然河川がそのまま用水路と

して利用されていたことが過去の資料（昭和４４年発効国土基本図）からわかる。したがって、この農

業用水路はもともとあった流路を利用し、整備されたものだということになり、今回の調査で確認され
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た河川跡はその流路跡の過去における名残と推測できる。今回の調査により、過去の流路跡の検出と現

在の水路跡の経緯を知る上においても、興味深いものとなった。

集落展開について

　本調査において１６軒の竪穴式住居跡および７軒の掘立柱建物跡を確認することができた。時期的に

幾分か違いがあるものの、その多くが９世紀から１０世紀に位置し、その多くが今回調査をした箇所の

中央に寄っている。（Ｆ区にも住居跡が存在するが、いずれも７世紀から８世紀代の時期に位置すると

推測される。）その中央部であるＣ区には第１号河川跡が存在する。この河川跡を中心にして東西にお

よそ200ｍの幅で住居が存在することから、水を求めて、漁労を生業とするため、その両岸に定住し、

集落を築いていったものと考えられる。河川跡の東はおよそ130ｍ進むと谷地形となり落ち込み、人の

痕跡を探る遺構は、極めて希薄になる。西は100ｍ進むと、大きな溝跡である第１０号溝跡（Ｆ区）が

出現し、それより以西は極端に遺構が少なくなる。そのことから、集落の大まかな範囲を示すことがで

き、河川跡を挟んで集落が展開されていたことがわかる。生活スタイルをうかがい知る遺物もいくつか

出土しており、多くの住居跡からは、土錘が出土している。中でも第７号住居跡からは、２１点もの土

錘が確認できた。このことから、漁労を生業としていたことが確信でき、先に説明した河川跡がその活

動場所であったのであろう。

　さらに、遺物からは、灰釉陶器や緑釉の欠片も出土しており、当時の一般住居としては考えにくい遺

物である。また、第１０号溝跡からは風字硯として捉えることができる硯も検出されており、これがこ

の地域で使われていたということになれば、文字を書くことができる役人に近い役職の人物たちが居た

ことになる。今回の調査ではそれをほのめかすような建物跡として、第１号掘立柱建物跡が検出してい

る。全容の確認は残念ながらうかがい知ることはできないが、規模から考えて、明らかに官衙などに類

することができる建物跡と考えられる。しかしながら、この周辺の集落の性格を述べるにあたっては、

まだまだ周辺の調査が必要であり、今後の調査に期待することとしたい。今回の調査において、結論を

出すことはできなかったが、今後の調査資料の一躍を担えれば幸いである。
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附遍　樋の上遺跡の地形と地質

清水康守・小勝幸夫・小川政之・武藤博士

１．地形と地質

（１）地形

　樋の上遺跡は櫛引台地の拾六間にある三ヶ尻中学校から、県立熊谷西高校の方向に延びる広大な遺跡

である。この発掘調査は、２０１５年度に同高校の北東部に北西から南東に走る道路に沿って進められ

た（第９８図）。樋の上遺跡はその大部分が櫛引台地上に位置し、北東のごく一部分が新期荒川扇状地

にあたっている。台地と新期荒川扇状地との比高はほとんどなく、両者が連続していくように見える平

坦な地形となっている。

　新期荒川扇状地は、その扇頂が現荒川の植松橋の約１km下流の位置となる扇状地である。

　そのため、扇頂より北東方向に同心円状に高度を下げる地形となっている。玉井堰用水沿いの西側に

遺跡周辺の高度(水田に絞って)分布をみると、三ヶ尻の東で42～43ｍ、久保島の西で39～40ｍとなって

いる。また、扇状地上の河川は分流することが一般的である。新期荒川扇状地でも、分流した河川は現

荒川をはじめ、忍川・星川・玉井堰用水路（下流で余計掘など）などが主なものであり、時代により荒

川本流が違っていたためと考えられる。荒川の本流がどれであったのかは、縄文時代以降について、推

定されている（清水、２０１５）。玉井堰用水路に沿う地域は、古代から中世前期の間に荒川本流沿い

に栄えた地域といえる。すなわち、樋の上遺跡は古代から中世前期を主体にした遺跡といえるのである。

（２）地質

　遺跡発掘に伴い、地質調査を実施し、その結果、遺跡の地質は第2図のようにまとめることができた。

発掘された樋の上遺跡の地質は、北西端（第２図の右側）の関東ローム層が分布する台地部と南東側（第

２図の左側）の低地の扇状地部に分けることができる。両者は高度がほぼ同じため、地表から一見した

だけでは、区分することが難しい。低地部には、第２図に示したように、新期荒川扇状地の礫層の上に、

台地上から連続する薄いシルト質粘土層が覆っているところが大部分である。

第９８図　周辺の地形区分図（左）、及び遺跡位置図（右）※丸印部分が遺跡位置
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第９９図　模式地質断面図

第１００図　地質柱状図

　主な調査地点の地質柱状図について、第１００図に示した。Loc.２地点は数多くみられた遺構の一つ

である。ここでは、地表から１ｍ20cmの位置に扇状地の礫層があり、礫層を遺構の覆土層が覆っている。

Loc.１地点は流路跡であり、厚いシルト質粘土層が分布している。上部の褐灰色シルト層は水田土壌と

考えられるもので、褐色の植物のひげ根状の褐鉄鉱の模様が認められた。また、この中には１mm前後の

灰白色軽石が混入していた。この下には腐食の集積により黒ずんだ地層が分布している。しかしよく見

ると、暗褐灰色と淡暗褐灰色のシルトが交互に繰り返していることが分かる。これの形成機構を考える

と、まず、暗褐灰色と淡暗褐灰色のシルトの一セットの地層が洪水などで堆積した。その後、暗褐灰色

のシルト層が地表になった時に、何年間も地表に繁茂した植物などがもととなり、腐食が集積し、暗褐

灰色シルト層が形成される。以上のことが、何回か繰り返されたためと考えられる。
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２．自然科学的分析

（１）分析方法

　分析方法について略述する。試料はよく乾燥し、秤量後、水中で篩分けをする。使用する篩は１φご

とのものである。乾燥後、秤量し、砂の粒度組成を求めた。また、全ての砂の量の合計を基に、試料中

の砂成分の割合（砂分比）も求めた。火山灰分析では、まず、各粒度ごとの砂粒子を観察する（主に双

眼実体顕微鏡で）。その他、細粒砂について重液としてブロムホルムを用いて、重鉱物と軽鉱物に分け、

秤量後、重鉱物比を求めた。その後、重鉱物と軽鉱物のプレパラートを作り、偏光顕微鏡で鉱物の同定

と計数を実施し、重鉱物組成などを求めた。

　岩片組成では、中粒砂以上に岩片が多く含まれるため、篩分けで洗った中粒砂以上の砂を双眼実体顕

微鏡で検鏡し、同定と計数を実施した。

（２）火山灰分析

　遺跡の地質調査で、地層中に火山灰がみられたのはLoc.１地点とLoc.２地点であった。

　Loc.１地点の上部の灰褐色のシルト層中の白色軽石がやや多く混じるもの（sp.１）である。この軽

石は遺跡全体の水田耕作土中の灰色シルト質粘土中に認められた。もう一つは、Loc.２地点の耕作土下

の遺構覆土の淡暗灰色シルト層中に点在する白色軽石（sp.２）である。これらを分析すると第１０１

図のようになる。

　Loc.１地点のsp.１の粒度組成は、中粒砂（径１／２～１／４mm）が最も多く３８％、次いで粗粒砂

が２２％、極細粒砂が２２％となり、細粒砂は１４％、極粗粒砂が３％となっている。以上ののうち中

粒砂以上の砂中には、灰白色の軽石粒子が最も多く、極粗粒砂・粗粒砂中はほとんどが灰白色の軽石粒

子が占めている。重鉱物比が２５％と大きく、重鉱物組成が斜方輝石が８３％・単斜輝石が１１％とな

る両輝石型の火山灰は浅間火山特有のものである。極細粒砂が２２％と多くなっているのは、泥の中に

混入していたためであると考えられる。粗粒砂・中粒砂が多い浅間の火山灰は天明３年の噴出火山灰、

浅間－Ａといえる。

第１０１図　火山灰分析　（Loc.1－sp1（上）、Loc.2－sp2（下））
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　Loc.２地点のsp.２の試料は粒度組成をみると、極細粒砂が７３％と非常に多くなっている。中粒砂

以上の砂は少なく、含まれる灰白色の軽石の量も少ない。細粒砂の重鉱物比も３％と小さな値となって

いる。重鉱物組成は両輝石型のものであるが、風化粒が多く、純粋な火山灰層に近いものとはいえない。

よって、この層は浅間－Ｂを含んでいる可能性があるが、軽石も量的に少なく、確実とは言い難い。

（３）岩片組成

　従来より、礫を含んだその地層を、その礫種同定から供給源の推定を行うことは、普通にやられてい

た。しかし、礫よりも小さい砂や泥という堆積物から砂粒を洗い出し、その岩片を同定し、供給源を推

定することはあまりやられていなかった。

　本稿では、分析方法で示した方法で、Loc.１地点のsp.３と sp.５の泥から砂を洗い出して、双眼実

体顕微鏡で同定した。同定に用いた砂の粒子は直径１／２～１／４mm の中粒砂である。経験的に直径

１／４mm以上の砂には岩片を多く含むことがその理由である。

　sp.３は砂成分が１２．３％、sp.５は２５．３％やや多めに砂を含む泥層である。粒度組成をみると、

両者とも粗粒砂から極細粒砂へと順次多くなる、泥層特有の粒度分布になっていることが分かる。岩片

組成は両者ともに似た組成を示している。最も多いのが、高師小僧と呼ばれる植物の地下茎や根に褐鉄

鉱が集積して硬くなったものをリモナイト塊として示した。また、２０～３０％の鉱物（重鉱物と軽鉱

物）粒を含んでいる。岩片としては、チャートとあらわした珪質岩が多く、次いで砂岩が多くなってい

る。注目することは、両者とも、結晶片岩を少量含んでいることである。

　岩片組成からわかることは、火山岩片を含まず、チャート・砂岩を主体にし、結晶片岩を含む点であ

る。この礫種は、荒川の礫の特徴であり、流路堆積物が荒川の堆積物であると結論できる。

〔引用文献〕

清水康守（2015）　地理と古環境．｢熊谷市史　資料編１　考古｣，3-18，熊谷市

第１０２図　岩片組成図
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